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６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主幹 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



 

令和５年第１回大空町議会定例会議事日程 

第１号 令和５年３月７日（火） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 
日程第２  議会運営委員会審査報告 
 
日程第３  会期の決定について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第４  行 政 報 告 
 
日程第５  令和５年第１回大空町議会定例会にあたって（町政執行方針） 
 
日程第６  令和５年度大空町教育行政執行方針 
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 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  松 川 一 正      教育委員会教育長  関 谷 正 樹 
 
   代表監査委員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  石 田 正 俊 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  鈴 木 章 夫   福 祉 課 長  宮 田   栄 
 
   総 合 支 所 長  田 中 信 裕   福 祉 課 参 事  佐 薙 清 美 
 
   会 計 管 理 者  阿 部 雅 浩   産 業 課 長  作 田 勝 弥 
 
   総 務 課 長  林   敏 美   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 参 事  佐 川 雅 仁   建 設 課 長  高 島 清 和 
 
   総 務 課 参 事  稲 川 浩 司   建 設 課 参 事  山 本 純 生 
 
   総 務 課 参 事  小 堀 弘 樹   住民福祉課長  山 本   晃 
 
   移住・定住支援室長  秋 葉 暢 康   総 務 課 主 査  安 念 真 人 
 
   住 民 課 長  星 加 政 志    
 
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課長  菅 野 洋 治    生涯学習課参事  砂 金 英 樹 
 
   生涯学習課参事    村 山   修 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  井 上   透 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  平 田 義 和   事 務 局 主 幹  田 中   学 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和５年３月７日 
 
                     大空町議会議長  原 本 哲 己 



諸 般 の 報 告 

≪令和４年１２月２１日～令和５年３月７日≫ 

 
１２月２１日  第１３回総務厚生・第１３回産業建設文教合同常任委員会 

 
  第１３回議会広報常任委員会 

 
１月 ７日  消防出初式 

 
８日  大空町はたちのつどい 

 
１２日  当別町議会総務文教常任委員会視察来町 
 
２０日  第８回議会運営委員会 
 
     第１４回総務厚生・第１４回産業建設文教合同常任委員会 
 
     第１４回総務厚生常任委員会 
 
     第１４回産業建設文教常任委員会 
 
２４日  北海道知事視察来町 
 
２６日  第１４回議会広報常任委員会 

 
  ２月 ７日  第１５回議会広報常任委員会 
 
    １６日  第１６回議会広報常任委員会 
 

１８日  議会報告会・町民との意見交流会 

 
２０日  オホーツク町村議会議長会定期総会・役員会（遠軽町） 

 
    ２１日  第３回議員協議会 
 

     第１５回総務厚生・第１５回産業建設文教合同常任委員会 
 
     第１５回総務厚生常任委員会 
 
     第１５回産業建設文教常任委員会 

 
３月 １日  第９回議会運営委員会 
 

 ３日  大空町の農業を考える会学習会 
 
     ７日  令和５年第１回定例会 
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（開会 午前１０時００分） 

 

     ◎開会の宣言 

◇議  長 おはようございます。ただいまから、令和５年第１回大空町議会 

定例会を開会します。 

 

     ◎会議の宣言 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、１

０番、松岡克美議員及び１１番、齋藤宏司議員を指名します。 

 

     ◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 

 議会運営委員会審査の結果について委員長から報告の申し出がありますので、

これを許します。 

 議会運営委員会委員長、上地史隆議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 皆様おはようございます。 

 議会運営委員会の審査結果を報告いたします。本定例会を開催するにあたり、

去る３月１日に議会運営委員会を開き、本日開会の定例会の会期等について協

議をいたしました。 

 本定例会では、一般質問者が４人、町長から提出されております案件が３１

件であります。その内訳は、諮問３件、同意２件、条例制定等の議案が１０件、

令和４年度補正予算８件、新年度予算８件であります。また、議会提出議案の

提出も予定されております。 

 したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、

本定例会の会期は本日３月７日に開会をして、３月１４日までの８日間とする

ことが妥当であると全会一致で判断いたしましたので、その結果について報告

をいたします。 

 以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

     ◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとお

り、本日から３月１４日までの８日間にしたいと思います。ご異議ありません

か。 
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     （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１４日まで 

の８日間に決定しました。 

 

     ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

 事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１１名であ 

ります。三條議員より欠席する旨届け出があります。 

 本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付してい

るとおりであります。なお、職務の都合により一部に異動がありますことを御

了承願います。 

 本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

 前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付していると

おりであります。 

 町広報担当者並びに報道関係者から写真撮影の申し込みがあり、これを許可

いたしましたのでご了承願います。議会事務局職員による議会広報用の写真撮

影を申請し、許可を得ておりますのでご了承願います。 

 以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

     ◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。松川町長から行政報告の申し出が 

ありますので、これを許します。 

 松川町長。 

 

◇町  長 おはようございます。令和５年第１回大空町議会定例会にあたりま 

して行政報告を行います。 

 １２月２２日から１月１５日にかけて、町政懇談会、ふれあいトークを開催

いたしました。両地区合わせて１０カ所で開催し、２１４名の町民皆様の参加

をいただきました。生活環境の充実、マイナンバーカードの取得、有休施設の

利活用などについてご意見ご質問をいただいたところであります。 

 １２月２８日、北見市の辻市長とともにＬＣＣピーチアビエーション株式会

社に対し要望活動を実施いたしました。昨年１２月１３日に令和５年度上期ダ

イヤにおきまして成田線が休止、関西線が７月１日から１０月２８日までの季

節運航になるとの説明があったところであります。そこで急遽成田線休止の撤

回、関西線の通期での運行継続について要望いたしましたが、結果当初の説明

どおりの運行スケジュールとなったところであります。 

 年が明けまして、１月８日、大空町はたちの集いを教育文化会館にで挙行い
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たしました。令和４年４月１日から成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げら

れたことに伴い、従前から用いていました成人式の名称を２０歳の集いに改め、

これまで同様、二十歳の方を対象に実施し６８名に参加いただきました。 

 １月２４日は、東京に出張しＢ＆Ｇ全国サミットに出席いたしました。基調

講演やパネルディスカッションの他、優良海洋センターの表彰が行われ、大空

町では、女満別東藻琴両海洋センターが１２年連続特Ａ評価を頂戴したところ

であります。 

 １月２８日は、Ｂ＆Ｇモデル事業雪害ボランティア研修会を開催いたしまし

た。令和３年度にＢ＆Ｇ財団の支援を受けて配備いただきました除雪機やミニ

ホイルローダを活用して防災マスター、消防団、一般町民など２４名にスタッ

ク車両の救出など実践していただいたところであります。また、午後からは冬

の大冒険と銘打って雪上レクリエーション体験会を開催し、スノーシュー体験

やバナナボート体験試乗会などに３８名の参加をいただいたところであります。 

 １月３０日は、大空町として初めて企業版ふるさと納税をお納めいただきま

した株式会社セコマ赤尾代表取締役役社長に感謝状等贈呈するため、札幌市に

出張いたしました。寄附金の使途や大空高校での取り組みについての説明及び

意見交換を行ったところであります。 

 ２月１日は、矯正施設所在自治体北海道地域部会にオンラインで参加いたし

ました。近年の犯罪動向、国が実施している再犯防止施策、矯正施設において

実施している具体的な取り組みなどについて情報提供をいただいたところであ

ります。 

 ２月４日は、株式会社エアドゥーと連携してポケットモンスターに登場する

キャラクターをイルミネーションとして点灯し、地域の方々や観光客を歓迎す

るコンコンロコン冬の大空イルミネーション点灯式を道の駅メルヘンの丘めま

んべつで開催いたしました。イルミネーションは親子によるワークショップで

作成いただいたところであります。３月５日までイルミネーションの点灯を行

い、多くの方に喜んでいただけたものと思います。 

 ２月７日は、大空町民自治推進委員会を開催いたしました。大空町自治基本

条例につきましては、令和２年度に見直しを行いましたが、その後２年が経過

したことから、改めて現在の社会情勢を踏まえた検証について諮問したところ

であります。 

 ２月９日は、札幌市に出張し網走川流域の会及び網走市、美幌町、津別町、

大空町の１市３町の合同で、網走市呼人のホテルで発生した重油流出事故の早

期解決について北海道知事への要望、要請書を小玉副知事に施行いたしました。 

 翌日は遠軽町田原生において、オホーツク町村会定期総会に出席いたしまし

た。欠員となっている役員の選出などを行い、私は新たに北海道合併処理浄化

槽普及促進協議会役員に選出されたところであります。 

 ２月１１日は、大空町青少年顕彰式・青少年健全育成交流会が議事堂文化ホ

ールで開催され、出席いたしました。今年度は３３個人４団体に対し、各章が

授与されました。授賞式終了後、児童生徒の意見発表、女満別小学校金管クラ

ブによる楽器演奏が行われました。 

 翌日、上川町において、Ｇ７札幌気候変動機構エネルギー環境大臣会合実行
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委員会主催により開催されましたＧ７ゼロカーボンミーティングin層雲峡に出

席いたしました。元環境大臣の小泉進次郎衆議院議員による基調講演などが行

われたところであります。 

 ２月１４日は、網走市で開催された斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会市

長町長会議に出席いたしました。施設整備の想定スケジュールの確認、焼却処

理の対象とする廃棄物をどのようなものとするかなど、協議を行ったところで

あります。 

 翌日、札幌市に出張し合併処理浄化槽普及促進協議会役員会に出席いたしま

した。令和３年度決算認定、令和４年度事業報告、歳入歳出決算見込み、令和

５年度事業計画及び歳入歳出予算について審議し、あわせて正副会長の互選を

行ったところであります。 

 ２月１６日から１８日にかけて、奈良県奈良市に出張いたしました。小清水

町に販売店舗を構え、また大空町を含む近隣２市３町が包括連携協定を締結し

ている株式会社モンベルの辰野勇会長と、モンベル会員向け優待サービスを提

供するフレンドエリア構想について意見交換を行いました。 

 ２ページをお開き願います。２月１９日は、美幌町で開催された第１０１特

科大隊廃隊行事に出席いたしました。第１０１特科大隊は、大空町のみを警備

体系とする美幌駐屯地駐留部隊で、令和５年３月１５日付けをもって廃隊とな

ります。 

 ２月２１日は、オホーツク東部広域農業水利管理協議会を開催しました。令

和４年度補正予算、令和５年度予算の審議を行い、いずれもお認めいただいた

ところであります。 

 以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

     ◎日程第５ 令和５年第１回大空町議会定例会にあたって（町政執行 

           方針） 

◇議  長 日程第５、令和５年第１回大空町議会定例会にあたって、町政執行 

方針の説明を行います。 

 松川町長から、町政執行方針について説明の申し出がありますので、これを

許します。松川町長。 

 

◇町  長 令和５年第１回大空町議会定例会にあたり、町議会議員並びに町民 

皆様に私の町政に対する基本的な考え方と事業の概要、予算について説明を申

し上げ、ご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 昨年４月に大空町長として町政を担わせていただくこととなり、まもなく 1

年を経過いたします。 

 令和２年１月１６日に国内で初めて新型コロナウイルス感染症患者が確認さ

れてから既に３年を経過いたしました。3 月 13 日からマスクの着用は個人の判

断に委ねられます。5 月 8 日からは感染症法上の位置付けが２類から５類へ変

更となり、いよいよ本格的なウィズコロナの時代へと進んでいくこととなりま
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す。 

 昨年２月２４日に突如として開始されたロシアによるウクライナへの軍事侵

略は、長期化の様相を呈し、いまだ和平への兆しは全く見えていません。燃料

や物価が高騰し、グローバルな課題が瞬時に日本国内に強い影響を及ぼすとい

うことを認識せざるを得ません。 

 令和２年度に初めて国から交付を受けてきた地方創生臨時交付金は、新型コ

ロナウイルス感染症対策、地域経済対策、燃料・肥料・飼料などの物価高騰対

策、町民皆様の生活を下支えする取り組みとして活用してまいりました。令和

５年度は現在のところ地方創生臨時交付金の交付が予定されていないことから、

ウィズコロナ時代に即した独自の取り組みを検討していかなければなりません。 

日本国内における令和４年１年間の出生数は、戦後初めて８０万人を下回る

予測が出され、少子化の加速が顕在化しています。加速する少子化に歯止めを

かけなければ、医療や年金といった社会保障制度を維持していくことが困難と

なります。そして何よりも地域を維持・持続させていくことが困難となります。

政府による「異次元の子育て対策」において、安心して産み育てられる環境整

備に向けた実効性ある施策の推進が期待されているところです。 

未来に向かって持続していくまちであり続けるためには、健康や子育て、福

祉、産業、教育など幅広い分野での総合的な取り組みが必要です。町民皆様が

安心して暮らし続けられるために、令和５年度予算の編成にあたってまいりま

した。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 次に、まちづくりに臨む基本的な考え方について申し上げます。 

まちづくりは「人づくり」と言われているように、「人」がその土地にいなけ

れば「まち」は存在しえません。町民皆様がまちづくりに関心を持ち、愛着を

持っていただけるよう、的確な情報を提供し、機会を確保するとともに、子育

てや教育に対しましても環境整備を進めてまいります。 

農業におきましては、農業基盤整備事業の計画的な推進に努めると同時に、

持続的な発展に向け取り組んでまいります。商工業や観光につきましては、関

係団体の取り組みを積極的に支援してまいります。新型コロナによる行動制限

で大幅に減少していた航空利用者が戻りつつあります。引き続き、利用者の増

加対策に取り組んでまいりたいと存じます。 

安心して地域で暮らしていくためには、防災、住宅、医療、福祉などの基本

的な環境が整備されていなければなりません。特に医療・福祉は高齢化が進む

本町にとって欠かすことのできないものであることから、引き続き必要な支援

を行ってまいります。また防災については、防災活動の拠点となる施設整備を

進め、安心して暮らし続けられる環境づくりを行ってまいります。 

次に、令和５年度事業の概要について、分野ごとに申し述べたいと存じます。 

総務関係についてであります。 

役場庁舎の大規模改修につきましては、外壁や各種設備の更新など工事を本

格化します。将来において安定してサービスを提供する行政運営の拠点施設と

して、機能充実を図ります。 

防災につきましては、河川防災ステーションの建設を国と連携して進めます。

洪水などの災害発生時には活動の拠点として、平常時にはコミュニティ活動や
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研修などに活用できる施設として整備します。 

オホーツク総合振興局と管内全市町村が連携し、「オホーツクール」をはじめ

としたオホーツク地域の統一イメージの形成と情報発信に努めてまいります。

オホーツク地域で暮らし活動する人が一体となって分かりやすい情報発信を行

い、オホーツクの認知度の向上だけではなく、実際の来訪につなげてまいりま

す。 

生活を支える公共交通につきましては、引き続き関係自治体と連携して維持・

確保に努めるとともに利用実態などを踏まえ、運行形態や支援の在り方につい

て検討してまいります。  

路線バスにつきましては、網走東藻琴線、女満別空港線の各路線バス事業者

に対し、引き続き運行継続の支援を行います。 

鉄道につきましては、関係自治体などと連携した維持・確保対策に努めると

ともに、運賃助成など利用の促進を図ります。 

航空につきましては、今後の需要動向を注視し、周辺の自治体、経済団体、

航空会社や空港運営事業者などと共に誘客促進支援や需要喚起に向けた取組を

進めてまいります。 

ＬＣＣピーチ・アビエーションの路線定着に向けたプロモーション活動を地

域一体となって進めるとともに、町民の旅行に対する支援を引き続き行います。 

また、大空高校の生徒を対象としたふるさと教育チャーター事業や冬季の誘

客促進に関するプロジェクトを実施するなど多角的に空港活性化に取り組んで

まいります。 

企業誘致につきましては、様々な企業との関係性を拡大し、ビジネスの創出

や新しい働き方への対応などあらゆる可能性を探ってまいります。 

移住・定住対策につきましては、戦略的なプロモーションを継続します。昨

年から取り組んでいる「PROTO OZORA」プロジェクトにおいて、大空高校の生徒

から提言のあった政策の社会実装に向けた検討を町民や企業などとも協働しな

がら進めるほか、町の魅力を効果的に発信するなど関係人口の創出及び拡大に

努めてまいります。 

移住の相談件数が年々増える中、機会を逃すことのないよう庁内外の関係者

が連携を深め、仕事や住まいの総合的な相談支援を行うとともに、定住支援策

を充実させてまいります。 

町民皆様が自主的、主体的に行う活動を支援する元気づくり応援事業を継続

します。芸術文化活動や地場産業の振興、優れた人材の育成など様々な分野で

の活動を応援し、活気と潤いあふれるまちづくりを推進してまいります。 

財政につきましては、原油価格、物価高騰の影響による負担増が見込まれる

中、一層の歳出削減に努め健全性を維持する必要があります。国の動向を注視

して財源確保に努めるとともに、中長期的な視点で効率的な運営を図り、安定

した財政基盤を確立してまいります。 

町民皆様と行政が互いに理解と信頼を深め、協働によるまちづくりを推進す

るため、引き続き行政情報の発信や広聴活動を積極的に行います。 

情報発信につきましては、広報誌だけではなくホームページや各種ＳＮＳ、

ラジオ、地上デジタルテレビのデータ放送、地域情報アプリ「そらっきーナビ」
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など多様な媒体を活用し、行政情報や町民皆様の生活に関する情報を随時発信

するほか、緊急・重要情報の迅速かつ確実な発信に努めてまいります。また、

地域活性化起業人制度を活用し、民間企業のノウハウや知見を生かしてデジタ

ル媒体の利用拡大に努めてまいります。 

 広聴活動につきましては、町政懇談会「ふれあいトーク」をはじめとした活

動を継続し、将来に向けた地域の在り方などについて町民皆様とコミュニケー

ションを図り、ニーズを的確に捉え、まちづくりに反映してまいります。 

姉妹都市の東京都稲城市及び友好町の熊本県氷川町との交流事業につきまし

ては、産業、教育、スポーツ、文化などの分野における交流を継続し、一層の

友好関係を築いてまいります。 

網走刑務所住吉作業所利活用事業につきましては、「すみよしふれあい農園」

のほ場整備を本年度に完了させ、作物の本格的栽培への移行や加工品の開発・

販売、収穫体験などに取り組みます。法務省をはじめとする関係機関と引き続

き連携し、町の活性化と再犯防止に資する取組を推進してまいります。 

網走市、斜里町、清里町及び小清水町との１市４町による「東オホーツク定

住自立圏共生ビジョン」がスタートしています。今後の圏域全体の生活機能や

都市機能の活性化に向けて連携して取り組んでまいります。 

 住民関係についてであります。 

 自治会は、様々な活動を通して世代を超えた連帯感を深めることができるな

ど住みよい地域づくりには欠かせない組織です。自治会の運営や活動支援のた

めの交付金制度、また、各自治会への地域担当職員の配置を継続し、町民との

協働によるまちづくりを進めてまいります。 

町民会館、公民館は、コミュニティ活動の拠点として活用されています。施

設の適切な維持・補修に努めるとともに、改修整備については、引き続き地域

と協議を進めてまいります。 

 花いっぱい運動につきましては、町民皆様と共に道道女満別空港線や公共施

設周辺を花で彩り、美しい景観や快適な生活環境づくりに努めてまいります。

近年、ボランティア団体の会員不足や高齢化などにより、花の植栽や管理の担

い手不足が課題となっているため、関係する皆様と共に実施方法を検討してま

いります。 

 交通安全・防犯の推進につきましては、昨年、交通安全防犯推進委員会が女

満別地区２か所、東藻琴地区２か所の計４か所に防犯カメラを設置しました。

児童や通行者を交通事故や犯罪から守るため、引き続き関係団体などと連携し

て防犯カメラの設置に取り組んでまいります。 

 町内での交通事故死ゼロの継続日数は、昨年１１月１７日に１，０６３日で

途切れましたが、改めて町民皆様や関係機関・団体と共に「交通安全計画」に

基づき、交通安全対策を進めてまいります。 

防犯対策では、関係機関・団体と連携して不審者警戒巡視や自主防犯パトロ

ール、街頭啓発を実施し、安全で安心なまちづくりに努めてまいります。 

地球温暖化やプラスチックごみなどの環境対策につきましては、町民皆様に

情報提供や啓発活動を行い、一人一人の意識の高揚を図るとともに、広域的な

処理についても検討してまいります。 
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  廃屋対策につきましては、平成２６年度から解体撤去工事に要する費用の助 

成を開始し、これまで１０１件の解体撤去が行われました。引き続き助成を行

ってまいります。 

 全国的にも大きな社会問題となっている空き家対策につきましては、「空家

等対策計画」に基づき、空き家の利活用や除却などの対策を進めてまいります。 

 エキノコックス症対策として、平成２８年度からキツネへの虫卵の寄生を防

ぐ駆虫剤の散布を実施し、その効果は過去の結果から実証されています。今後

も対策を継続し、安全で安心、かつ、自然と共生するまちづくりを目指すとと

もに、広域的な取組に向けて近隣自治体に情報を提供してまいります。 

 塵芥処理につきましては、町民皆様のご理解とご協力により分別の徹底や再

資源化による減量化が図られていますが、焼却処理施設、最終処分場及びリサ

イクルセンターは、施設、設備ともに老朽化が進んでいます。本年は、最終処

分場の浸出水処理施設制御盤改修やリサイクルセンターのフォークリフト更新

を行います。更なる廃棄物の減量化及び各施設の計画的な修繕と適正な維持・

管理に努め、各施設の延命化を図ってまいります。 

焼却処理施設につきましては、網走市、美幌町、斜里町及び小清水町との１

市４町による広域での施設整備に向けて引き続き協議を進めてまいります。 

網走市と斜里町の可燃ごみの一部の受入れを引き続き行うとともに、その他

廃棄物の処理についても近隣自治体と広域での処理の可能性を探りながら、

様々な形態について検討してまいります。 

町営住宅につきましては、計画的な改修と適切な維持・補修に努めてまいり

ます。令和２年度から継続してきました北二すみれ団地の屋根、外壁の改修工

事が本年度で完了となります。また、昨年に引き続きエアコン対応改修工事を

実施し、居住環境の向上に努めてまいります。 

ふるさと応援寄附金につきましては、ポータルサイトの見直しや返礼品の拡

充、提供事業所の拡大などにより寄附金の増額を図り、魅力的なまちづくりに

活用してまいります。 

町税などの徴収、収納事務につきましては、債権管理条例に基づき、各種債

権の適正管理に努めてまいります。関係課の連携による納付相談、共同徴収な

ど収納率の向上に努めてまいります。 

保健・福祉関係についてであります。 

地域福祉の中心的役割を担う社会福祉協議会の運営を支援します。また、福

祉タクシー券及び外出支援タクシー券を発行し、高齢者や障がいのある方の外

出を支援してまいります。 

子育て支援につきましては、令和 7 年度から 5 年間を期間とする「第 3 期子

ども・子育て支援事業計画」の策定に向け、ニーズ把握のためのアンケート調

査を実施します。 

子育て世代包括支援センターでは、全ての妊婦や子育て世帯が妊娠期から出

産、子育てまで一貫して子どもが健やかに育つことができるよう伴走型相談支

援の充実を図ります。併せて、経済的負担を軽減するため、出産・子育て応援

給付金を交付します。 

認定こども園につきましては、一時預かり事業、延長保育事業及び病児保育
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事業を実施するほか、給食費への助成を行います。 

児童センター「めちゃいるど館」や児童館「のんきっず館」において、放課

後児童クラブを実施するとともに、子育て支援センターでは、親子遊びや交流

の場を提供してまいります。 

０歳から中学生までを対象とする子ども医療費助成は、所得を基準とした受

給制限を撤廃し、子育て世帯の経済的な負担軽減を図ってまいります。 

障がい者福祉センター「ちあふる」では、グループホーム、生活介護及び就

労支援を実施し、自立と社会参加を支援します。また、施設の老朽化に対応す

るため、施設の外部改修に向けた調査を行います。 

障がいがある方からの相談につきましては、相談員が訪問するなど必要な情

報の提供や助言、サービス利用調整を行います。また、広域で設置した地域生

活支援拠点及び基幹相談支援センターでは、緊急対応や医療的ケアが必要な方

の相談に応じ、切れ目のない支援を提供してまいります。 

障がいの診断、訓練、治療のための旅費助成や重度心身障がい者の医療費助

成、発達支援センターの運営費負担などの支援を行ってまいります。 

高齢者福祉につきましては、一人暮らしの高齢者などが安心して暮らすこと

ができるよう緊急通報システムの設置・運用を継続しつつより効率的、効果的

な手法を検討してまいります。 

一人暮らしや夫婦だけでの生活に不安のある方がお住まいになる生活支援ハ

ウスでは、入居者が安心して生活できるよう見守りや生活支援をきめ細やかに

行います。 

医療につきましては、第二次医療圏の地域センター病院である網走厚生病院

の脳神経外科と周産期医療の医療体制整備を図るため、近隣自治体と連携した

支援を継続してまいります。 

町民が安心して暮らしていくためには、町内の医療機能を維持していく必要

があります。女満別中央病院の医療環境の整備・充実に必要な支援や東藻琴診

療所のワイヤレス超音波画像診断装置の導入など医療環境の充実を図ってまい

ります。 

東藻琴地区において各地域から東藻琴診療所までの通院に利用されている患

者輸送車の更新を行います。 

高齢化が進展する中、医療、介護の人材確保は困難を極める状況にあること

から、事業者が人材を確保・育成するために必要な支援を行ってまいります。 

母子保健につきましては、産婦の方を対象とした産後ケア事業の助成回数を

増やし、より安心して育児を行えるようにしてまいります。不妊症、不育症の

検査や治療に要する費用助成と併せ、妊娠、出産、育児の継続的な支援を行い

ます。 

各種疾病予防対策につきましては、加齢や過労などによる免疫力の低下によ

って起こる帯状疱疹の発症及び後遺症を防ぐため、５０歳以上の町民皆様に対

し、帯状疱疹予防接種費用の助成を新たに行います。他の定期予防接種も含め、

正確な情報提供と適切かつ安全な実施に努め、感染性疾患の発症、重症化及び

まん延を防止してまいります。 

町民皆様が元気に活躍していただくためには、若い年齢からの生活習慣病予
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防が大切となります。特定健康診査や各種がん検診の受診勧奨を積極的に進め

るとともに、重症化の恐れがある方には、積極的に個別アプローチを行います。 

生涯にわたり健康で豊かな生活が実現でき、また、多くの町民が健康づくり

に取り組むことができるよう健康教育や健康相談を行ってまいります。子ども

の頃から健康に関する知識や理解を深めてもらうよう教育機関などと連携した

取組も進めてまいります。 

後期高齢者の健康診査に心電図や眼底検査などを追加して実施し、生活習慣

病の発症や重症化の予防、心身機能低下の防止を図ります。 

生活習慣病の重症化は、認知機能の低下へとつながる恐れがあることから、

栄養バランスを考えた食生活や運動習慣の定着など幅広い年代の方の健康意識

の高揚に努めてまいります。 

 国民健康保険事業につきましては、北海道全体で運営されており、被保険者

が保険税により支える仕組みとなっています。 

町では、被保険者の健康の保持増進、疾病予防及び生活の質の向上を目的に

「データヘルス計画」を策定し、保健事業を実施しております。現計画の計画

期間が本年度をもって終了することから次期計画を策定してまいります。 

介護保険事業につきましては、令和 6 年度からの「第 9 期高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画」に必要な介護保険標準化システムへの移行を進めてま

いります。 

また、介護サービスの運営基盤を強化するため、介護老人福祉施設及び通常

規模型デイサービス利用者の要介護度を評価し、その評価に基づき事業者に補

助する制度を創設します。要介護度の維持及び改善による健康寿命の延伸と介

護に従事されている方の意欲向上に期待をするところであります。 

基幹病院の女満別中央病院や在宅支援診療所である東藻琴診療所、近隣医療

機関、介護保険法に基づくサービス事業者、社会福祉協議会などと連携を図り、

切れ目のない医療と介護の連携体制を構築し、総合的に高齢者を支える地域を

目指してまいります。 

産業の振興についてであります。 

農林水産業は、地域経済の活性化とまちづくりを支える産業であり、商工業

や観光事業などと関わりを持たせながら、地域産業の振興に努めてまいります。 

主食用米の生産を抑え、水田を畑として有効活用することを目的に生産者に

支払われる「水田活用の直接支払交付金」につきましては、水田から畑作地に

転換する農家への支援策が拡充されたことに伴い、対象となる農業者に対して

説明をさせていただいたところです。今後も関係機関・団体と連携を図り、国

の動向などを注視して情報の収集と提供に努めてまいります。 

農家戸数の減少や農業従事者の高齢化が進展する中、農業労働力が減少して

いる状況にあります。地域農業の活性化を図るため、意欲ある優れた後継者や

担い手が実践的な技術、知識及び経営力を習得するための研修を支援してまい

ります。 

後継者育成のほか担い手不足に対応するため、第三者継承による新規就農者

の参入や受け入れについて、オホーツク新規就農者対策会議をはじめとする関

係機関と連携を図りながら進めてまいります。 
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病害虫対策につきましては、ジャガイモシストセンチュウ類の土壌検診及び

低減効果の高い対抗植物であるトマト野生種の導入支援を行ってまいります。 

安全・安心な農産物の生産に欠かすことのできないクリーン農業及び農業の

基本となる土づくりを推進するため、緑肥作物の導入や地力向上のための土壌

診断に対して支援を行います。さらに、近年、SDGｓに貢献するものとして推進

されている有機農業や減肥料、減農薬などの環境保全効果の高い営農活動に取

り組む農業者に対する支援を行ってまいります。 

農家戸数の減少や高齢化に伴い、農業・農村が有する多面的機能に支障が生

じないよう地域の共同活動に対する支援を行います。農地、水路、農道などの

地域資源の適切な保全管理を図るため、中山間地域等直接支払事業や農業農村

多面的機能支払交付金事業を実施してまいります。 

農業委員会につきましては、農業者の公的代表機関として関係法令に基づき、

担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止を中心に農地の権利

移動や農地転用の許認可など農地に関する事務に取り組んでいただいておりま

す。 

本年７月をもって、現在の農業委員の任期が満了することから、新たな委員

の選任とともに、新体制がスタートすることになります。 

今後も農業委員会による農地行政が適切に執行されるとともに、農業委員の

活動がこれまで以上に活発になるよう支援してまいります。 

地域農業の経営が安定的に持続するよう担い手育成センターが中心となり、

担い手の育成・確保と後継者のパートナー対策を関係機関・団体と連携し、推

進してまいります。 

国営事業につきましては、網走川中央地区国営かんがい排水事業により、網

走川土地改良区管理の西幹線用水路の整備に向けて取り組んでまいります。 

新規着手地区として、網走川豊住地区国営かんがい排水事業による排水機場

と排水路整備の工事実施に向けた調査設計に取り組んでまいります。 

道営農業農村整備事業につきましては、女満別本郷２地区農地整備事業、女

満別東部高台２地区水利施設等保全高度化事業、女満別南部地区水利施設等保

全高度化事業、女満別豊住地区農地整備事業、東藻琴山麓第２地区草地畜産基

盤整備事業を実施し、農業生産基盤と営農環境の整備を行ってまいります。 

 新規調査地区として、東藻琴北地区水利施設等保全高度化事業、女満別南部

２地区水利施設等保全高度化事業の事業申請に向けた計画策定に取り組んでま

いります。 

団体営事業につきましては、農業水路等長寿命化・防災減災事業により、国

営畑地かんがい施設導水管路及び送水管路の空気弁の更新、古梅ダム管理棟の

防犯カメラ及び火災報知機の設置と通信システムの光回線化、道営畑地かんが

い管路施設更新、本郷排水機場の常時排水電動機ポンプの分解整備、豊住地区

排水路の横断ボックスの補修、農地耕作条件改善事業により農業用排水管路の

更新を行い、安定した用水の供給及び排水機能の保全を図ってまいります。 

国営事業で造成された古梅ダムと畑地かんがい導水管、本郷排水機場を基幹

水利施設管理事業により、豊住排水機場と豊住地域用排水路を水利施設管理強

化事業により管理いたします。 
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施設機能が最大限に発揮できるよう適正な管理を行い、生産性の向上による

農業経営の安定化に努めてまいります。 

国営事業により整備された、普通河川女満別川とチグサ藻琴川の河川内に堆

積した土砂の撤去や繁茂した樹木の伐採を緊急浚渫推進事業により実施します。

河川の流下能力を回復し、豪雨などのリスクの低減化に努めてまいります。 

酪農、畜産につきましては、飼養戸数の減少や後継者不足など生産基盤の強

化が求められる中、規模拡大による作業の効率化及び省力化を図るため、施設

整備、機械導入などの畜産クラスター事業に取り組みます。また、良質かつ安

定的な生乳生産を維持するため、酪農ヘルパー利用組合や乳牛検定組合への支

援を行い、酪農家の労働負担軽減を図ってまいります。 

和牛の生産振興として、オホーツク網走農業協同組合が取り組むゲノム検査

やゲノム評価の高い繁殖雌牛の更新事業を支援してまいります。 

 住吉牧野につきましては、肉牛飼養戸数の減少により牧野の利用が年々減少

していたことから、町営牧野運営検討委員会で検討した結果、預託事業を終了

することとしました。今後は、牧野の利活用について検討してまいります。 

国内で発生が確認されている豚熱や町内においても患畜が発生している牛ヨ

ーネ病、これまでにないペースで発生している高病原性鳥インフルエンザなど

の対策につきましては、家畜伝染病防疫対策協議会を中心に関係機関・団体と

連携し、感染防止に向けて最新情報の収集や生産者への速やかな伝達に努めて

まいります。 

林業につきましては、「森林整備計画」に基づいた適正な管理と計画的な森づ

くりを推進するため、豊かな森づくり推進事業や緑豊かな森づくり事業により

森林整備を支援してまいります。 

 町有林につきましては、植林から伐採まで計画的に実施し、適切な管理を行

ってまいります。 

地域材の利用促進につきましては、町内の森林から産出された木材を活用し

て住宅や店舗を新築、増改築した方に対する支援を行い、定住の促進と地域材

の需要拡大を図ってまいります。 

有害鳥獣対策につきましては、近年、ヒグマの出没や目撃が増加しており、

農業被害や人的被害の防止を図るため、試験的にほ場に電気柵を設置し、被害

の軽減効果の検証を行います。 

また、農業者向けに電気柵に関する講習会を開催し、普及啓発を図るととも

に、農業者が設置した電気柵に対する補助を農業協同組合と連携して実施して

まいります。 

有害鳥獣駆除につきましては、「鳥獣被害防止計画」に基づき、鳥獣被害対

策実施隊を中心に進めてまいります。 

有害鳥獣の駆除従事者の確保と負担軽減を図るため、狩猟免許取得やエゾシ

カ駆除の処理に要する費用を支援してまいります。 

水産振興につきましては、網走湖の水産資源確保のため西網走漁業協同組合

が行う網走湖の有用資源・水質環境調査事業やシジミ種苗生産事業を引き続き

支援してまいります。 

商工関係についてであります。 
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新型コロナウイルス感染症や物価の高騰は、地域経済に大きな影響を及ぼし

ました。地域経済を活性化させるため、商工会や関係機関・団体などと連携し、

各種施策を展開してまいります。 

中小企業の経営安定化と事業投資の誘発を図るため、中小企業が融資を受け

た資金に対する利子や保証料の一部を支援してまいります。 

 経済活性化対策につきましては、商工会が取り組むプレミアム商品券事業や

おおぞら歌謡ショーの実施を支援し、町内消費の拡大を図ってまいります。 

ポイントカード事業につきましては、転入者や出生者、ボランティア事業な

どの参加者にポイントを発行し、地元商店街における消費活動と地域における

経済の循環を促進してまいります。 

地域経済の活性化に加え、住宅の安全性、耐久性及び居住性の向上を図り、

町内に住み続けていただく住環境を確保するため、住宅リフォームに要する費

用の支援を行います。 

また、商店街の空洞化対策として、新たに起業するために必要な費用の一部

を支援してまいります。 

観光関係についてであります。 

令和４年度上半期におけるオホーツク管内の観光入込客数は、５２８万７０

０人で前年同期と比べ１６３万３，０００人増加の対前年比１４４．８％、大

空町の観光入込客数は７５万７，８００人で前年同期と比べ１９万８，０００

人増加の対前年比１３５．４％となっています。上半期は宿泊助成事業やコロ

ナウイルス感染症対策による行動制限の緩和などから増加となりましたが、コ

ロナ禍前の令和元年上半期の大空町の観光入込客数９４万５，０００人と比較

すると８０％程度にとどまっております。 

本年、アドベンチャートラベルワールドサミットが北海道で開催されます。

体験型観光が注目される中、観光協会をはじめ関係機関・団体と連携し、町内

の観光資源の活用や広域での取り組みにより観光振興を図ってまいります。 

北見市、網走市、小清水町及び美幌町との２市３町で構成する「サイクルア

ドベンチャーオホーツク推進協議会」に参画し、サイクリングによる観光や網

走湖、藻琴山といった地域資源を活用したアウトドア観光など体験型観光の充

実に向けて取り組むとともに、オホーツクの自然豊かな景観や食の魅力を多様

な広告媒体を活用して発信し、誘客を促進してまいります。 

朝日ヶ丘公園につきましては、網走湖や藻琴山、知床連山まで３６０度の大

パノラマが眺望でき、夏から秋にかけてはひまわりが多くの方を楽しませてく

れる絶景スポットです。誘客拡大に向けた取組を進めてまいります。 

大空町の春の観光を代表する東藻琴芝桜公園は、新型コロナウイルス感染症

の影響により芝桜開花期間中の来園者数が激減し、大変厳しい経営状況となっ

ています。本年から入園料などを改定するとともに指定管理者に対して融資を

行い、経営の安定を図ってまいります。 

昨年に引き続き町民皆様のご協力をいただきながら苗の植え替えや植栽環境

の改善を実施し、芝桜の活性化に努めてまいります。 

また、施設の大規模改修を含めた芝桜公園の今後の方向性や在り方に関する

基本構想を策定してまいります。 
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昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となったイベントがあ

りましたが、本年は、各イベントが開催されるよう運営や支援を行い、町民皆

様の交流の場づくりや町の魅力発信に努めてまいります。 

建設関係についてであります。 

橋梁補修事業につきましては、令和４年度に見直しを行った「橋梁長寿命化

修繕計画」に基づき、橋りょう点検を適切に実施するとともに、豊郷橋の補修

工事を実施します。 

道路、橋りょう、河川の維持管理及び除排雪につきましては、道路利用者の

安全確保を優先に維持管理に努めてまいります。 

除雪機械につきましては、老朽化している除雪トラックの計画的な更新を進

め、除排雪体制の維持を図ってまいります。 

簡易水道事業につきましては、「水道アセットマネジメント計画」の策定を行

います。計画的な施設の維持・更新を行い、安全で安定した給水の確保に努め

てまいります。 

河川整備事業に併せた水道管路の布設替えのほか、電気設備などの機器更新

を行い、施設の機能維持を図ってまいります。 

下水道事業につきましては、道路整備事業に併せた下水道管路の布設替えの

ほか、「下水道ストックマネジメント計画」に基づき、マンホールポンプ所の電

気設備の更新を行い、機能維持を図ってまいります。 

合併処理浄化槽につきましては、単独浄化槽からの転換費用や設置費の一部

助成を実施し、下水道区域外の良好な生活環境の確保と公共用水域の環境保全

のため、普及促進に努めてまいります。 

令和６年度から簡易水道事業、下水道事業、個別排水処理事業の特別会計が、

公営企業会計へ移行されることから、本年は、地方公営企業会計システムの導

入を行います。 

今後もより一層の経費節減に取り組むとともに、給排水事業経営審議会のご

意見をいただきながら、使用料の見直しを含めた収入の確保に努めてまいりま

す。 

学校教育関係についてであります。 

新学習指導要領の着実な実施や学校における働き方改革の課題への対応に努

めてまいります。 

学校のＩＣＴ教育の推進につきましては、児童生徒一人１台端末の活用を一

層推進し、教育の質の確保や学びの充実に取り組んでまいります。 

学校教育環境につきましては、児童・生徒が集中して学習できる環境づくり

のため、校内エアコン取付工事に着手します。 

高等教育を受ける方への支援につきましては、引き続き無利子の奨学金貸付

けや利子助成を行い、高等教育を受ける機会の確保を図ります。また、人材の

確保や定住促進のため、奨学金返済額の一部を支援してまいります。 

 大空高校が開校し、3 年目を迎えます。昨年から建設に着手しておりました

大空高等学校交流拠点施設が完成しました。この施設は寄宿舎だけではなく、

高校を核とした地域の交流拠点として整備したものであり、広く町民の皆様に

ご利用いただきたいと考えております。 
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また、本年度は、コミュニティースクールとして地域と学校の連携を深める

とともに、意欲のある生徒を応援するため、留学に必要な交通費や滞在に係る

費用を支援してまいります。 

高校の設置者として、町の将来を担う人材を育成するため、これからも魅力

ある高校づくりに取り組んでまいります。 

 学校給食につきましては、価格高騰の影響により給食単価の改定を行います。

児童生徒の心身の成長と健康を支えるうえで必要な栄養バランスのとれた給食

の提供に努めるとともに、子育て世代の負担軽減と食育を推進するため、無償

化を継続してまいります。 

社会教育関係についてであります。 

持続可能な社会づくりを進めるために町民自らが担い手として地域運営に主

体的に関わっていくことや生涯にわたり必要な学習を行い、その成果を活かす

ことのできる生涯学習社会の実現へ向けた取り組みが必要となります。 

計画期間最終年となる「社会教育中期計画」の基本目標「自らまなびつなが

る ひろがる」を基軸に、生涯各期における事業に取り組むとともに、次期「第

２次社会教育中期計画」を策定してまいります。 

芸術文化活動につきましては、町民文化祭・総合型芸能文化倶楽部の開催や

青少年育成協会が実施する芸術鑑賞事業など町民が芸術や文化に触れる機会を

提供してまいります。 

国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落につきましては、専門

家で組織する検討委員会において、保全対策の方向性を協議してまいります。 

スポーツ活動につきましては、生涯にわたって心身ともに健康な生活を送る

ことができるよう機会の提供と環境整備に努めてまいります。 

合宿誘致事業につきましては、各実行委員会と連携を図り、文化団体やスポ

ーツ団体などの誘致に努めてまいります。 

生涯学習環境の整備につきましては、安全で快適な利用環境を整えるため、

指定管理者と連携し、施設利用者へのサービス向上に努めてまいります。 

 また、女満別研修会館に代わる施設の基本設計につきましては、町民の皆様

のご意見を伺いながら実施してまいります。 

事業の概要について申し上げましたが、その結果令和５年度の予算は、一般

会計、９，２２１，５０８千円。国民健康保険事業特別会計、１，１２６，１

６４千円。後期高齢者医療特別会計、１２６，９８０千円。介護保険事業勘定

特別会計、７３６，６８１千円。介護サービス事業勘定特別会計、６，４６２

千円。簡易水道事業特別会計、３４４，４２１千円。下水道事業特別会計、３

９６，０４０千円。個別排水処理事業特別会計、３３，１２７千円。合計、１

１，９９１，３８３千円といたしました。 

私の町政に臨む基本的な考え方、事業の概要と各会計の予算について述べさ

せていただきました。 

私が当時の女満別町に採用になった平成４年は、現在のように一人に１台の

パソコンが貸与されるという時代ではありませんでした。各階に１台のワード

プロセッサー（ワープロ）が設置され、限られた台数のワープロを交代で使用

し、公文書の作成を行っていました。それから３０年以上経過し、現代は１人
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に１台のパソコンが貸与され、インターネットの普及など、パソコンがなけれ

ば仕事ができない時代になってしまいました。ＩＣＴ技術が進展し、人口減少

化の中にあって、私たち人間が行ってきた様々な業務をＡＩが補完していく時

代になってきます。今後将来の行政運営に際し、町民皆様へのサービスの維持・

向上のため、ＡＩ技術を活用していくことは不可欠です。しかしながら、ＡＩ

は過去の膨大なデータからそれらを繋ぎ合わせて「最適解」を導いているもの

であって、「正解」はどこからか探してくるものではなく創るものであると考え

ます。それを可能とするのはＡＩではなく「人」であります。町民皆様の信頼

と負託に応えられる職員を育成してまいります。 

今の世の中は、非常に速いスピードで絶えず変化しています。時代の変化に

即応し、スピード感を持って町民皆様、議員の皆様との対話を重ねながら、町

政の執行に当たってまいりたいと存じます。町民皆様と議員各位にご理解とご

支援をお願い申し上げます。 

なお、提案いたしております予算の細部につきましては、担当者から説明さ

せていただきます。ご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これで、町政執行方針の説明は終わりました。 

 ここで１０分間休憩します。 

 

    （休息 １１時０３分） 

 

    （再開 １１時１３分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

     ◎日程第６ 令和５年度大空町教育行政執行方針 

◇議  長 日程第６、令和５年度大空町教育行政執行方針の説明を行います。 

 関谷教育長から教育行政執行方針について説明の申し出がありますので、こ

れを許します。関谷教育長。 

 

◇教育長 令和５年第１回大空町議会定例会の開会にあたり、令和５年度教育行 

政の執行に関する主要な方針について申し上げます。 

今日の社会は、人口減少、少子高齢化の進行や産業構造の変化、グローバル

化や高度情報化などの進展、新型コロナ感染症の拡大により、人々の価値観や

生活様式が大きく変わり、従来の知識や経験では予測が難しい時代となってお

ります。 

このように多様に変化が生じる時代にあっては、起こりうる諸問題に柔軟に

対応し、先見性をもって創造性豊かに困難に立ち向かえることのできる強い人

材の育成が求められており、教育の果たす役割は、これまで以上に重要となっ

ております。 

また、「人生 100 年時代」といわれる中、町民一人一人が豊かな人生を送るこ

とができるようにするため、多様な学習機会の提供を確保する必要があり、こ
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うしたことから、学校教育及び生涯学習の果たす役割は、今後ますます重要と

なってきております。 

教育委員会といたしましては、現在の「第２次大空町教育推進計画」が本年

度、最終年度を迎えることから、その検証・評価等を踏まえ、次期計画の策定

を行うとともに、多様に変化していく教育環境や諸課題に対応すべく、町長が

主宰する総合教育会議との連携のもと、第２次大空町総合計画や総合戦略など

に基づいた各種教育施策に積極的に取り組んでまいります。 

学校教育関係について申し上げます。 

学校教育に対する環境は、日々、大きく変化しております。新学習指導要領

の着実な実施やＩＣＴの効果的な活用、学校における働き方改革の推進など、

直面する諸課題に対応した取り組みが必要です。 

義務教育の目的・目標を達成する観点から、校種間で児童生徒が進学する際

の引き継ぎや学校間の連携を深める乗り入れ授業、授業公開、研究協議など教

育環境の向上と持続的な確保を目指した小中一貫教育の導入に向けて協議を進

めてまいります。 

また、教育の振興・充実をはかってまいりました、大空町の小中高等学校の

教職員及び認定こども園の職員で構成された大空町学校教育研究会につきまし

ては、小学校、中学校、高等学校、認定こども園での連携をさらに深めるため、

研究体制について協議を進めてまいります。 

確かな学力の育成につきましては、「全国学力・学習状況調査」や「標準学力

テスト」の分析結果に基づき、学校毎に学力・学習改善プランを策定し、学力

向上に向けた指導方法等の工夫改善を行い、基礎的・基本的な知識や学習内容

が身に付くよう取り組みを進めてまいります。 

また、児童生徒一人一人の習熟の程度に応じたきめ細やかな指導や学びの連

続性を確保するため、チーム・ティーチングや習熟度別指導のほか、小・中学

校の連携などに取り組んでまいります。 

また、新たに学校教育の専門職である指導主事を教育委員会に配置し、学力

向上対策をはじめとして、学校教育に関わる様々な課題解決に向け、学校、教

職員へのきめ細かな指導を行うことなどにより、学校教育全体の質の向上をは

かってまいります。 

学校のＩＣＴ教育の推進につきましては、児童生徒の個に応じた学びや協働

的な学びを実現するため一人１台端末の活用を一層推進し、引き続きドリル教

材等の教育用ソフトを活用するとともに、タブレット端末を家庭へ持ち帰るこ

とで、端末ドリル教材の活用を行い、児童生徒の学習習慣の定着をはかってま

いります。 

また、教職員のＩＣＴ活用指導力の向上等に向けた研修の充実をはかってま

いります。引き続き国が実施する、デジタル教科書等の活用に関する調査・研

究事業に取り組んでまいります。 

児童生徒をネットトラブルの被害者にも加害者にもさせないよう、情報モラ

ル教育の一層の充実をはかるとともに、保護者への理解を促進するための情報

提供や危険性を学ぶ機会づくりに努めてまいります。 

学校教育施設整備につきましては、児童生徒への保健衛生環境の向上をはか
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るため、小・中学校内にエアコンを整備してまいります。 

特別支援教育を受ける児童生徒が増加する傾向にあります。引き続き教育相

談員を配置し、学校・関係機関との連携強化や児童生徒の個々の状況に応じた

一貫した指導の充実に努めてまいります。 

また、通級による指導の充実に向けた取り組みを推進するため、補助教諭を

引き続き配置し、きめ細かな教育指導の充実をはかってまいります。 

キャリア教育につきましては、子どもたちが夢や希望をもって将来を設計し、

自己の進路や生き方の選択ができるよう、発達段階に応じて必要となる能力の

育成に努めてまいります。 

また、各学校段階において「キャリア・パスポート」を活用し、子どもたち

が学ぶことと働くことの意義を学習や学校生活等の見通しを立て、振り返りを

することができる学習活動を推進してまいります。 

道徳教育の目的は、よりよく生きるための道徳性を養う「考え、議論する道

徳」の実現にあります。 

子どもたちが生命を大切にする心、思いやりのある心、美しいものに感動す

る心、ふるさとを愛する心などを育むとともに、いじめを生まない土壌づくり

とよりよい人間関係の醸成をはかるため、教育活動全体を通して道徳教育の充

実に努めてまいります。 

国際理解教育の充実につきましては、外国語指導助手２名体制を継続し、小

学校・中学校・高等学校の児童生徒が生きた英語に触れる機会を確保しながら、

語学教育の充実をはかってまいります。 

読書活動の推進につきましては、引き続き学校図書館司書を巡回配置し、図

書館との連携による児童生徒の読書活動の充実をはかります。学校では朝読書

やボランティアによる読み聞かせなど、読書活動の充実に取り組んでおり、家

庭での読書「家読」を推進し、望ましい読書習慣を形成してまいります。 

体力・運動能力の向上につきましては、「全国体力・運動能力、運動習慣等調

査」の結果分析を踏まえた、体育・保健体育の授業の改善に取り組んでまいり

ます。 

また、継続して運動を積み重ねていくことが重要であることから、縄跳び運

動や体育の授業の充実、家庭における運動の奨励により、子どもたちの体力増

進に努めてまいります。 

いじめへの対応につきましては、「大空町いじめ防止基本方針」に基づき、未

然防止の取り組みを推進するとともに、各関係機関と連携し、いつでも相談で

きる体制を構築するほか、全校調査を定期的に実施するなど、早期発見・早期

対応に向けた取り組みの充実をはかってまいります。 

また、インターネットの危険性についての指導についてもあわせて実施して

まいります。 

不登校等につきましては、児童生徒、個々に応じた適切な対応が求められま

す。学校、家庭、教育委員会、その他関係機関が連携しながら、各学校におい

て保健室登校や時間差登校、戸別訪問など、児童生徒や家庭の状況に応じた親

身な対応を行ってまいります。 

健康教育・家庭教育支援の充実につきましては、学校・家庭・地域と連携し
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「早寝・早起き・朝ごはん」や「ノーゲームデー」など、家庭における生活習

慣づくりと家庭学習の定着に向けた取り組みを進めてまいります。 

 また、子育てに関わる相談支援や情報提供を行ってまいります。 

学校と地域の連携・協働の推進につきましては、地域の豊かな資源を活用し

た特色ある学習を推進するため、引き続き地域コーディネーターを配置します。 

また、ファームスクールや社会見学など、本物体験学習の提供に努めてまい

ります。 

コミュニティ・スクールの充実をはかり、地域の教育力を生かした学校づく

りを推進してまいります。 

児童生徒の通学路の安全確保については、「大空町通学路安全推進会議」によ

る合同点検や、学校においても子どもたちの目による危険個所の把握を行い、

通学路の安全確保に努めてまいります。 

スクールバスについては、遠距離通学の児童生徒が安心して登下校ができる

よう通学環境の充実をはかってまいります。 

公立中学校の休日の部活動を地域団体や民間事業者に委ねる「地域移行」に

ついては、地域の実情に応じた子どもたちの活動ができるよう、国の動きを注

視し、近隣町との広域連携による取り組みも視野に入れながら進めてまいりま

す。 

学校運営の改善につきましては、教職員の時間外勤務縮減に向け、勤務時間

の的確な把握や勤務時間外の電話対応の業務改善をはかり働き方改革を推進し

てまいります。 

また、小・中学校に「学習指導員」と「教員業務支援員」を引き続き配置し、

教職員の負担軽減と学校教育活動の支援を行ってまいります。 

教職員の資質・能力の向上につきましては、教職員の研修機会の拡充や学校

教育研究会活動の充実をはかるとともに、校内研修、授業交流、教職員間交流

の充実をはかってまいります。 

高等教育を受ける方への支援につきましては、引き続き無利子の奨学金貸付

けを行い、教育を受ける機会の確保につなげてまいります。 

大空高等学校が開校し、今年は 3 年目を迎えます。 

開校初年度は 29名の新入生を迎え入れ、昨年は 40名の生徒が入学しました。

また、町内や道外からの入学者も徐々に増えております。 

昨年から建設に着手しておりました、大空高等学校交流拠点施設が、4 月 1

日から供用を開始します。この施設は、生徒の寄宿舎と地域住民の交流の機能

を併せもつ、高校を核とした地域振興の拠点として整備したもので、高校生と

関わりを深めるため、広く町民の皆様にご利用いただきたいと考えています。 

また、将来のグローバル探求リーダーの育成を目的に、意欲ある生徒を応援

するため、留学に必要な交通費や滞在に係る費用の一部を補助してまいります。 

大空高校は、新年度から、コミュニティ・スクールとして学校運営協議会を

設置します。地域学校協働活動を通じて、町や自治会、地域企業や保護者が支

援する仕組みをつくるとともに、地域と学校をつなぐネットワークを構築する

ため、専属のコーディネーターを配置してまいります。 

学校づくりと地域づくりを融合させ、未来を創る人を育てることを目標とし、
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引き続き多くの生徒に入学してもらえる魅力ある高校づくりに取り組んでまい

ります。 

学校給食につきましては、学校給食衛生管理基準に基づき、施設内における

衛生管理の徹底に努めるとともに、今日の物価価格の高騰により、食材価格も

大きく影響を受けている現状から、４年ぶりに給食費単価の改定を行い、児童

生徒の心身の成長と健康を支える上で必要なバランスのとれた給食の提供に一

層努めてまいります。 

また、子育て世代の負担軽減と食育を推進するため、引き続き給食費の無償

化に取り組んでまいります。 

地元で採れた新鮮な食材を活用した「ふるさと給食」及び学校と連携したア

レルギー対応を行い、安全・安心でおいしい給食を提供してまいります。 

 社会教育関係について申し上げます。 

全ての町民が潤いと生きがいを感じるまちづくりを進めるため、学ぶ喜びと

自ら学び続けようとする意欲を養うことができ、その成果を生かせる環境を整

えることが必要です。 

「大空町社会教育中期計画」の基本目標「自らまなび つながる ひろがる」

を基軸として、町民の学習ニーズに応じて、地域の教育資源の活用や学習機会

と情報提供の充実をはかるとともに、社会教育団体と連携した町民自らが企画・

運営に積極的に関わる事業支援など、町民が地域への関心を高め自主的に学ぶ

環境の整備や機会の創出に努めてまいります。 

本計画については、計画最終年であり、町民の活動・学習に関するアンケー

ト調査を実施し、次期「第２次大空町社会教育中期計画」を策定してまいりま

す。 

一昨年に引き続き、昨年度も新型コロナウイルス感染症の影響を受けました

が、感染防止対策を講じながらではあるものの、３年ぶりに実施に至った事業

も多くありました。感染法上では、５類に引き下げられることとなりましたが、

「ウイズコロナ」を意識しながら事業展開をはかってまいります。 

家庭教育支援につきましては、乳幼児をもつ親を対象に「家庭教育支援講座」

を開催するなど、子どもとともに成長するための学びの機会を提供してまいり

ます。 

また、「家庭教育ナビゲーター養成講座」を引き続き実施し、子育てに悩む親

などに対し、気軽に相談や学習に応じることができる人材の育成に努めてまい

ります。 

少年教育につきましては、積極性や社会性を育み、地域のリーダーとして活

躍するためのスキルを養う研修として、「わくわく科学フェスティバル」を子ど

も会育成連絡協議会と協働して取り組んでまいります。 

姉妹都市稲城市との児童交流事業及び友好町氷川町との生徒交流事業につき

ましては、子どもたちが見聞を広め自らの地域を再確認するよい機会となりま

す。関係市町や実行委員会と連携をはかりながら取り組んでまいります。 

青年教育につきましては、各青年団体が気軽に集える活動場所としての「青

年館」の利用促進や青年活動への支援を行ってまいります。 

また、様々な業種や違った立場にある町内の各青年団体が、相互に交流し、
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連携を深め、活性化するための取り組みを支援してまいります。 

成人教育につきましては、生涯学習奨励員を中心として学習活動の状況や学

習ニーズの把握を行い、興味関心の高い学習講座や地域課題、生活課題に対応

した成人向け講座を実施してまいります。 

また、町の歴史・文化・観光などに関する知識をより深めてもらうため、引

き続き「大空町検定」事業に取り組んでまいります。 

高齢者教育につきましては、知識・教養の習得や仲間づくり、積極的な社会

参加を促すことなどを目的として、「ことぶき大学」は年間を通し開校いたしま

す。 

また、高齢者の学びの場の充実をはかるため、学習内容の工夫や学習活動の

活性化に取り組んでまいります。 

町民皆さんが必要な情報を得たり、教養を深めたり、気軽に活字文化に親し

むことができるよう、図書館資料の整備充実と利用しやすい環境づくりに努め

てまいります。 

乳幼児から本に親しみ、言葉と心を育むための「ブックスタート事業」を実

施してまいります。 

移動図書館車による巡回サービスの実施のほか、定期的に学校等への配本を

行い、読書習慣を育成するための環境づくりに努めてまいります。 

芸術・文化活動につきましては、大空町文化団体協議会をはじめ、各種文化

団体・サークル等への活動支援を行うとともに、大空町青少年育成協会と連携

し、質の高い芸術・文化の鑑賞機会の提供に努めてまいります。 

国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落につきましては、専門

家で組織する「女満別湿生植物群落保全対策検討委員会」の中で、引き続き協

議を進め保全対策に努めてまいります。 

町民の皆さんが、生涯にわたってスポーツに取り組み、心身ともに健康な生

活を送ることができるよう、各年代や要望に応じた運動やスポーツ機会の提供

と環境整備に努めてまいります。 

「もこと山ふきおろしマラソン大会」は、昨年度の大会をもって最後となっ

た「ジェットラインさわやかマラソン大会」の最大の特徴でありますファミリ

ーマラソンの要素を組み入れるなど、これまで以上に魅力あるマラソン大会と

なるよう工夫してまいります。 

また、自治会相互のスポーツ交流をはかるため「町民ソフトボール大会」を

開催いたします。 

スポーツ協会やスポーツ少年団をはじめ、総合型地域スポーツクラブやウイ

ンタースポーツ実行委員会などの自主的な活動に対して、引き続き支援してま

いります。 

また、全道大会や全国大会へ出場する際の費用の負担軽減や指導者の資格取

得経費の一部について、継続して支援してまいります。 

合宿誘致事業につきましては、教育・文化交流の向上と地域活性化をはかる

ため、合宿誘致を進める各実行委員会への支援とともに誘致団体と連携した取

り組みを進めてまいります。 

生涯学習環境の整備につきましては、安全で快適な利用環境を整えるため、
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指定管理者と連携し、施設利用者へのサービス向上に努めてまいります。 

「学校施設等長寿命化計画」に基づき、計画的な施設の維持管理や設備、備

品などの整備に努めながら、施設のさらなる利便性向上と長寿命化をはかって

まいります。 

今年度は、老朽化が著しい女満別研修会館に代わる施設の基本設計を実施し、

機能や建設位置など基本的な方向性を町民の皆様のご意見を伺いながら検討し

てまいります。 

以上、令和５年度の教育行政執行にあたっての主要な方針について申し上げ

ました。 

大空町教育委員会といたしましては、次代を担う子どもたちの心豊かなたく

ましい成長と町民皆様の活気と潤いに満ちた生涯学習社会の創造を目指し、学

校・家庭・地域はもとより、関係機関・関係団体との連携をはかりながら、本

町教育の一層の充実・発展に全力で取り組んでまいりますので、町民皆様と議

員各位の一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これで、教育行政執行方針の説明は終わりました。 

 

     ◎日程第７ 一般質問 

◇議  長 日程第７、一般質問を行います。 

 順番に一般質問を許します。６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい、６番。冒頭に松川町長の町政執行方針の基にありました様に 

私も早１年が来ようとしております。日々勉強中でございますけれども、町長

言いました、まちづくりに私もお手伝いさせていただきたいと思いますが、何

回も同じことを質問するかもしれませんので、よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、令和５年第１回定例会に通告をしております項目ごとについてご

質問をさせていただきます。 

 第１番目は、旧大空町女満別幼稚園地の利活用についてご質問させていただ

きます。 

 まず初めに、旧女満別町幼稚園は、昭和４５年４月１日開園され、令和２年

１０月１日に認定子ども園女満別への移管に伴い、その長い５０年の歴史を閉

じ閉園となりました。その後施設は解体されまして、施設跡地は整地されてお

ります。幼稚園跡地は国からの借地のため、国に返還されましたが、現在の管

理状況についてお伺いをいたします。 

 次に、幼稚園跡地の国からの払い下げを含めて、今後の利活用について現時

点でどのようなお考えがあるか伺います。 

 最後に、現有状況では、除草管理など周辺住民からも早期の計画を望む声も

ありまして、国からの買い取り、移住、定住希望者などへの宅地分譲地として

利活用されてはとの意見もありますけれども、町長の考えを伺います。 

 次に、大きな第２番目でございますが、斜網地区広域ごみ処理基本計画につ

いてご質問いたします。 

 まず初めに、１市４町網走市、美幌町、斜里町、小清水町、大空町の広域ご
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み処理に関する計画案の概要が先日出されましたが、この広域化に関する経緯

と協定内容についてお伺いをいたします。 

 次にこの計画案では、持続可能なごみ処理の推進を掲げておりますけれども、

推進内容について具体的にお伺いをいたします。 

 最後になりますが、広域焼却処理施設の建設候補地と現段階における今後の

スケジュールについてお伺いいたします。 

 以上大きな部門で第１回目の質問とさせていただきますのでよろしくご答弁

のほどお願い申し上げます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 岩原議員からの一般質問にお答えさせていただきます。 

 質問の大項目の一つ、旧女満別幼稚園跡地の利活用についてであります。 

 旧女満別幼稚園舎は昭和４８年に建設されて令和２年１０月１日に大空町認

定こども園めまんべつが開園したことに伴い、女満別幼稚園閉園後に施設を解

体整地し、国へ返却いたしました。 

 国への返却に至った経緯でございますが、底地はもともと国、財務省北海道

財務局が所有する土地で大空町の所有地ではないことから、当然使用が終わっ

たら、園舎を解体し、国に返却する考えでおったころでございます。しかし、

旧幼稚園女満別幼稚園の周辺というのが住宅地でありますことから、町が土地

を取得できるのであれば宅地として活用する方がよいのではないかと、そのよ

うに考えまして、令和２年度に北海道財務局北見出張所と売却のための協議を

いたしました。その際、土地の３分の１を公共用に使いその部分を取得するの

であれば残り３分の２の土地は無償貸与する。実質的に土地売買代金の３分の

１での金額で購入できるという趣旨の説明を受けたところであります。しかし

ながら、購入できるのは公共施設を建てるか、公園化する場合という条件付き

なものでありまして、残り３分の２の土地につきましては住宅と住宅地として

活用する、販売することを目的として国から町に売却はできないということで

ありました。 

 町といたしましては、旧女満別幼稚園跡地において宅地以外での利活用方策

を持っていないことから、園舎を解体撤去更地にして令和３年１１月３０日付

けで北海道財務局へ返却したところであります。 

 以上の経過から、旧女満別幼稚園跡地は北海道財務局の管理下にある国有財

産であり、場所が住宅街に位置していますので、北海道財務局に対しましては、

除草、草刈りを含める土地の適正管理を要請するなど、引き続き北海道財務局

とは連絡を密にしてまいります。 

 次に、今後の利活用についてでありますが、これも今申し述べましたとおり

目的が移住、定住者向けであるか、それ以外であるかにかかわらず、町が国か

ら直接土地の払い下げを受け、宅地化することは国有財産の管理上認められて

おりませんので、現段階においては利活用の考えを持っていないところであり

ます。当然、町が自らその当該地において宅地分譲を行うという考え方を持っ

ていないということでございます。私といたしましては、町が直接宅地開発す
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るのではなく、民間企業に土地を取得していただき、利活用していただくとい

う方策もあるのではないかと考えまして、本年２月２０日、北海道財務局北見

出張所長に対しまして、早急に土地の公売を実施していただきたいと要請した

ところでありますので、ご理解いただきたいと思います。 

 次に、大項目の二つ目、斜網地区広域ごみ処理基本計画についてであります。 

 廃棄物処理法に基づき、網走市、美幌町、斜里町、小清水町、大空町の１市

４町の広域ごみ処理に関する計画案がまとまり、現在、２月２４日から３月２

１日までの期間でパブリックコメントを実施しているところであります。本計

画では、廃棄物処理の現状と課題を洗い出し、関連するごみの量を設定して、

施設の規模や運転型式、収集運搬計画など整備に向けた方向性を定めた計画と

なっております。広域化に関する経過につきましては、後ほど担当課長から説

明させます。ごみ処理に関する広域化について協議を行い、施設整備に必要な

実証、問題、課題を解決するため令和４年７月１１日に斜網地区廃棄物処理広

域化推進協議会を設立し、基本的な協定事項を定めた覚書を交わしたところで

あります。覚書の内容は、廃棄物の広域化協議について相互に連携協力するこ

と。協議会が実施する事業に対応する費用の負担方法等について定めたもので

あります。 

 次に、持続可能なごみ処理の推進についてでございますが、ごみの発生、抑

制、再利用と再生利用の推進として３アール、リデュース、リユース、リサイ

クルにプラス不用なものは買わない断るリフューズを含めた４アール運動を基

本理念とし、住民、事業者、行政の協働によるごみの減量化及び再資源化の推

進を図り、次世代につながる美しい自然環境と、安心で安全な町づくりを目指

すこととしております。ごみの排出抑制を進めていくことは、廃棄物行政を運

営していく上で、基本的な方針でありますので、排出された廃棄物について地

域特性を考慮し、国の廃棄物処理基本方針における基本的な方向、廃棄物のエ

ネルギー資源としての有効利用を推進していく考えであります。廃棄物の焼却

熱利用だけではなく、昨今の世界規模で進められている脱炭素、ゼロカーボン

施策を考慮して、生ごみ等によるバイオガス発電施設の整備について検討を行

っていこうとするものであります。 

 最後に、広域焼却処理施設の建設候補地につきましては、推進協議会におい

て、大空町を第１候補地として要請されたことから、現在の焼却処理施設に近

い、しらかば台スキー場奥の町有地を候補地として、住民説明会、広報紙、ホ

ームページ等で示させていただいております。候補地の選定につきましては、

１市４町の最終処分場の使用期限が迫っており、最終処分場の更新には中間処

理でのごみの減容化が必須であること、当町の一般廃棄物焼却処理施設が稼働

開始から３７年が経過し、更新が必要となっていると。当該地はある程度切り

開かれており、造成費用や整備期間が短縮できる、抑制できること。 

 また、他の１市３町からの位置がほぼ中央に位置している。アクセス面など

から候補地として選定させていただいたところであります。施設の整備に伴

い、廃棄物輸送経路では、安全を確保するために周辺地域の要望等を聞きなが

ら整備の内容を検討してまいります。 

 また、他の１市３町からは、大空町候補地として要請していることから、廃



25 

 

棄物処理施設整備に付随する施設等の整備について構成、市、町で負担するこ

とでご理解をいただいているところでございます。 

 なお、今後のスケジュールにつきましても、担当課長から説明させます。 

 以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 星加住民課長。 

 

◇住民課長 それでは私のほうから広域化に関する経緯と、現段階におけます今 

後のスケジュールについて説明を申し上げます。 

 広域化に関する経緯でございますが、本町で現在稼働中の一般廃棄物焼却処

理施設につきましては、昭和５９年の稼働開始から３７年が経過し、平均的な

使用年数であります３０年を超えている現状にあります。施設の更新を検討す

るにあたり、少しでも町の財政負担を軽減するためには国の交付金の活用が必

須となります。交付金を受けるためには、他の自治体と連携し広域での整備検

討が要件とされていることから、令和２年８月より斜網地域の網走市、美幌町、

斜里町、清里町、小清水町、津別町、大空町の１市６町で協議を行ってきたと

ころでございます。協議を行う中で、多くの市町で最終処分場の使用期限が令

和８年頃に満了となることから、新たな最終処分場を整備しなければならない

状況にありました。 

 また、最終処分場を新たに整備する場合、中間処理により減量を図り、でき

るだけコンパクトな処分場にすることとされております。北海道で策定してお

ります北海道ごみ処理の広域化計画では、オホーツク管内は数地区にブロック

化されており、当町は斜網ブロックとしまして１市５町網走市、美幌町、斜里

町、清里町、小清水町、大空町で構成されているところでございます。令和２

年１２月に担当者会議を開催し、ごみ処理の現状と課題について協議を行い、

会議の中で斜網ブロックにおいて中間処理施設の整備が必要であるとの認識が

共有されたことからその後も継続して協議、検討を重ねた結果、令和３年１２

月に各市長、町長会議を開催し津別町、清里町を除く網走市、美幌町、斜里町、

小清水町、大空町の１市４町において中間処理施設を含め廃棄物処理の広域化

の検討を進めることについて確認されたところでございます。 

 先ほどもご説明しましたが、各市町の最終処分場の残余量が逼迫しているこ

とから、最終処分場の整備を進めるためには、中間処理方法を決定する必要が

あります。その方法が決まらなければ、最終処分場の各規模も設定できないこ

ともあり、中間処理施設の整備の方向性を早期に決定しなければならないこと

から、１市４町で唯一焼却処理施設を有しており、焼却に関する知識を有して

いる大空町で整備することがスムーズに協議を進められることではないかと思

うことから、ほかの市町等から正式に要請され、当町を施設整備の第１候補地

として協議、検討を進めることとなったところでございます。 

 現段階における今後のスケジュールでございますが、処理する廃棄物の内容、

処理方法を検討、協議を行い施設規模の概要を定める基本計画基本構想を、令

和５年度早期に策定し、国への事業申請に必要な地域循環型社会形成推進地域

計画を令和５年１２月頃に環境省に提出する流れとなっております。その後、
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環境省で施設整備に向けた計画が承認されますと令和６年度に施設整備地周辺

への影響を調査する生活環境影響調査、環境アセスメントを実施、告示、縦覧

を経まして、令和６年度から令和７年度にかけて施設の整備計画、実施計画。

令和７年度から令和９年度で施設の建築工事を行い、令和１０年度から供用開

始というスケジュールということで考えているところでございます。 

 各市町の最終処分場の整備状況なども考慮し、令和１０年度からの供用開始

を目指しておりますか、先ほど説明しましたとおり脱炭素、ゼロカーボン施策

の推進や事業規模の大きい施設整備となりますので、短い時間ながら地域に貢

献できるような施設整備を目指し、町民皆様に施設ができてよかったと言って

もらえるよう、地域の方々の要望をしっかりと聞き、よりよい施設整備に向け

て検討してまいりたいと思っているところでございます。ご理解いただきます

ようよろしくお願いいたします。 

 私からの説明は以上でございます。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい、６番。ありがとうございます。まずは、幼稚園の跡地の関係 

でございますけども、これ、いつから国の土地というのは、いつ頃から国の土

地だったのかなとふと思ったものですから、もともとは軍の用地だったのか、

戦後そうなったのか分からないのですけれども、そういった部分の土地の部分

というのが町内にどれだけあるのかなと思ったりなどしました。 

 それはそれとして、実際に今は財務省の土地でありますので、その利活用は

今町長からお答えあったとおりになすすべがないんだというようなことでござ

います。ただ、先ほどおっしゃいました、その３分の１と３分の２の部分なの

ですけども、そうなると民間活用する場合でもこれ、財務省は一般競争入札と

いいますか、そういった部分で告示して売買をするというような、そういう行

為があると思うのですね。それは、今後国の方は考えていらっしゃるのか、そ

れちょっとお聞きしたいのですけども。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず、女満別幼稚園の土地がいつから国の土地だったかということ 

でありますけども、私も昔のことはよくわからないところではありますけれど

も、恐らく建設当時から国の土地であったというものでありまして、私が知っ

ている範囲では女満別小学校の一部土地も国の土地があったというふうに記憶

してございます。昔の中の書いた図面というのでしょうか、当時女満別小学校

の今の住宅地あたり、あそこが軍の兵舎が立ってあった、そういった絵を見た

ことがあるのですけども、国の土地であったというところがですね、女満別幼

稚園の土地であるということであります。 

 私は２月２０日に北見財務局長の方に公売のお願いをしたところであります。

財務局は町から財務局に返還したあと、１度も公売行為というものを行ってお

りませんでしたので、改めて早急に公売を実施していただいて、民間の方で、
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宅地造成にかかわらず、自分の事業のために使いたいであるとか、そういった

方がいらっしゃるのであれば有効に活用いただくということが大切で重要であ

ると考えまして、そこについては早急にお願いしたところであります。ただ公

売に関しましては、最低制限価格が恐らく国の方で設けられて、その価格を超

える入札があった場合に、売り払いがされるということになろうかと思ってお

りますけども、そこに対する使用制限というのはないと、そのように私は判断

をしております。 

 いずれにいたしましても、やはり周辺住宅地に囲まれたりしておりますので、

適宜の除草、そして、きちっと公売をして、土地が有効に活用されるというこ

とを考えていきたいと思いますので、機会あるごとに北見財務局に対しまして

は、お願いしてまいりたいと、情報交換を密にしていきたいとその様に考えて

おります。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい、６番。ありがとうございます。あそこの土地は非常に病院が 

有ったり、それから買い物しやすい本当に条件的には非常にいいところだなと、

だれが見てもいいと思うところで、あそこ約５，５００平米ちょっと位あると

いうことで、まあだいたい１００坪の、１００坪は大きいと思うのですけれど

も、その分譲で１３戸から１５戸位建てられるのではないかなと目測をしまし

た。ただ、中で道路をつけ、上下水道の完全工事をしますと非常に民間だけで

は、ちょっとその土地を売買また購入して、またその宅地造成をしてお客様に

売り払いをして、建築を建物建てるということならば結構な負担が出てくると

いうふうに思われまして、何とか先程言っていた入札行為については、町も参

加できるのかどうかということは、この一般競争入札ですから、当然町が参加

できないのでしょうか、民間だけということになるのでしょうか。もし可能で

あれば、そういった部分の方法を模索していただければと思いますので、その

辺ちょっと考えをもう一度お願い申し上げます。 

 

◇議  長 松川町長 

 

◇町  長 一般論かもしれませんけれども、国における購買、売り払い等に行 

政が参画できないかというと、きっと決してそうではなくて、行政もそこの購

買には参加できるのではないかなとそのように思います。ただ、町民であった

り、民間の方と行政が競争してその入札に参加するのかということを考えたと

きに、私はそこには参加すべきではないのではないかなと考えているところで

あります。岩原議員おっしゃったように、民間の方がその土地を公売で取得し

て、自ら造成するとなると道路であったり、上下水道布設するとなった場合に

そういった公共施設の整備であったり、それにより分譲できる宅地の区画数も

狭くなったりだとか、やはりリスクというかそういった負担の重さというのは

あるのかなと思っております。そこにつきましては、これまでも町も一個人が

宅地を分譲していたときに、道路を町のほうで整備したり、上下水道を引いた
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りだとか、そういったところの協力はこれまでもしてきたのではないかなと思

っておりますので、もし、そこを購買されて民間の方が宅地として売るために

購入したということになった場合には、そういった公共施設の部分、道路だと

の部分で協力できないかどうかというところは検討していくことが可能で必要

かなとそういう考えております。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 ありがとうございます。ぜひそういった部分で、また、先ほど町長 

もおっしゃいましたとおり何か案があればお示しいただいて、私たちも出来る

ことなら協力させていただきたいと思いますのでよろしくどうぞお願い申し上

げます。幼稚園の跡地についての質問についてはこれで終わらせていただきま

す。 

 

◇議  長 今の１項目が終わりましたので、岩原議員の一般質問中ですが、こ 

こで、昼食のため休憩にしたいと思います。再開は午後１時とします。 

 

    （休憩 午後 ０時０２分） 

 

    （再開 午後 １時００分） 

 

◇議  長 休憩全に引き続き会議を開きます。 

 日程第７、岩原繁議員の一般質問を続けます。６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい、６番。ありがとうございます。午前中に引き続き質問をさせ 

ていただきます。 

 １回目の答えの中で広域ごみ処理の基本計画案につきましては、経緯につい

ては、それぞれのいま関わる１市４町がそれぞれ抱えている今後の大きな課題

を一緒になって持ち寄って整理をして、そして、どういうふうにしたらいいか

という事が多分スタートだと思うのですけれども、その中でも最終処分場の問

題はいろいろとあるのでしょうけれども、我が町においても中間処理施設の焼

却炉建設について大空町にお願いをしたいと、いう事で決まったようには聞い

ているんですけども、私、今お話を伺っていて３月４日の北海道新聞の朝刊で

網走市が最終処分場の延命化の方針というのが公表されましてね、そこで２０

２８年にこの広域連携の焼却処理施設が始まれば、自分の所の最終処分場の５

分の１程度に収まるだろという云々という記事が出されていました。私思うの

は、今経緯は分かったのですが、協定書って言うのはいつぐらいでどのような

形で結ばれていくのか、先ほども町長が昨年の７月に覚書というものを交わさ

れていますが、その新しく協定というものが結ばれていくのかどうかをちょっ

と聞きたいんですけども、よろしくお願いいたします。 

 

◇町  長 先ほども申し上げましたように、今の協定は１市４町で中間処理で 
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あります焼却処理施設を建設に向けて連携していきましょうということでござ

いまして、これが具体化になって来たときに、改めて協定を締結１市４町で協

定を締結するのか、またどちらかに委託をして実施していくか、そういった方

策も含めて、これからの検討になるのかなと思いますので、ご理解いただけれ

ばと思います。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい、６番。そもそも私の認識ではごみというのが、廃棄物の処理 

及び清掃に関する法律で制定されたものだと、で、この中の内容ですけれども、

廃棄物の処理に関するその目的、内容定義がありまして仕方が国、北海道、市

町村においても、まず当然責任があり適正な処理をしなければならないとだか

ら、各自治体においては責任を持って自分の町のごみは自分で処理をするのだ

と言うふうに進められているのが従来だったと思っています。今はその埋め立

て方式にもよりますけれども、その場所ですとか能力で非常に格差があります

から、自分の町では処理できないもの含めてこんなものも、時代もちも民間の

処理業者に頼むっていうとコストもかかりますので、これは、町のごみは町の

中で減するってあったのですけれども、ここで市町村間の協定を結んで、この

１市４町の中で枠組みを決めてやっていこうということを私はこれは本当に十

分理解しているつもりですし、反対するものでもなんでもないのです。例えば

なんかこう表に出てくる中で、どういった町民の方にそれは、どうしてなのだ

ろうという方もいらっしゃいますので、実際ごみというのはこういうことの位

置づけなのだよと、今現状的にはうちの町もそうで、ほかの町村も大変厳しい

現状にあるので、こういった広域連携をとって進めていくと、この国の方策、

まあ考え方で確かに今、世界で１番ごみ焼却炉の多い国というのは日本が１番

ダントツだと、なんでもかんでも燃やす方針で今まできたのですけども、とこ

ろが、その焼却炉施設がどこでも耐用年数っていうのがきているので、国はそ

ういった意味では広域化を図って作っていくのだというそういうものだと理解

します。なるべくそういった部分では私はそういった意味で、何か表に見える

様な形の中でお知らせをいただければなというふうに実は思っております。で

すから、そういう位置付けの基で、今回こう言った部分で、我が町は１市４町

の枠組みに入りながら、自分たちの町のごみをきちんと今後町民に負担掛けな

く、安心してそういったものでやっていくというふうになっていくと思います

ので、そういう意味では、まず１番目の広域化に関する経緯と協定内容という

もの、これをまたわかればお知らせいただきたいと、協定についてはお知らせ

いただきたいと思っております。 

 今の続きなのですけども、２番目で持続可能な部分で町長から本当に新しい

方策の部分で出てまいりました。その部分では、やはりその国のカーボンニュ

ートラルの宣言で、２０５０年までに地球温暖化ガスの排出をゼロとする施策

ですので、そうしなければいけないという事になっておりまして、１番やっぱ

り疑問に思ったのが心配されることはその焼却されるごみをどういう燃料で燃

やしてくのだと、いうことになれば、これは化石燃料だめですので、当然メタ
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ン発酵ないし何かの代替エネルギーで焼却していかなきゃならないと思うので

すね。そういう方向で先ほどそういうふうに言われたと思うのですけども、先

ほど生ごみをということですけれども、一般的にはその生ごみばかりではなく、

有機質、有機物ですかそういった物を広く集めていかないと、多分こういった

もので出てくるトン数の中では、そこまでの熱発行率が上がるのかどうかがち

ょっとよく理解できないのですけども、その辺ちょっともしわかれば教えてい

ただきたいのですけども。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず、最初の一つ目の質問であります旧女満別幼稚園跡地につきま 

しては、これから購買が掛かってくると思いますので、その状況について注視

してまいりたいとその様に考えております。ごみの関係でございますけども、

ごみ処理施設、焼却処理施設を１市４町でやるように至った経緯がちょっとな

かなか町民にわかりづらいじゃないかということでございます。多分何度か広

報では行っているのですけども、岩原議員おっしゃるとおり、町内で出てくる

ごみというのはやはり町内で完結させるというのが本来であるかなと思います

けども、今、国では中間処理施設、焼却処理施設のような中間処理施設につい

てはできるだけ広域で処理を行いなさいということで、それを条件に交付金で

あるとか、というところにもなっておりますので、その部分につきましては改

めて町民の皆様に適宜お知らせをしていまいりたいと、そのように考えており

ます。今後、生ごみについてバイオマスができるかどうかというところは、実

際にどれぐらいの生ごみの量が集まって、どれぐらいのバイオマスの部分で発

電効果というか、そういったものができるのか、それらも含めて今後検討して

いくということでございますので、私ども考えていたのは当然生ごみで出るメ

タンガスの部分、そして焼却によりエネルギー交換できる熱の部分、それを恐

らく使えるとして、使い道としては施設内の電気であったりそういった熱源に

は使えるかなと思っておりますけれども、それを焼却の時の熱、今は化石燃料

を使っておりますけども、今後も若干のやはり燃焼させる部分には化石燃料の

灯油というのは、恐らく計画の中でも出てくるのではないかなと考えておりま

すので、そういったさまざまな、当然、持続可能な社会を目指すためにはカー

ボンゼロ、カーボンニュートラルというのを１番に考えていかなければならな

い課題だと思いますので、そういったところも整理しながら、１市４町で検討

してまいりたいと考えております。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 ６番。はい、ありがとうございます。私思うのですけれども、やは

り今のこれからはごみ焼却施設イコール、エネルギー生産拠点だとそのごみが今

まではだめな物だったのですけども、それがごみをそうではなくて新たに資源と

して出てくる世の中になってくるというふうにちょっと読んだことがございます

けども、まさにそういった意味ではいろんな方策があると思うのですけれども、
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１番そこを言っているメタン発酵の量が１番妥当なのかなと私は今までは思うの

ですけれども、ただ今後いろいろと検討した中で、ぜひそういった部分で無駄の

無い様な部分で取り組みをしていただければと思います。 

 その３番目なのですけども、建設候補地の部分です。今後のスケジュールにつ

いては先ほど担当課長からもお話を伺いましたので、建設候補地につきまして、

今も確かに候補地選定についてはそういう形の中動いている。条件的な部分も確

かに１市４町の中の中心地、条件的に一番いいと、というふうに思って私もいま

す。私は、提案なのですけれども、その中でこういった今後未来的な、ごみ処理

施設というのは焼却施設というのが、今私も調べてはいるのですけれども、なか

なかその具体的なことまでわかってはいないのですが、いわゆるその町中にごみ

処理焼却施設をつくって、それを町の核とする部分あるいはその附帯する社会施

設、教育施設ですかそれと附帯していくというような、そういった部分で活用し

ているところもあると聞いております。ただ、私は懸念するのは自然災害ですと

かいろんな部分だったときに、あるいは、そのごみの搬入経路でどういった物が

搬入されるかによっては、当然地域町民の生命や色々な不安を与えかねないから、

それは町の中というのは本当にいかがなものかと一部では思うのですけども、た

だ、これから予定されている大きな建設資金をつくって、それから今後その運営

するコストがどの位なのかを考えれば、先ほど言いましたようにごみ焼却イコー

ル、エネルギー生産拠点でなるべくそういった部分の庁舎内の公共施設の電気と

か、そういったものを代替エネルギーの部分で活用しながらやって行くという方

法もあるのじゃないかなというふうに思っておりました。いろんなその危険分子

があるのでそれは難しいと思うのですけども、その分一候補地でなく、要するに

燃やすものをこれから選定していくということは必ず焼却炉施設建設に当たって

の環境アセスメント評価をこれからまた新たに作らなきゃいけないと思うのです。

今まで近いからここでアセスは簡単でいいのだっていう論法ではないのですね。

これからどんなものを１市４町から集まって、ごみをどう焼却していくかによっ

て必ずそういったその分が出てくると思いますので、一つにはそういうところで、

考えを持っていただきたいと思いますけれども、町長の考えをお聞きしたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 岩原議員からごみはイコール資源であると。そして、この焼却処理 

施設がエネルギーを生み出す生産拠点なり得るというお話をいただきまして、

生産拠点になれるかどうかあれですけども、ごみがイコール資源であるという

のは私もそのように感じております。当然燃やすごみ、生ごみを含め有効にエ

ネルギーとして活用していくことができるものは、検討していかなければなら

ないと思いますし、大空町ではリサイクルの取り組みもこれまで以上に進めて

いかなければならないと、そのように考えているところでございます。 

 また、候補地の関係でございますけども、確かに都市部においては町中に焼

却処理施設が建設されているともございます。近郊では標茶町などは市街地の

すぐ近くに建設されているというところも事実であります。 
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 先ほども説明いたしましたけども、１市４町の最終処分場の使用期限、それ

が迫っているということで新たな最終処分場整備するためには国の施策として

中間処理施設を設け、ごみの減量化を図っていかなければならないということ

が必須の条件となっております。令和１０年度の焼却処理施設の供用開始を目

標にスケジュールを立てているところでありまして、当町単独での焼却処理施

設整備が可能であるならば、岩原議員が言われるように、市街地を候補地とし

て時間をかけて町民合意を取りながら、検討していくというところは当然可能

であるかなと思われますけれども、市街地の候補地として検討してくというの

は、なかなか現状においては厳しくて１市４町による広域の施設整備でありま

すので、今回、東藻琴地区の町有地に施設整備の候補地として選定させていた

だきましたので、ご理解いただければなと思っております。 

 また、市街地整備に当たっては、特に女満別地区におきましては都市計画区

域に指定されているということもあって、例えば研修会館、ゲートボールセン

ターの土地につきましては、第２種住居地域という用途がかかっていて、なか

なかごみ焼却処理施設を設置するということは、都市計画の決定であるとか、

さまざまな煩雑な手続というものが必要になってくるところであります。町中

にそういった施設が出来て、災害時そこでのエネルギーを有効に町民に還元で

きるということは大変すばらしい考え方だなとは思いますけども、なかなかそ

の焼却処理施設で生み出されるエネルギーというものが町民の皆さんに還元で

きるほどのエネルギーが供給できるかというところもなかなかちょっと今の段

階では、はかり知れないところでございますので、今はとりあえず令和１０年

度供用開始に向けたスケジュールで１市４町が協力しながら進めてまいりたい

と考えておりますので、ご理解いただければとそのように思います。 

 

◇議  長 ６番、岩原繁議員 

 

◇岩原議員 はい、６番。色々ありがとうございました。私はこれについては町 

長と私は同じだと思います。 

 これから進める中においては、当然今後そういった考えも当然必要と思いま

すし、より良いものを作っていくということが最善だと思いますので、特に自

然災害ですとかそういうことに関しましては、これはもう本当に町民の生命を

守らなければならないという部分で行きましたら、よく検討しなければならな

いと思いますので、理解したいとは思いますけれども、またそういった部分で

はいろんな話で計画を、例えば町の町民の意見を是非聞いていただければと思

いますのでよろしくお願いしたいと思います。質問終わります。 

 

◇町  長 これから整備を予定しております焼却処理施設につきましては、大 

規模災害時においては避難所であったり、あるいはそちらに行っておふろに入

っていただいたりだとか、そういったことも出来る様な施設整備というのを検

討していかなければやらないのかなと考えております。いずれといたしまして

も決して迷惑施設というものではなくて、エネルギーを生み出し、雇用を生み

出すそういった優良施設であるということを町民の皆様にお知らせしながら進
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めてまいりたいと考えております。今後ともご指導ご助言をお願いします。 

 

◇議  長これにて、岩原繁議員の一般質問を終了します。 

 

◇議  長 日程第７、一般質問を続けます。 

  次に、１番大泉知功議員の一般質問を許します。 

 

◇大泉議員 はい、１番。令和５年第１回大空町議会定例会一般質問の通告によ 

り質問させていただきます。 

 大項目１、外国人技能実習生確保のための環境整備について、総務省が発表

した２０２２年住民基本台帳人口移動報告において、大空町は３７人の転入超

過との新聞報道がありました。オホーツク管内全体では転出超過となった市町

村が多数の中、本町の結果は移住・定住支援室が中心となって積極的に取り組

んでいる移住・起業等の人口減対策が成果として表れたものと思います。移

住・定住支援室に報告内容についてお聞きしたところ、超過３７人中１６人は

外国人の増加であり、そのほとんどが外国人技能実習生とのことでした。国内

全体の労働力人口の減少により、医療福祉・介護・農業・建設現場など様々な

業種において労働力不足が喫緊の課題となっており、本町においても外国人技

能実習生が貴重な人材としてまさに活躍されていると思いますが、コロナ禍が

落ち着きつつある今日、外国人技能実習生を求める事業所の需要が高まってく

るのでは考えます。 

 本町における外国人技能実習生の実態と環境整備について伺います。（１）

外国人技能実習生の現状について。（２）外国人技能実習生の受け入れに係る

課題と環境整備について。（３）外国人技能実習生向け語学等の支援・サポー

トについて。 

 大項目２、外国人観光客（インバウンド）に対する多言語案内について国内

外で非常に長い期間、コロナ禍が続き、日常生活や様々な経済活動へ大きな影

響等を受けましたが、昨年１０月の水際対策の大幅な緩和以降、来日されるイ

ンバウンド数はコロナ禍前の水準に向けて回復傾向にあるとの報道で、道内、

オホーツク地域を訪れるインバウンドが多く見られるようになりました。道内

各空港から、韓国や台湾などへのチャーター便が就航し、国際線の運航が約３

年振りに再開されるなど、今後一層のインバウンドの増加が見込まれますが、

レンタカーによる交通事故等が増加するのではないかと心配するところです。

家族旅行中に不慣れな冬道での交通事故により２名事故死との過日の報道もあ

りました。様々な国々から来訪されますが、交通標識をはじめ観光地の案内板

等の多くは日本語表記が中心となっており、インバウンドの皆さんもよくわか

らないと感じているのではないでしょうか。 

 また、ＪＲ女満別駅を利用したインバウンドの方々から、行き先を尋ねられ

て困ったという話をお聞きしました。 

 以上のことから、次の点についてお伺いいたします。（１）インバウンドが

運転するレンタカーの事故防止や標識等に係る本町の取り組みについて。

（２）インバウンドの回復傾向を踏まえ、観光地への案内等の表示物につい
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て、多言語化に取り組んでみてはどうか。（３）ＪＲ女満別駅の時刻表、周辺

アクセス案内等が日本語表示のみで、少なくとも英語のパンフレット等は備え

置いてはどうか。という質問です。 

 以上１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 大泉議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

 外国人技能実習生確保のための環境整備についてご答弁申し上げます。 

 １点目の外国人技能実習生の本町の現状についてでありますが、東藻琴地区

では酪農業の労働力不足対策のため早くから外国人技能実習生を受け入れてお

ります。ＪＡオホーツク網走が管理団体となり、平成１８年以降現在まで酪農

業の農業法人３戸で延べ２６名の受け入れを行っています。いずれも中国から

の実習生で、本年３月１日現在農業法人１戸で３名の方が実習されております。

今後、特定技能実習としてベトナムからの受け入れも予定されているとのこと

です。 

 また、東藻琴地区では、令和元年から農林畜産業系の３事業所で外国人技能

実習生の受け入れが開始されております。令和元年に１事業所で４名の実習生

を受け入れましたが、令和２年から３年にかけては、世界的な新型コロナウイ

ルス感染症の拡大により実習生が来日できていない状況となっていました。令

和４年からようやく来日が可能となり、３事業所で受け入れが再開されたとこ

ろです。最長で５年間の実習が可能となっております。本年３月１日現在計２

０名の外国人技能実習生が来町されていますが、国別ではベトナムから８名、

インドネシアから１２名となっております。 

 一方女満別地区では、令和４年から農業経営の１事業所で外国人技能実習生

の受け入れが開始されております。東藻琴地区と違い、現在は短期間での受け

入れとなっておりますが、延べ１３名、本年３月１日現在では４名の方が実習

されております。国別では、モンゴルから１名、ベトナムから２名、インドネ

シアから４名、フィリピンから２名、カンボジアから４名となっております。 

 今後の受入れ見込みですが、現在受け入れております両地区４事業者に確認

いたしましたところ、継続もしくは受け入れ者数の拡大を予定しているとのこ

とでありました。 

 また、両地区の福祉事業系２事業所でも令和５年中にベトナムから２名の外

国人技能実習生、ミャンマーから３名の特定技能実習生の受け入れを予定して

いるとお聞きしております。 

 ２点目の外国人技能実習生受入れにかかる課題と環境整備についてでありま

すが、受け入れ住宅の確保が１番の課題ではないかと、そのように認識してい

るところであります。実習生の入居する住宅につきましては、受け入れ事業所

が確保することが基本ではありますが、事業者が保有する社宅等がない場合に

は、民間住宅等の確保が必要になってまいります。特に東藻琴地区については、

民間住宅が少ないということもあり、受け入れ事業所から事前に町に相談があ

り、用途廃止予定の公営住宅を前倒してお貸しし、また廃止予定の職員住宅を
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お貸しするなどの対応をさせていただいているところであります。それぞれ廃

止予定の住宅ですので、特に内部の老朽化が進んでおりましたことから、住宅

の改修や必要備品などについては、受け入れ事業者が負担することを条件に、

３事業所に対して旧公営住宅３戸、旧職員住宅３戸をお貸ししたところであり

ます。 

 女満別地区につきましては、民間住宅等の確保が比較的容易であるほか、短

期間の受け入れの場合には、メルヘン公園にあります町の新規就農者技術習得

管理施設を利用いただいている状況です。今後も町として可能な範囲で受け入

れ事業所の相談に応じて協力してまいりたいと考えております。 

 ３点目の語学等の支援サポートについてですが、外国人技能実習生は日常会

話程度の日本語力が条件とされていることから、来日前はもちろんのこと、来

日後１、２カ月間程度語学などの研修を受けることになっています。 

 受け入れ事業所それぞれの管理団体が来日後の研修を実施しており、各事業

所での実習を開始してからも、日常生活の情報提供や職場でのトラブルの相談、

苦情受け付けなどの支援、サポートなどを行っています。 

 また、受け入れ事業所でも担当職員の技能実習指導や生活指導の資格取得を

進めているとお聞きしているところであります。 

 続きまして、外国人観光客に対する多言語案内についてご答弁申し上げます。 

 まず一つ目、レンタカーの事故防止や標識等に係る本町の取り組みについて

でありますが、当町において利用できるレンタカー会社はほとんどが女満別空

港前に所在しており、現在８社が営業しているところです。うち５社にて女満

別空港レンタカー協議会を設置しており、この協議会に問い合わせたところ、

インバウンドの増加に伴い、各社で事故防止に向けた対策が取られているとの

ことです。具体的には、多くはスマホを活用してＱＲコードを呼び込み、日本

の交通ルールを動画にて視聴して注意を促しているとのことでありました。 

 また、目的地までの案内をするナビゲーションもそうですが、中国語、韓国

語、英語、日本語の４か国語から選択することができるようになっているとの

ことであります。一時停止などの規制標識につきましては公安委員会で設置、

管理されておりますので、関係機関に対し多言語化について要請をしていきた

い、そのように考えております。 

 当町が設置する注意看板ですが、老朽化により不明瞭となったら看板等の整

備を始めているところでありますが、完全に個数がつかみ切れていないところ

でありますが、その中で一時停止を促す注意看板は７０カ所以上ありまして、

うち１０カ所ほどが英語を併記している状況となっております。 

 次に、二つ目の観光地への案内表示物等の多言語化についてでありますが、

大空町観光振興計画において、外国人観光客のニーズを的確にとらえ、おもて

なしの心を持って対応するため、具体的な施策の一つとして、広域連携を含め

た多言語表記案内看板を計画的に整備することとしております。町内の観光地

案内の看板の一部には英語表記、ハングル語表記、繫体字表記、簡体字表記が

されています。看板の配置や改修を含め多言語化に向けて今後検討してまいり

たい、そのように考えております。 

 また、芝桜公園などは季節的な開催となるため、開催期間中はのぼりや旗な
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どを活用し、今後もＰＲに努めてまいりたいと存じます。 

 最後に、ＪＲ女満別駅での英語表記及び英語のパンフレットの備え置きにつ

いてであります。女満別駅舎内の時刻表等ＪＲが管理している表示物について

は、英語訳が表記されていますが、跨線歩道橋案内看板や旅行案内看板につい

ては、日本語表示のみであるため、今後多言語化に向け検討してまいります。 

 また、パンフレットにつきましては、日本語版に加え英語表記に繫体字表記

を配置させていただきます。 

 以上、一回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 大項目１番目の（１）外国人技能実習生の現状について、沢山の外 

国人がいらっしゃって技能実習をしているという事がわかりました。 

 （２）外国人技能実習生の受け入れに係る課題と環境整備について、こちら

なのですが実習期間中にごみの処理や福祉制度、公共料金の支払いなど分から

ない事が多々あるかと思うのですけれども、それらの支援等がどのようになっ

ているのか伺いたいと思います。お願いします。 

 

◇町  長 本町における外国人技能実習生、また、そういった方々の今後の動 

向については、やはり人口減少の中なかなか働かれる職場の中で人材を確保し

ていくということが難しい中、やはり外国人技能実習生に頼るという状況とい

うのはこれからも増えていくものと、そのように認識しております。実習生の

サポート体制というでしょうか、それにつきましては１回目のご答弁でも申し

上げましたように、基本的には受け入れ事業所や管理団体が支援、サポートす

るということになっているところであります。入居住宅の家賃のほか、税金や

上下水道料などの公共料金の支払いについても、受け入れ事業所が全面的に間

に入って対応されているというところでございます。先ほども申しましたよう

に今後も外国人技能実習生というのが増加していくということが見込まれます

ことから、受け入れ事業所と連携を密にして、町としても支援サポートしてま

いりたいと存じておりますので、議員におかれましても今後ともご指導賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 １番、大泉知功議員。 

 

◇町  長 このように外国人実習生を受け入れて、人口も超過して、労働力の 

確保ができて一石二鳥なので、どうぞこのサポートを続けていただきたいと思

います。 

 続きまして、大項目２番。（１）のインバウンドが運転するレンタカーの事

故防止や標識等に係る本町の取り組みについてということで、お伺いいたしま

す。 

 空港前にあるレンタカー会社によれば、４ヵ国語のナビゲーションがあり、

ＱＲコードを呼び込んで動画で注意喚起を促しているということでございまし
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たが、町が独自に設置している注意看板について、多言語化していく考えは無

いのかお尋ねしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 交通標識に係る注意看板につきましては、先ほども申しましたよう 

に英語表記というものを一部させていただいております。例えば、止まれのと

ころをストップというような標識をさせていただいておりますけども、これを

多言語化に例えば、ハングル文字や中国語の繁体文字でしょうか、あと台湾語

の簡体文字、そういったものをあわせて表記するかというと表記可能なものは

できるかもしれませんけども、やはりそういった注意標識というのは視界に入

ってすぐ目立つというものが１番大事かなと思っておりますので、４カ国語な

り５カ国語を入れる注意標識を設置するのが望ましいのか、それとも日本語と

それと英語表記そういったもので視覚にとらえやすいそういった注意看板を設

置するのか適しているのか、そういったことを踏まえて今後、先ほど言ったよ

うに不明瞭になったり、あるいは壊れてしまったような看板を付け替える際に

は、そういった対応をとってまいりたいと考えております。 

 

◇議  長 １番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 はい、１番。看板や標識、なかなか確かに何ヵ国語も載っていたら 

見づらいかなと思いますので、せめて英語表記させていただいたらいいかなと

思います。 

 それでは、大項目２の（２）の質問に行かせていただきます。 

 空港や駅には色々な字で書いてある標識等があるみたいですけれども、大空

八景や両道の駅などにアクセスするための案内、説明をできるものがあればよ

いのではないかと思うのですけれども、こちらはどう考えなのかと思うのです

けれどもいかがでしょうか。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 大空八景であったり、道の駅にアクセスするための案内説明、そう 

いったものが多言語化であったほうがいいということですけども、そういった

ことも踏まえながら多言語化にできるものは多言語化にし、あるいは今、町の

ほうではホームページを改修、新しくしようとしております。そういった今は

やはり外国人の方大体の方が携帯電話スマートフォンを持っていらっしゃるの

ではないかなと思いますので、そういったスマートフォン活用して案内をそれ

ぞれの方の母国語に変換できるような、そういったことも工夫をしながら活用

してまいりたい、案内できるような仕組みを構築していけたらなと、そのよう

に考えておりますので、これに関しましてもまた今後さまざまなご意見をいた

だければありがたいかなと思いますのでよろしくお願いいたします。 
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◇議  長 １番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 １番、町のホームページを新しくするというお話がありました。 

 町のホームページ今まで以上に見やすく分かる様に、あそこの施設にいきた

い、この施設にいきたい、お昼ご飯を食べるならこの店がある、空港に行くに

はこういう手段がある、方法があるというのが明瞭にわかるような案内があれ

ばとてもいいと思うのです。スマホを持っている外国人または日本人が多くな

ってきてＱＲコードで読み込んでというのはとてもよいことだと思うのです。

ＱＲコード実はこちらこういう紙を持ち歩かなくても、１回読み込んでおけば

保存ができて何度も読み込める。電波があればどこにいてもナビが出来る。そ

ういうような状況だと思うのです。だから今、既存の看板で古くなって立て直

すことも考え無くていいと思うのですよ。ある物にバーンとＱＲコードを張っ

てしまえばそれを読み込むだけで新しい情報がすぐに更新できる。これお金が

掛からずにすぐ出来る事だと思うのですよね。是非そのような考えを持って

色々と改修していただければと思います。 

 それでは、３番目の質問に移らせていただきます。道の駅には多言語化され

ている大空町のパンフレットが置いてあるのです。それと日本語表示のパンフ

レットと二種類置いてあるのですけれども、こちら通過だけではなく、町内観

光地への収入に努められるような、やっぱりこの道に行くにはどういうふうに

行くのだっていうのがわかるようなシステムがあればいいのかなというふうに

思うのですけれども、町長どう思いますか。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず、看板設置等につきましては、看板を設置するのではなくてＱ 

Ｒコード読み込んでそれで自分で携帯に落として見るということも、それもあ

りかなと思いますし、ただ観光客、それが日本人であれ、外国人であれその方

の立場に立ってどういう事が表示として見やすかったり分かりやすかったりす

るのかということをきちんと考えながら対応してまいりたいとそのように思い

ます。 

 また、通過型でではなくて、町内の観光地への案内が多言語化というお話で

ございました。これにつきましても大空町になんの目的もなくこられる外国人

っていう方はそんなにはいらっしゃらなくて、やはり大空町に来たらここ見に

行こう、あそこ見に行こうという方が大体そういう方が多いのかなと思います。

そういう目的を持った方がより分かりやすくする様な案内の仕方というのはこ

れからも工夫してまいりたいと、そのように考えているところであります。 

 

◇議  長 １番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 １番、せっかくこのインバウンドが回復しつつある時、大空町の経 

済にもしっかりといい影響が出るように町の方でも頑張っていただければと思

います。 
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 以上で質問を終わります。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ことしの冬になって、女満別空港から飛行機に乗って、東京や札幌 

から飛行機に乗って帰って来る時に、飛行機の中に外国人を多く見るようにな

ってきました。これから中国からの旅行者も徐々に条件が緩和されて、沢山の

方が日本にお越しいただける、そういった時期に入っていくのかなと思ってお

ります。大空町だけではなく周辺、女満別空港の周辺の市、町と連携しながら

インバウンドの取り組み、そしてこの地域に沢山インバウンドの方や日本人の

方にも起こしいただけるように取り組みを進めてまいりたいと、その様に考え

ておりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これにて、大泉知功議員の一般質問を終了します。 

 

◇議  長 日程第７、一般質問を続けます。 

  次に、５番、鈴木秀之議員の一般質問を許します。 

 

◇鈴木議員 令和５年第１回定例会通告に従いまして一般質問をさせていただ 

きます。 

 第１項目は、私たちの暮らしと定住自立圏についてです。 

 まず、定住自立圏形成に伴う事業展開について伺います。平成２３年３月２

３日に網走市と大空町は、定住自立圏形成に関する協定書を締結していました。

令和４年３月には網走市、斜里町、小清水町、清里町、大空町の１市４町で新

たな定住自立圏を形成することに伴い、統一した内容での協定が締結されてい

ます。最初の協定締結以来１２年が経過いたしました。協定締結によって得ら

れた成果が町民生活にどのように反映されたのか。町民への広報活動がどのよ

うに展開されたのか状況を伺います。 

 第１項目の２といたしまして、町政執行方針にございます東オホーツク定住

自立圏共生ビジョンについて伺います。 

 大空町議会におきましては、網走市と締結した協定に関し、平成２３年３月

に定住自立圏形成協定調査特別委員会を設置し、慎重審議をしています。委員

会審議を５回重ね、平成２４年３月に定住自立圏共生ビジョンの実践を通して、

行政区分を超えた住民相互の利便性を高める施策の展開を期待する。と委員会

報告がなされています。新たな協定による共生ビジョンに基づく事業展開につ

いて、町民への情報提供と今後の対応について町長の見解をお伺いします。 

 第１項目の３として、私たちの暮らしに関する施策での連携する取り組み及

び市と町の役割分担について伺います。 

 昨年からの新たな協定で、私たちの暮らしに関する身近な生活機能の強化に

関する政策分野として挙げられている政策で、特に医療、教育、環境に関する

分野に絞って、現時点での連携効果の評価と今後の事業展開についてどう捉え

てらっしゃるのかお伺いします。関係する分野について町長並びに教育長のご
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見解を伺います。 

 第２項目は、外国人技能実習生等の受け入れ環境の充実についてです。まず、

時代に即した従業員住宅環境等の充実支援策をとして伺います。 

 町内企業の従業員構成は、町内在住者だけではなく、近隣市町からの通勤者

も増加し、外国からの技能実習生や特定技能を持つ就労者も徐々に増加してい

る状況です。２０２０年以降のコロナ禍の影響で増加傾向は横ばいでしたが、

社会経済活動の再開、活性化に伴い今後は増加に転じると思います。町には大

空町企業振興のための従業員住宅助成金交付要綱が平成２０年４月に施行され

ています。当時の企業誘致活動を支援するための要綱であったと思います。社

会情勢を勘案し、地元企業の従業員住宅環境充実に関する支援制度の検討や町

営住宅の整備、町職員住宅等町有財産の活用等について、地元企業の要望を把

握し、従業員の生活住居環境等の充実対策が必要であると思います。町長のご

見解を伺います。 

 第２項目の２として、生活文化等の相互理解拡充について伺います。 

 町内在住の外国人技能実習生、特定技能実習生の方々は、国内での就労に関

する法律の定めにより、町民税や社会保険料等納税義務を適切に果たされてい

ると思います。当然町内公共施設の利用、スポーツ、芸術文化活動に参加、接

する機会等を保障し、生活を楽しみ、安全で安心して生活できるよう心と体の

健康づくりを支援していかなければならないと思います。 

 また、それぞれの出身国の生活文化を尊重し、認め合い、相互理解を深めて

いくことが必要であると思います。先日、３年ぶりに開催された３００歳交歓

バレーボール大会に外国人技能実習生の方々が居住地域の自治会チームに加入

し、スポーツを通じて交流を深めている様子を拝見しました。自治会、受け入

れ事業所、大会運営関係者の心温まる対応に敬意を表するものです。スポーツ

文化、スポーツ交流のみならず、芸術文化、食文化等に関する情報交流を推進

して、安心安全な暮らしを地域住民の方々と共に築いていく環境づくりが必要

と考えます。国際理解教育の推進の観点から、社会教育や学校教育分野での外

国人技能実習生等との、交流、相互理解の機会拡充について教育長のご見解を

伺います。 

 以上、通告しております大項目２件の１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 鈴木議員からの一般質問にお答えさせていただきます。 

 私たちの暮らしと定住自立圏について、一つ目、定住自立圏形成に伴う事業

展開についてであります。平成２３年３月日常生活を初め、産業、経済、文化

などにおいて密接な関係にある網走市と定住自立圏形成の協定を締結いたしま

した。同年９月には将来像や協定に基づき実施する具体的な事業を明記した定

住自立圏共生ビジョンを策定し、取り組みを推進してまいりました。これまで

に行った主な取り組みといたしましては、医療機能の充実として救急搬送にお

ける体制整備、令和２年１月には網走厚生病院における脳神経外科開設もその

取り組みの一つであります。観光の分野では、地域の素材を生かした新たな需
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要として、自然やアウトドア活動を組み合わせた体験型の旅行を企画し、民間

企業と共同でイベントを開催しております。産業におきましては、海外でナガ

イモなど特産品を紹介し販路拡大を図りました。 

 また、東京農業大学と連携し、農産物の有効成分を活用した新たな機能性食

品の開発に向けた調査も行ったところであります。環境に関しましても、藻琴

川や網走湖の保全活動、生活排水の共同処理により衛生環境の向上と効率を図

っています。この他、網走市との間で公共施設相互利用の観点から、使用料の

割り増し規定を適用除外とし、大空町民が網走市の公共施設を利用する際には

市民と同じ料金で使用できます。今後も私たちの生活基盤を維持していくため、

網走市との定住自立圏形成を今以上に深めていきたいと考えております。 

 また、町民への広報活動につきましては、過去共生ビジョン策定時にそれぞ

れホームページで周知したところではありますが、今回の東オホーツク定住自

立圏共生ビジョン策定を機に改めてホームページや広報等において、町民皆様

に注視させていただきたいと周知させていただきたいと考えております。 

 次に、新たな東オホーツク定住自立圏共生ビジョンについてでありますが、

当該ビジョンにつきましては、新たに斜里町、清里町、小清水町を加え、令和

４年度から令和８年度までの５年間のビジョンとしており、適宜所要の変更を

行っていくこととしているところであります。本共生ビジョンはさまざまな課

題に対応しながら、安心して暮らし続けられるまちを創造していくために、周

辺の自治体それぞれが持つ機能や資源など、特色を活用し合いながら進めてい

くことで、１市４町が目指す将来像やその実現のために必要な具体的な内容を

明らかにするものでございます。ただし、定住自立圏形成協定は中心市宣言を

行った市と周辺町とが一対一で締結する協定でありますので、これまで同様、

網走市と大空町との共生ビジョンに基づいて事業を展開してまいります。町民

皆様への情報提供にも努めてまいりたいと、そのように考えております。 

 三つ目の網走市との定住自立圏形成における連携効果についてでございます

けども、先ほど申し上げたとおり、医療では救急医療体制の確保、周産期医療、

脳神経外科体制が確保されているとのことの効果があります。 

 また、環境におきましては下水道終末処理施設、し尿処理施設の共同処理な

どの効果があるところであります。 

 今後は、一般廃棄物焼却処理施設整備などのごみ処理や、上水道の連携など

についても取り組み、効率的な財政運営に努めてまいりたいと、そのように考

えているところであります。 

 大項目２目の外国人技能実習生等の受け入れ環境の充実についてであります

が、外国人技能実習機構のルールでは実習生が生活する住居の広さは原則１部

屋について２名以下、１人当たりの寝室床面積は４．５平方メートル、ＬＤＫ

などの共有部分は生活動線から区切られている場合に限り寝室としての利用が

可能と言った住居に関してのルールがあり、一度の受け入れで技能実習生の人

数が４名以上になる場合や、毎年同じ時期に技能実習生を受け入れる企業では

一軒家を借りられる場合が多く、大空町の対応としては、用途廃止の町営住宅

や廃止予定の職員住宅を賃貸借するなどの対応をさせていただき、住宅改修や

備品の購入などにつきましては、受け入れ事業者にご負担をいただいていると
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ころであります。 

 大空町企業振興ための従業員住宅助成金交付要綱につきましては、大空町内

に自らの事業に従事させるため雇用する従業員のための住宅を建設または賃借

する事業者に対し従業員住宅の確保のため助成金を交付することで、町の雇用

環境の維持や産業の振興及び定住の促進を図ることを目的としているもので

す。この助成金では対象事業者が３戸以上新設した場合や、５戸以上賃借した

業者が対象となり、これまで１事業者に対し助成金を交付したところでござい

ます。企業振興のため従業員住宅助成金の活用、用途廃止の公営住宅の利用さ

らには空き家バンクでの賃借物件の紹介など、町としてできうる限りの対応を

行ってまいりたい、そのように考えております。 

 以上、私から１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ここで、１０分間休憩します。 

  再開はブザーをもってお知らせします。 

 

    （休憩 午後 ２時０３分） 

 

    （再開 午後 ２時１２分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き委員会を開きます。日程第７、鈴木秀之議員の一 

般質問を続けます。関谷教育長。 

 

◇教育長 鈴木議員から一般質問にお答えいたします。私の方からは教育分野に 

ついてお答えいたします。 

 私たちの暮らしと定住自立圏についてですが、定住自立圏形成協定による取

り組み内容としては圏域内における生涯学習の機会拡充、文化、スポーツの進

行等を図るため教育施設の相互利用、文化、スポーツ競技等に関するイベント

情報の共有に取り組むこととなっております。図書館の取り組みとして、圏域

内にある３館の図書館では合計３８万冊の蔵書があり、情報共有しながら貸し

出しを行っております。現在では圏域内外問わずインターネットによる蔵書検

索ができ、さらに大きな枠組みで取り組んでおります。教育施設の相互利用に

つきましては、女満別運動公園野球場、種目として野球が５件、多目的広場種

目として少年サッカー２６件、のほか、武道館種目柔道３件において、利用実

績があります。町内における学校事業では、網走市呼人にあるレイクビュース

キー場を利用したスキー授業や、市内のモヨロ貝塚館を利用し、オホーツクの

歴史や文化を探求する授業での利用、教育活動の一環として、少年団活動や中

学校の部活動での練習会場に相互で施設の利用が図られております。 

 また、網走市では、博物館や美術館など文化施設及び総合体育館やプール、

スキー場などのスポーツ施設を毎週土曜日や子どもの日を小中学生に対し無料

で開放していることもあり、大空町の小中学生も同様に多くの施設を無料で利

用しております。 

 施設の相互利用のほか、イベントにつきましては、９月下旬に開催されるオ
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ホーツク網走マラソン大会の際に、オホーツクのスクールバスを運行し、大会

の一役を担うなど連携を図っております。 

 一方で施設に関する情報共有やＰＲが不十分であると認識しております。相

互利用を促進するためにも施設のオープン、クローズに関することや、利用時

間、施設の無料開放に関する情報収集などに積極的に取り組み、町民の皆さん

に適宜最新情報をお知らせすることに努めてまいりたいと考えております。 

 今後の事業展開につきましては、これまで同様施設の相互利用や情報の共有

を図り、広く町民に周知してまいりたいと考えております。 

 続いて外国人技能実習生等受け入れ環境の充実についてですが、２月１９日

開催の第１７回町民３００歳交歓バレーボール大会において、ＪＡオホーツク

のインドネシア外国人技能実習生８名が中央自治会の選手としてエントリーし

大会に参加しました。大会参加に当たっては、町民の皆様と同様、移住地域か

らの参加であります。１月１４日にはＢ＆Ｇ海洋センター事業のＢＧ塾が開催

され、北海道畜産公社のベトナム外国人技能実習生２名が参加し、母国の料理

を伝えるとともに、バトミントンでスポーツ交流を図り地域の子どもたちと親

睦を深めました。 

 学校教育では国際化が一層進展している社会において、異国の文化、歴史、

習慣、社会情勢など日本との共通性や相互認識し理解を深めるための学ぶ時間

を設けております。 

 また、外国語指導助手２名体制で町内小中高等学校の児童生徒が生きた英語

に触れる機会を確保しながら、語学教育の充実を図っております。 

 今後、教育委員会としましては、町民３００歳交歓バレーボール大会同様、

各種町民スポーツ大会に積極的に参加していただき、スポーツ交流を図るほか、

町民文化展への作品出品依頼や各種教室、講座の開催について外国人技能実習

生を雇用している事業所を通じ案内してまいりたいと思います。 

 図書館等においては、外国人技能実習生の出身国の文化や習慣をＰＲする場

を設けるなど、地域住民の皆様と交流できる場を提供し、国際理解教育の推進

を図ってまいりたいと考えております。 

 学校現場においては、町内在中の外国の方との異文化交流を進めることがで

きるか、可能性を検討していきたいと考えております。故郷を離れ遠く日本で

働きながら生活している外国人技能実習生のために、潤いの場を提供するとと

もに、日本の文化、地域の文化を知る機会を設けてまいりたいと思います。 

 また、町民の皆さんが外国人技能実習生と交流することにより、国際理解が

深まり、異文化を理解し、尊重、共生を図り、コミュニケーション能力を高め

ることを考えております。 

 以上、１回目のご答弁といたします。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 丁寧なご答弁ありがとうございます。それでは、私のほうから何点 

か質問をさせていただきます。 

 まず第１項目の関係でございますが、定住自立圏の事業展開ということで、
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町長のほうからご答弁いただきました。なかなか町民の方にこの定住自立圏の

関係をＰＲするというのは難しいなと、私も思っているところでございます。

ただやはり財政的な状況、地方財政措置としても有効な財源が得られるという

こともございます。それと事業の効率化ということで、町と市の持っているそ

れぞれの機能を相互活用するという効率化ということが大変重要だなという事

の連携でございます。その中で、連携することの成果をわかりやすく町民の方

に広報をしていただくということでございますので、これについてご配慮いた

だければありがたいなというふうに思っているところでございます。 

 その中で、（１）の部分は以上のような感想でございますので、（２）の共

生ビジョンについて若干ちょっと触れさせていただきたいと思います。 

 この関係につきまして、コロナ禍の状況で新しい共生ビジョンということで

ございますが、なかなかそのパブリックコメントが出されたということでござ

いますが、なかなかその東オホーツク定住自立圏共生ビジョンというこの名前

そのものも、なかなか周知がされてなかったような気がいたします。やはりコ

ロナ禍の影響でなかなかその担当者会議等が実質懇談会の設置等その民間の

方々も入れての懇談会の状況とかそういうこともなかなかできなかったかなと

いうふうに思うわけでございますが、住民の皆さんへのパブリックコメントで

のホームページ等の周知だけではなくて、実際に広報等での周知について配慮

いただければありがたいなというふうに思っております。 

 もう１点、各課担当者相互間の連携意識ということが私は大変必要ではない

かなというふうに思っております。この共生ビジョンで効率化、財政的な効果

的な投資をしていくという件につきまして、町内での共通理解を是非町長にリ

ーダーシップを持って対応していただければというふうに思いますので、その

点につきましてご答弁いただければと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 定住自立圏の関係でございます。町民への周知につきましては、定 

住自立圏の提携している所の効果をよりわかりやすく、例えば網走市のパーク

ゴルフ場本来であればこれぐらいの料金がかかるところを、市民と同じ料金の

この金額で利用できますだとか、そういったところの周知というのはこれまで

余りなかったのかなとそのように思っておりますので、そういったことを含め

て周知を図ってまいりたい、そのように思っております。 

 また、東オホーツク定住自立圏新しい共生ビジョンを結んだということでな

かなかこの部分もパブリックコメントは行っているんですけども、十分町民の

皆様への周知というのがなかったのかなというところを反省しているところで

もありますけども、ただのこの共生ビジョンにつきましては、３町が新たに加

わったということで、基本的な大空町と網走市との一対一における共生ビジョ

ンの中身というのは余り大きな変更というのがなかったものですから、それに

いたしましてもきちっと町民皆様に周知を行って行きたいと思っております。 

 また、各担当者間の連携の意識につきましては、平成２３年に協定を締結し

て１２年経過しているというところでございます。改めて職員には網走市との
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さまざまな部分での連携、お互いの施設利用等の補完だとかそういったことも

含めて可能性のある、そういったものがどんなものがあるのか、どういうふう

に協議をしていくのか、そういったことにも意識を持っていただくというのが

これから大切であるかなと思っておりますので、そういった職員に対する網走

市との連携意識また、直接はではないのですけども、斜里郡３町を加えた広域

でのさまざまな連携、今回の焼却処理施設でいきますと、この東オホーツク定

住自立圏に入っている清里町は焼却処理の協議会には入ってございません。 

 また、北見の定住自立圏に入っている美幌町が、うちの焼却処理施設のほう

の協議会に入っているということもあって、いろんなそれぞれの課題に対して

定住自立圏の枠内だけではなく、さまざまな広域的な観点から物事を今後も進

めていくような、そういった意識付けも行ってまいりたいと思いますので、ど

うぞご指導よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ありがとうございます。それでは３番目の私たちの暮らしに関する 

施策の連携する取り組み及び市と町の役割分担という中で、もう少しお話をお

伺いしたいと思います。 

 まずは医療分野では町長のご答弁にありましたが、救急医療体制の関係につ

きましては網走市との連携で、一次救急、二次救急、三次救急っていう医療体

制の中で連携をとってやっていくということでございます。この関係につきま

して救急出動件数を見ますと女満別地区、東藻琴地区それぞれ令和４年の実績

の数字をこの間いただいたところでございますが、それぞれ件数は対前年より

も増えているという状況を伺っております。その中で救急搬送の関係について

は、重篤度から医療機関の専門性により救急隊のほうで選定して対応している

ところでございますが、特定の疾患により継続して通院治療を行っている場合

については、直接その医療機関に搬入することもあるという条件でこうやって

いるわけでございますが、やはり町民の方々への周知を徹底していただいて、

理解と協力をいただいて、この医療体制を網走市と協力して対応しているのだ

ということを、ぜひこう丁寧に周知していただければありがたいなというふう

に思っているところでございます。それから網走市におきましては、新たな取

り組みっていうこともあるようでございます。医療マース、訪問診療を医師の

指示にしたがって、看護師さんが訪問診療して、医師の指示で対応していくと

いうそういう新しい事業も網走市では取り組むという状況でございます。そう

いう関係につきましてなかなか通院が困難な患者さんの対応をカバーしていく

というお話を伺っているところでございます。そういういろんなそれぞれの先

進事例等も情報共有されまして、うちの町民にも事業効果は教示できれば良い

環境になってくるんじゃないかなっていうふうに思いますので、そういう情報

交流等につきましても、是非進めていただきたいというふうに思っているとこ

ろでございます。 

 それからもう一点、周産期医療の関係につきまして、これは子どもを産み育

てる環境として大変重要だということでございます。この関係につきましては、
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各首長さん方も非常にご苦労しているところでございます。やはりこの関係に

つきまして産科医が不在となり、万が一こう出産が不可能な状態になりますと、

再開するまでには医療スタッフの獲得、確保とか、助産婦とかいうそういう専

門職の確保にまた時間がかかってしまって、再開まで非常に時間がかかるとい

う過去の事例が管内的にもございました。周産期医療の医療体制の確保につい

てはこの定住自立圏のこの斜網の中では網走市の厚生病院が中核となってござ

いますので、これにつきましては広域連携で十分現在の体制の確保について、

ご尽力いただきたいというふうに思っているところでございます。 

 まず町部局の関係につきまして、ご質問させていただきますのでよろしくお

願いします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ただいま医療関係についてご質問があったところであります。 

 医療関係につきましては定住自立圏という枠組みを除いたとしても大変重要

なところでございます。救急搬送につきましては、議員おっしゃるとおり令和

４年女満別地区も東藻琴地区も過去にないくらい搬送数が多かったということ

もあります。ただ、救急搬送につきましては、一次搬送は地元町、地元の町が

担わなければならないというところもありますけども、基礎疾患、心臓である

とか、そういった元々の持っている病気によっては地元の病院へ行かずに直接

搬送することができるということを担っているところであります。そういった

状況等を適宜町民の皆様にお伝えする機会というのを広報等で行ってまいりた

いと思っております。 

 また、網走市で訪問診療を看護師が訪問してネット環境と言いましょうか、

医者が病院にいる中で指示を受けて対応するという様なことをされているとい

う様なお話をお聞きしました。そういった網走市の取り組みが進んでいる状況

そういったものも、各大空町であったり、斜里郡の３町であったり、そういっ

たところにも情報提供いただいて地域の中で何ができるか、また網走市と連携

して何ができるか、そういったものを、これから高齢化を迎えていく中でしっ

かりと検討してまいりたいと思っております。さらに周産期医療につきまして、

これにつきましては今、このオホーツク地域については網走厚生病院だけが担

っていただいているところであります。この診療体制をしっかりこれからも持

続していくように、１市４町でしっかりやって対応してまいりたいと思ってお

りますし、周産期医療だけではなく、脳神経そういった部分も今は網走厚生病

院だけが行っているというところでありますので、これを含め地域の中核病院

であります網走厚生病院をしっかり１市４町で支えていく。そういったところ

で今後も協力していきたいと考えておりますので、さまざまな点からまたご指

導いただければと思います。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之委員。 

◇鈴木議員 ありがとうございます。この私たちの暮らしの中で、ということの 

中で環境の分野につきましてちょっとお尋ねと、私の考えを述べさしていただ
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きたいと思います。 

 同僚議員の一般質問の中にもございましたが、網走市と美幌町を含めた１市

４町での広域ごみ処理対応について色々検討は進み、計画も進んでいる状況で

ございます。この関係につきましては、網走市からの焼却ごみの受け入れ等の

経過等について、住民の皆さんの理解と協力を得ていくためにも的確な情報提

供というのが必要ではないかなと同僚議員もおっしゃってましたが、新聞発表

でかなりこう早く網走市からの焼却ごみの受け入れ内容等が報道されておりま

したが、そういうのも含めて住民説明というのが必要だなというふうに私感じ

ております。最近のごみ処理施設の対応というので迷惑施設というイメージを

本当に払拭するような事例が数多く紹介されております。大阪の前島工場って

いうのは世界一美しいごみ処理工場とか言われている施設であり、それからか

らこういうとこでは、ユニバーサルスタジオジャパンと見違えるほどの外観を

しているとの事です。機能だけじゃなくて美観も備えている。それから、兵庫

県の状況なんかを調べてみますと、国崎クリーンセンターでは、啓発施設とか

そういうものをきちん併設して、環境教育も一緒にやっているとか非常に機能

的にも環境教育を含めた対応の施設になっている。それから、外観だけで見ま

すと美術館風に広島市の清掃工場とか、東京都武蔵野クリーンセンターなんか

は外観が美術館風ということで観光の名所にもなるぐらいの施設になっている

という状況で、最近のごみ焼却施設については迷惑施設ではなくて、そういう

きちんとした環境教育の場として活用されているという事例もございますの

で、ぜひそういう点からも住民の方々への情報提供が必要ではないかなと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 その中でもう１点、大空町のごみ焼却の対応につきましては、１市４町の広

域の中では大空町が１番進んでいると自負しているというか、私は大空町が進

んでいるのではないかなというふうに考えている。例えばリサイクル率にいた

しましても上位ですし、住民１人１日当たりのごみ排出量もこの４市町の中で

は大空が１番でございます。そういう中では、大空町のごみの処理対応につき

ましては広域の協議の中で担当者の方も胸を張って、是非リーダーシップを持

って広域事業計画の立案を手がけていっていただきたい。それを私たちは応援

していきたいというふうに思っているところでございます。そういう中で、事

務局体制は中心市が担うということになりますけれども、大空町として発言力

を強化し担当職員が力量を発揮できるように、町長としては支援をしていただ

ければというふうに思っているところでございます。これについて町長のご見

解をいただければと思っております。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 はい。まずはごみ処理、網走市から現在受け入れております。その 

ほかにも斜里町のごみの一部も大空町で受け入れて焼却処理をさせていただい

ております。こういった情報等については町民の皆様にもお示ししていきたい

と考えております。 

 また、新しくできる、これから検討してくごみ処理施設でございます。当然
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外観がどうできるかというのはちょっとまだ何とも言えないところであります

けども、できたごみ施設を小学校の教育環境の場で社会科見学をしていただく

だとか、そういったこともできるような施設にしてまいりたいと思いますし、

また周辺の環境も含めてなかなかごみ処理場というとカラスが寄って来たりだ

とか、何かそういうイメージがどうしてもあるのですけども、そうではなくて

きちんときれいで整然とされたような、そういったごみ処理施設というのがこ

れから求められるのかなと思いますので、そういったところを目指して、１市

４町で検討していきたいなと考えております。 

 また、ごみの分別処理の体制、私も大空町がこの斜網の中で１番かと言われ

ると頑張ってはいるけれども、ほかの町も頑張って、その町、市なりに頑張っ

ていらっしゃると思いますので、ただ本当に町民皆様のご協力で本当にごみの

分別一生懸命頑張っていただいております。これを担当する職員も本当に長い

間をかけて町民の皆さんの理解を得ながら進めてきたという成果でございます

し、ごみの会議のときも、本町の職員が積極的に発言をしている状況にありま

すので、そういったところも含めて今後私としても職員を応援していきたいと

思います。今後もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 教育分野の関係につきまして、関谷教育長の方からご丁寧にご答弁 

いただきましてありがとうございます。 

 施設の利用につきましてＰＲに務めるという言葉をいただいております。そ

の実質メリットは体験をしていただくということは、この協定結んで施設を相

互利用して有効活用しているということにつながると思います。私もスキー場、

私はスキーをやるものですから、スキー場にちょっと行くわけですが、今年か

ら網走レイクビュースキー場は、清里、小清水、斜里の子どもたちも土曜日無

料開放ですよということで来ておりました。そういう中で大空の子どもたちも

是非活用していっていただければなというふうに思ったところでございます。

そういう関係も含めてＰＲそれからイベント、網走はオホーツクマラソンとい

うのがなされております。で、大空ではジェットラインマラソンとふきおろし

マラソンが合体した形でマラソン大会、そういうマラソン大会一つとりまして

も網走市は天童市との友好関係がありまして、網走のオホーツクマラソンは山

形の天童市のハーフマラソンと連携をするということで、相互にＰＲ活動なん

かをやっております。そういう関係ではうちのふきおろしマラソンと連携をし

てＰＲを総合的にしていっていただければ、そういう形でも連携が進むのでは

ないかと思いますので、そういう点についてご配慮いただきたいというふうに

思っているところでございます。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 大空町に無い網走市博物館、美術館と文化型施設もあり、子供達に 

は貴重な体験になると思っています。またプールも５０メートルということで
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大きな長いプールですので、そういうところで子どもたちが活動することも大

切だと思っています。そのためにはやはり子供達が出来ると、家庭がそういう

場に無料で行けることを知らないといけないというふうに思っておりますので、

学校等でこういう広報等もしながら、子どもたちや家庭がわかるように今後も

努めてまいりたいと思っています。 

 また、先ほど言われたふきおろしマラソン大会、網走市と連携できないかと

今後協議をしてまいりたいと思いますので、いろんな意味で網走市とどのよう

にできるか、教育委員会で検討してまいりたいと思いますので、これからもど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ありがとうございます。 

 大項目の方につきましては１の関係につきましては、各担当課の職員間の連

携をしていただきながら、政策競争を市と町の中ではもうこういういい政策を

やってきましょうって、効率的な行政運営をしていきましょうという、そうい

うことをぜひこうやっていっていただければというふうに思っているところで

ございます。 

 では、大項目の二つ目の外国人技能実習生の受け入れ環境の充実について、

ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 町長の答弁の中に、大空町企業振興ための事業補助、住宅助成金要綱の関係

が触れられておりました。この関係につきましては、特定というか企業誘致を

するための要綱であったというふうに私も認識しております。ただ、時代の変

化ともに外国人の技能実習生の方々とか、特定技能実習生の方々とか、そうい

う方々の受け入れをしていくという地元企業が増えていく、そういう地元企業

への対応について現況としては住宅環境の対応について、受け入れ団体からの

要望によって、職員住宅から町営住宅のちょっと古くなった住宅ですが、これ

を自分たちで改修していただければ活用してくださいということで提供してい

るとは、きちんとした支援としての対応だというふうには思います。町長の答

弁の中にもございましたが、住宅環境につきまして、その受け入れ関係宿泊施

設の確保に関するものということでは、居住１人当たり５平米確保することっ

ていうことになっております。そういう中で、ストレスの少ない住環境の配慮

ということも含めて、これからの時代を考えると、やはり地元の受け入れ団体

の要望等も十分お聞きいただきまして、どういう支援ができるのか、現況の支

援でいいのかどうか、そこらへんにつきまして検討していく必要があるのでは

ないかなというふうに私は思っているものですから、そこらへんを受け入れ団

体の意向等につきまして、ぜひこういろんな情報を担当窓口を通じて、お聞き

いただきたいとそれをどう対応するか、これからの定住人口から就業人口の増

加という観点から、そういうのが必要ではないかなっていうふうに思いますの

で、これにつきまして、もう一度ちょっと、ご答弁いただければというふうに

思います。 
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◇町  長 外国人技能実習生等の住まいの確保という部分で、町としてもこれ 

まで議員おっしゃったように用途廃止の公営住宅であったり、職員住宅であっ

たり、そういった対応をさせていただいてきたところであります。今後増加し

ていくことが見込まれる、そういった外国人技能実習生のさらなる住まいの部

分については、各担当商工であったり、福祉関係であったり、産業であったり、

そういったところが関係団体と連携をとりながら町でできることはなにか、ど

こまでできるかそういったものも含めてこれまでと同じように、親身になって

対応していくことが必要ではないかなと考えております。外国人の方も町に住

まわれたらそれは町民ですので、町民が大空町で暮らしていくために、やはり

快適な環境で暮らしていただくということは、とても大切なことであると思い

ますので、そういった部分は受け入れ団体等がどういったところを望んでいる

のかだとか、そこら辺も含めて情報をこれから集め、検討してまいりたいとそ

のように考えております。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ありがとうございます。住宅環境それからもう一つの生活環境の面 

で、以前に地域の地域間連絡バス等の地域間交通、公共交通機関の整備という

ことで質問させていただいた経過があるのですが、外国人の実習生の皆さんが

どこか買い物に行く、出かけるそういう場面で網走方面はバスが通っているの

ですが、美幌、北見方面はバスがなく交通、東藻琴から言いますと、連絡機関

が地域間バスで女満別駅まで行って、そこからの連絡というような状況になっ

ているという中で、割と動きが少ないということでストレスが溜まるという様

な話も若干聞いたことがございます。そういう中で、地域交通機関のあり方っ

ていう、環境の検討につきましてもご検討いただくということになってござい

ますので、それも含めて検討いただければというふうに思っているところでご

ざいます。 

 生活文化等の相互理解の中で、国際理解教育の関係につきまして関谷教育長

の方から丁寧なご答弁をいただきました。文化作品展とか、図書館でＰＲする

場とか、異文化交流の検討とか、コミュニケーション能力を高めるための子ど

もたちへの教育関係ということでご答弁いただきました。教育執行方針の中で、

４ページ５ページに国際理解教育というのが触れられておられたのですけども、

紙面の関係でしょうか、外国語指導助手関係の語学教育の充実が主になってい

たものですから、そこはちょっと教育関係では見識の深い教育長さんでござい

ますので、なにか考え方があるのだろうなと思いまして、こういう形で質問さ

せていただいた経過がございますので、ご了解いただきたいというふうに思っ

ております。そういう面で、今後ともやはり町民の１人として、私たちの町民

の一人としてお互いに文化の違いとかそういう共通の理解をしながら、共に生

活を築いて行くという事で、支援体制をとっていければというふうに思ってお

りますので、その点につきまして再度ご考え方をお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 関谷教育長。 
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◇教 育 長 現在、グローバル化、世界的な情報通信ネットワーク進展、労働力 

の国際化などの影響が本町でも及ぶようになっております。これからの国際交

流、国際理解は、本町に移住・在住している外国の方との交流が大切だと考え

ております。そのためには、行政と事業所などと連携し、町民の皆様の主体的

な参加によって、国際交流を進めていくことが重要だと考えております。 

 町民の皆様と本町に移住・在住している外国の方の双方のニーズを的確に把

握しながら、柔軟で効果的な事業を展開してまいりたいと考えておりますので、

今後ともご指導賜りますようお願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 私からは、外国人技能実習生の町外への買い物等の移動に関する地 

域交通の面でご答弁させていただきます。 

 前にも一般質問をいただいたとおり、地域交通というのはなかなかすぐに解

決できるような課題ではなく、現状は町内に限っては、高齢者においては福祉

タクシー券や外出支援タクシー、あるいは地域間バスだとかそういった利用の

ところで行っていただいております。外国人技能実習生、女満別地区でありま

したらＪＲであったり、バスであったり、ある程度移動は出来るところではあ

るのですけども、なかなか東藻琴地区に入られている方については網走に行く

にはバス、北見はなかなかちょっと移動手段がないという中で、そういった地

域交通については、当面はなかなかそこの部分を行政としてできるというとこ

ろには至りませんので、やはり受け入れの事業所側で、よく私見るのは道東の

水産会社の方が大きなバスで、そこで働いている外国人の方を大きなショッピ

ングセンターに連れてきて、自由に買い物をしていただいたりだとかそういう

のをよく見かけたりしています。そういうことから考えますと、まずは事業者

の方が月に何回かとか買い物に連れていってあげるというような配慮をお願い

したいものだなと思いますので、そういったところも含めて、うちで関係する

ところの部署と、受け入れ事業者との連携を今後ともしっかり取りながら、外

国人技能実習による地域雇用というのを促していく、そういったことを積極的

に進めてまいりたいと、その様に考えております。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ありがとうございます。今回質問をさせていただいた２項目に共通 

しているのは、町民への情報提供を充実し、我が町の特色を確認して、この町

に住んでよかったと思う人を増やしていく施策の展開が必要であるという観点

から質問させていただきました。 

 新年度予算執行に当たって、松川町長の新鮮な感覚による町政執行方針に基

づく若さと情熱と思いやりの心が伝わり、活力みなぎるまちづくり推進に期待

して質問を終わります。 

 

◇議  長 松川町長。 
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◇町  長 町民への情報提供につきましては、自治基本条例にもありますとお 

り、１番大切な寛容なところであると思います。ただ、その情報の出し方とい

うのは、ただ提供すればいいというものではなく、町民の皆さんが理解しやす

いように伝える工夫っていうのも行政の責任であると思いますので、これから

も情報の提供はもちろんわかりやすい情報の発信、そういったところにも注視

しながら進めてまいりたいと思いますので、ご理解いただきますようよろしく

お願いします。 

 

◇議  長 これにて、鈴木秀之議員の一般質問を終了します。 

  日程第７、一般質問を続けます。 

  次に、９番、上地史隆議員の一般質問を許します。 

 

◇上地議員 はい、９番。通告に従い一般質問に移らせていただきます。先にご 

登壇されました議員の方と重なる内容質問等がありましたらご容赦いただきた

いと思います。 

 今回の質問は、障害者総合支援法の取り組みについてでございます。 

 障害者総合支援法は、住み慣れた地域での生活を実現するために障害がある

方に対して総合的な支援を行う法律です。対象になる障害の範囲は、身体障害、

知的障害、精神障害（発達障害を含む）、政令で定める難病等により障害があ

る方が対象でございます。この法律に基づくサービスの一つ自立支援給付の基

本的な運用ルールは厚生労働省が定めており、具体的には障害に関する医療や

福祉サービス、福祉用具などの利用したサービス費用の一部を行政が障害のあ

る方に給付するものです。私たちの町のサービスの現状はどのようになってい

るのか町長よりお伺いします。 

 続いて、同法律に基づくサービスの一つである地域生活支援事業の取り組み

について質問をさせていただきます。 

 地域生活支援事業は、障害のある方が個々の能力や適性に応じ、自立した日

常生活または社会生活を営むことができるよう、市町村が地域の実情に応じて

柔軟に実施することができる事業です。私たちの町のサービスの現状はどのよ

うになっているのか町長よりお伺いします。 

 以上で、最初の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 上地議員からの一般質問にお答えさせていただきます。 

 障害者総合支援法に基づくサービスにつきまして、町内の事業所によるサー

ビス提供状況をご説明いたします。 

 町内では障害者福祉センターちあふるにおいて、グループホーム短期入所、

生活介護、就労継続支援Ｂ型、相談者へのサービスを提供しており、町からの

指定管理及び委託を受けて東藻琴福祉会が運営しています。令和４年９月に就

労継続支援Ｂ型の就労内容を拡充し、女満別地区で弁当の製造販売が行われて

おります。このほか、女満別福祉会及び東藻琴福祉会のヘルパーステーション
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が高齢者だけではなく、障害者のホームヘルプサービスも提供しております。

各サービスにおける利用数の推移としては大きな増減はありません。 

 続いて、地域生活支援事業の提供状況についてです。町内には地域生活支援

事業の指定を受けている事業所はございません。必要に応じて、移動支援、地

域活動支援センター、日中一時支援のサービスを主に網走市の事業所で利用い

ただいています。 

 また、機関相談支援センターにつきましては、令和３年度に網走市を中心と

して広域設置し町内外を問わずサービス提供事業所との調整機能を強化してお

り、より高度な相談対応ができる体制となっているところであります。 

 なお、障害者総合支援法に基づくサービスは町外の事業所もありますので、

この後、町外のサービス事業所を含めて利用状況を担当課長から説明させま

す。 

 以上、私から１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長  宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 私からは、町外のサービス事業所を利用した方も含めまして、令和 

３年度の給付状況を月平均の利用人数としまして簡潔にサービスの内容も添え

ながらご説明申し上げます。 

 初めに、指定障害福祉サービス、いわゆる自立支援給付に関するサービスに

ついてです。それぞれ北海道が指定監督しているサービスになります。 

 訪問系のサービスを説明いたします。居宅介護のサービス、利用人数は１３

人です。内容は、居宅にホームヘルパーが訪問をして身体介護や家事援助を行

うサービスです。 

 次に、日中活動系のサービスについて説明いたします。生活介護のサービス、

利用人数は２０人です。常に介護を要する人に障害者支援施設等で介護を行い、

創作的活動または生産活動の機会を提供するサービスです。 

 就労移行支援のサービス、利用人数は１人です。一般企業等へ就労を希望す

る障害のある方に一定期間は就労に必要な訓練を行うサービスです。 

 就労継続支援Ａ型のサービス、利用人数は３人です。一般企業での就労が困

難な障害のある人に働く場を提供するとともに、必要な訓練を行います。こち

らは雇用契約に基づく就労となります。 

 就労継続支援Ｂ型のサービス、利用人数は１８人です。一般企業等での就労

が困難な障害のある方に、一定の賃金水準のもとで働く場や生産活動の機会を

提供するサービスです。こちらは雇用契約が無い就労形態となります。 

 就労定着支援のサービスです。利用人数は１人です。一般就労へ移行した障

害のある人に就労に伴う生活面の課題など企業、住宅等を訪問することにより

必要な連絡調整、指導助言を行うサービスです。 

 療養介護のサービス、利用人数は３人です。医療等常時介護を必要とする障

害のある方に、病院等で機能訓練、療養上の介護を行うサービスです。短期入

所のサービス、利用人数は１人です。施設等で短期間入所できるサービスです。 

 続きまして、住居として活用できるサービスを説明させていただきます。グ
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ループホームのサービス、利用人数は２３人です。共同生活を営む住居で相談、

介護、その他の日常生活上の援助を行うサービスです。 

 施設入所のサービス、利用人数は１１人です。施設入所により介護等を提供

しております。 

 次に、障害者の相談支援を説明いたします。相談支援のサービス、利用人数

は７３人です。利用者の相談に応じて指定障害福祉サービスを利用する際に必

要となるサービス等利用計画を作成し、サービス事業所等との連絡調整を行い、

必要時に計画の見直しを行うサービスです。 

 次に、児童対象のサービスを説明いたします。児童発達支援のサービス、利

用人数は１１人です。小学校就学前の児童に、日常生活動作の指導や集団生活

の訓練などを行うサービスです。放課後等デイサービス、利用人数は６人です。

学校通学中の児童に主に放課後において日常生活の訓練や交流の場の提供など

を行うサービスです。 

 児童対象の相談支援のサービスもあります。こちらは利用人数２３人です。

児童を対象とするサービスを利用する際に、計画策定などの支援を行うサービ

スです。 

 続いて、地域生活支援事業に関するサービスをご説明します。以下は町が指

定する事業となります。 

 移動支援のサービス、利用人数は１５人です。屋外での移動、外出が困難な

障害のある人に外出や社会参加のための移動支援を行うサービスです。 

 最後に日中一時支援のサービス、利用人数は４人です。障害のある方に日中

預かりの場として、介護者の負担軽減を図るサービスでございます。 

 以上で、サービスの状況について説明を終わります。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 はい、９番。再度質問をさせていただきたいと思います。 

 サービスの詳細についてお聞かせをいただきました。簡単に言うとサービス

の利用人数について大きな増減がないということもお聞かせいただきました

が、その中で聞いた中で改めて質疑をしたいと思います。 

 就労移行について自立支援給付の課題と言ってもいい就労移行についてです

が、内容については一定期間の雇用、一般の企業に雇用を希望している方に対

して、必要な知識、技能を身に付ける訓練等１名の方がいるということもお聞

きしましたし、就労継続Ａ・Ｂについても、就労継続Ａ型については、雇用契

約を結んで働く場所を提供するというものでございますが、３名だったと思い

ます説明の中で。実際美幌町でお世話になっているのではないかなとお伺いし

ていたのですが、あともう一点、就労継続Ｂこれは作業、働く場所を提供して

どっちかというと工賃という一定の作業量に金額が決められているというもの

でございますが、私たち町で対象の方がいるということで確認は取れておりま

す。その中で再度質問させていただきたいのは、やはり働く場所がなかなか難

しいものがあって、実際に働く場所を確保するために、そういう施設の方が直

接企業にお願いをしたり、そういう努力をしながら何とか確保してきていると。
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そうしてＡ，Ｂ型とあるのですけれども、Ｂ型の方の方が少し症状が、Ａ型の

方より重い方が多いのかなという印象でございますが、就労継続Ａについては

美幌の方でお世話になっていて働いているということですが、やはりそういう

方たちが地域で安心して仕事をできるような環境もつくっていかなきゃいけな

いと思いますし、先ほど言ったちあふるさんの関係で、弁当屋さんが出来て大

変盛況ということも聞いておりますが、やはりそういうとこを利用していると

いうことはほかに町内の雇用とかについても行政が率先して、これからも検討

していただきたいと思うのですが、そのことについてどのようにお考えか改め

てお聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 障害者の方の働く場所をどのように確保していくかというところ 

は本当に大きな課題でございます。特に就労Ａはある程度の業務を遂行できる

ようなそういったところでございますけども、就労継続支援Ｂ型の開拓につい

ては、町では一例を申し上げますと、朝日ヶ丘公園パークゴルフ場や運動公園

のトイレ清掃業務などをお願いしている状況にあります。こちらにつきまして

は、当初は仕事内容をちあふるの指導員と慎重に協議して実施に至った経過が

あります。なかなかこの様に利用者の実際の状態と言うのでしょうか、それと

仕事内容とのマッチング、こういったものが本当に難しいところがありまして、

大きな課題であると、そのように認識をしているところでございます。今後に

おきましても障害者の皆さんの就労の裾野を広げていくということは、これは

行政としてもしっかりとその役割を果たしていかなければならない考えでおり

ます。今後町内における障害者雇用の理解につながるように、どのような方法

がよいのか、実施方法そういったものを総合的に検討してまいりたいとその様

に考えております。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 なぜこのようなことを聞いたかといいますと、実際に私たちの町、 

障害者福祉計画第６期、今年で最終年度なのです３カ年の中で。その中で達成

目標というのが就労で目標も付けられておりましたから、今後そういうものを

達成するため、どのように町は考えているのかと確認をさせていただきました。

このことについては是非、まずそのマッチングっていう難しいものもあると思

いますし、ほかの議員の方、一時老福連携とか色々な課題も行政に質問された

経緯もありますので、このことについては是非そういう事業者の方にも理解を

深めていただくように、これからも事業所とも協議をしながら進めていただき

たいと思います。 

 続いて、障害児の方について、お子さんについて改めてお伺いをしたいと思

います。障害をお持ちのお子さんで、放課後通所サービスとか、網走の事業所

とか、近年の事業所、それこそ療育の訓練とかも他で受けているということで

ございますが、実際に思うのは、今回参考にさせてもらっていただいた第２期
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の障害児福祉計画においてやはり放課後預かってもらえるというか、適切な訓

練サービスを受けるところが町内にない。そのように大変残念なお声も実はア

ンケートの方に、町にあればそういう物を利用したいということも意見として

上がっておりました。学校においては特別支援学級とか通級とか、そういう物

があるのですが、実際そこを離れて保護者の方が就労しながら、ほかの地域で

お世話なっているという中でもう少し何か対応することができないのかなと思

いまして、そのことについてどのようにお考えなのか、改めてお聞かせをいた

だきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず障害者の就労の件につきましては、やはり障害を持たれている 

方がこれからも意欲を持って生活していくためには、やはり働く場というもの

が大切になろうかなと思っております。町内の事業所や町外の事業所とも連携

を取りながら、そういった高齢者の方が生きがいを持って暮らし続けられる、

そういったところを探ってまいりたいと考えております。 

 障害児の通所支援サービスにつきましては、現状でございますけども発達面

での支援が必要な児童というのは、やはり増えて行っている傾向にありまし

て、保護者や関係団体からも町内での事業所開設というものが望まれている状

況にあるのではないかなと、そのように思っております。現在サービスのあり

方を検討しておりますが、町内で開設する場合、開設方法であったり、事業者

であったりをどうするか、また、自立した経営が果たして可能なのかどうか、

そういったことについてはまだまだ結論が出ていない状況にあります。 

 議員のおっしゃるように令和５年度に次期障害福祉計画、そして障害児福祉

計画の策定を行わななければなりません。障害児の通所支援サービスの設置や

運営方法をどのようにするか重要な課題の一つといたしまして、関係団体のご

意見や、アンケート調査も踏まえ、議会にもご相談させていただきながら検討

してまいりたいと思いますので、その点についてはまた、今後ともご指導をお

願いできればと思います。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 はい、９番。町長には障害者、障害児福祉計画の方も、今年度いっ 

ぱいということもありますが、関係機関ともしっかりと協議をしながら、あと

やはりサービスで経営できるかというものもございますし、そのように大変な

課題もあると思うのですが、やはり福祉が充実するということは、実際に子さ

んが障害をお持ちで、町で最後まで住みたいという方でも、しょうがなく泣く

泣く町を移住、移動されるということもお聞きしていますので、そこについて

はしっかり今後も協議をしていただきたいと思います。 

 １点目については終わりますが、２点目、地域生活支援事業について再度お

伺いをしたいと思います。 

 実際に地域生活支援事業について、地域生活支援拠点広域で、１市４町でや
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っていたと思いますが、網走設置だったと思います。高度な相談とか、その様

に移行に向けてとか、大事なことについてもしっかりやられているのだと思う

のですが、地域の生活支援事業の最大の課題としては、やはり障害をお持ちの

方が地域で自立して生活をするというものが１番の課題ではないのかなと思っ

ております。実際に地域移行支援事業については、北海道においては、昨日の

新聞とかでも見られたと思うのですが、国の政府の達成目標９％に対し、３．

４％、そして１７年から２０年度の間の４カ年でわずか３３４人と全国的にも

低い数値でございます。最近になって特に数値の方が下がってきているという

ことが問題になっております。私としてはやはり、民間のアパートまたはプラ

イベートが確保されたグループホームとか、自宅とかそういう所に住めるよう

にしっかり相談体制、またサービスの調整とかも含めてどのように今後考えて

いるのか、改めてお聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇町  長 地域生活支援事業、議員のおっしゃるとおり最大の課題というのが 

自立してこの地域で生活し続けることということがあろうかと思います。その

中には先ほどの話ありました就労もそうなのですけども、やはり住宅の確保と

いうことも重要なことではないかなと考えております。特に東藻琴地区はちあ

ふるのグループホームがありますので、女満別地区についてはそういった住宅

の確保が現状グループホーム的なものはないとゆうような状況になっておりま

す。ただ障害者の方が利用できる住居としては、はなぞの公住の一部に当たる

シルバーハウジング、こちらは高齢者と障害者の方が入居出来る住宅になって

おります。居室は全部で３０戸ありまして、生活援助員による生活相談や、見

守りを受けられる施設となっております。現在、障害のある方については２名

の方が入居されている状況にあります。まずはシルバーハウジングなど既存の

資源を有効活用して住宅を確保できないか、そういったところをまずは第１に

考えてまいりたい、そのように考えているところでございます。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 町長よりシルバーハウジングの方、２名の方が利用されているとい 

うこともお聞かせいただきました。また生活相談支援員の方もいるので相談と

か、あとは緊急時の対応もそこならしやすいだろうということで、そのことに

対しては評価もしたいと思いますし、今後そのような方が出たというか希望が

あった場合、できる限り相談支援をしていただきたいと思います。 

 最後に障害者の関係で最後の質問になりますが、やはり障害のお持ちの方の

理解、どの自治体も大変苦労しているのが周知です。障害の取り組みとかの周

知とか、理解の促進、啓発などが１番の課題ではないのかなと、極端な話で、

偏見、差別が間違いなくないとは言えない状況ではあるのかなと、やはり誤解

を受けている面いまだにあるのかなと思っております。実際にほかの自治体で

は、リーフレットの作成をしています。私たちの町でもホームページとかそら

ナビ、色々な広報媒体がありますが、やはり再度住民の方に知っていただくの

が大事ではないかと。本当に地域で自立した生活を営む上で、地域住民の理解、
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支援も必要だと私はそのように思っております。イベントとか触れ合う機会も

含めて今後どのように考えているのか改めてお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 障害者への理解を深めるということは、これは今に限ったことでは 

なく、昔からそういったことは地域の理解、町民の皆様の理解というのを投げ

かけていく、そういったことは町として、積極的に広報等を普及していかなけ

ればならないもの、そのように考えております。今後もそういった障害者への

理解、共生社会の実現というところを含めると、やはり町民の皆様にもっとも

っと理解していただくという取り組みというのは必要になってくるかなと思い

ますので、さまざまな場面でそういった啓発活動、広報だけではなく、いろん

な公園やそういった中でも行っていくような取り組みを進めてまいりたい、そ

のように思います。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 はい、９番。是非共生社会を目指してしっかり取り組んでいただき 

たいと思いますし、今回、今年度第６期障害者福祉計画、また第２期障害児福

祉計画についても、来年度改定ということもありますので、しっかり当事者等

の意見も聞いて今後計画を作っていただきたいと思いますし、後、やはりこれ

から話題になっているように、出産、子育てなどのことについてもこのような

計画などにも是非機会があれば、入れていただくといいのかなと思います。是

非福祉のまちづくりにこれからも尽力をしていただきたいと思います。 

 以上で一般質問を終わります。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 はい、令和５年度の第７期の障害福祉計画及び第３期の障害児童福 

祉計画を策定します。まず、ニーズを把握するためにアンケート調査を実施し、

地域自立支援協議会での審議を踏まえて策定していくことになりますけども、

その中にはやはり障害を持った方の団体もございますので、そういった方にも

参画いただいて検討を行ってまいりたいと思います。 

 今日お話にありました住宅の確保、これはやはり生涯大空町で暮らすため、

そして障害をお持ちの方のご両親の方が安心できるように、やはり住宅を確保

してくというのは大変重要かなと思っております。上地議員もご記憶があるか

と思いますけども、平成２８年に議会の当時の総務厚生常任委員会で美唄市の

障害者福祉施設を行政視察で私も同行させていただきました。その障害者福祉

法人は就労継続Ａ型やＢ型の事業を行っている他、グループホームを自ら作っ

て運営し、障害を持っている方が一生そこで安心して暮らしていける、そうい

った環境づくりも進めている法人を視察させていただきました。本当にすごく
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きれいな新しい立派な施設を当時見学させていただいたのですけども、大空町

においてもこういうような施設の展開が出来れば、本当はこれから障害を持っ

た方が高齢になっていく中でも安心して暮らしていけるのだろうなと、そのよ

うに思っておりますので、そういった部分、町内の事業所なのか、あるいは町

外の事業者なのか、町が行わなければならないのか、そういったものも含めて

これから検討してまいりたいと思いますので、どうぞこれからもご指導よろし

くお願いいたします。 

 

◇上地議員 質問終わります。 

 

◇議  長 これにて、上地史隆議員の一般質問を終了します。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。大変お疲れさまでした。 

 

（散会 午後 ３時２８分） 

 

 



 

 令和５年第１回 
 

 

 

 

 

大空町議会定例会会議録 

〔その２〕 

 

 

 

・招 集  令和 ５ 年 ３月 ７日 
 

 ・開 会  令和 ５ 年 ３月 ７日 
 

・閉 会 令和 ５ 年 ３月１４日 
 

 

 

 

 

 

大 空 町 議 会 



 

大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  大 泉 知 功   ７番  後 藤  忍 

 

２番  川 村  淳    ９番  上 地 史 隆 

 

 ３番  福 田 淳 一    10番  松  岡  克  美 

 

４番  森 賀 祐 司    11番  齋 藤 宏 司 

 

 ５番  鈴 木 秀 之   12番  原 本 哲 己 

 

 ６番  岩 原  繁    

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

   

  ８番 三  條   幸   夫 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 教 育 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  福 祉 課 長 

総 合 支 所 長  福 祉 課 参 事 

会 計 管 理 者  産 業 課 長 

総 務 課 長  産 業 課 参 事 

総 務 課 参 事  建 設 課 長 

総 務 課 参 事  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事 
 

 
住 民 福 祉 課 長 

移 住 ・ 定 住 支 援 室 長  総 務 課 主 査 

住 民 課 長   

   

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 参 事   

   

監 査 委 員 事 務 局 長  選挙管理委員会事務局長 

農 業 委 員 会 事 務 局 長 
 

 
 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主幹 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



令和５年第１回大空町議会定例会議事日程 

第２号 令和５年３月８日（水） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第２  諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 
 
日程第３  諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 
 
日程第４  諮問第３号 人権擁護委員の推薦について 
 
日程第５  同意第１号 大空町教育委員会委員の任命について 
 
日程第６  同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任について 
 
日程第７  議案第１号 大空町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更について 
 
日程第８  議案第２号 令和４年度大空町一般会計補正予算（第６号） 
 
日程第９  議案第３号 令和４年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 
 
日程第10  議案第４号 令和４年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
 
日程第11  議案第５号 令和４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第５号） 
 
日程第12  議案第６号 令和４年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号） 
 
日程第13  議案第７号 令和４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号） 
 
日程第14  議案第８号 令和４年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 
 
日程第15  議案第９号 令和４年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 
 
日程第16  議案第10号 大空町個人情報保護法施行条例制定について 
 
日程第17  議案第11号 大空町自治基本条例等の一部を改正する条例制定について 
 
日程第18  議案第12号 大空町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定に 

ついて 
 
日程第19  議案第13号 大空町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第20  議案第14号 大空町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の 

一部を改正する条例制定について 
 
日程第21  議案第15号 大空町子ども・子育て会議条例等の一部を改正する条例制定について 
 
日程第22  議案第16号 大空町障がい者福祉センター条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第23  議案第17号 大空町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 
 



日程第24  議案第18号 大空町リール式散水機施設管理条例の一部を改正する条例制定につい 
           て 
 
日程第25  議案第19号 令和５年度大空町一般会計予算 
 
日程第26  議案第20号 令和５年度大空町国民健康保険事業特別会計予算 
 
日程第27  議案第21号 令和５年度大空町後期高齢者医療特別会計予算 
 
日程第28  議案第22号 令和５年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算 
 
日程第29  議案第23号 令和５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算 
 
日程第30  議案第24号 令和５年度大空町簡易水道事業特別会計予算 
 
日程第31  議案第25号 令和５年度大空町下水道事業特別会計予算 
 
日程第32  議案第26号 令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算 
 
日程第33  発議第１号 大空町議会の個人情報の保護に関する条例制定について 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  松 川 一 正      教育委員会教育長  関 谷 正 樹 
 
   代表監査委員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  石 田 正 俊 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  鈴 木 章 夫   福 祉 課 長  宮 田   栄 
 
   総 合 支 所 長  田 中 信 裕   福 祉 課 参 事  佐 薙 清 美 
 
   会 計 管 理 者  阿 部 雅 浩   産 業 課 長  作 田 勝 弥 
 
   総 務 課 長  林   敏 美   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 参 事  佐 川 雅 仁   建 設 課 長  高 島 清 和 
 
   総 務 課 参 事  稲 川 浩 司   建 設 課 参 事  山 本 純 生 
 
   総 務 課 参 事  小 堀 弘 樹   住民福祉課長  山 本   晃 
 
   移住・定住支援室長  秋 葉 暢 康   総 務 課 主 査  安 念 真 人 
 
   住 民 課 長  星 加 政 志    
 
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課長  菅 野 洋 治    生涯学習課参事  砂 金 英 樹 
 
   生涯学習課参事    村 山   修 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  井 上   透 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  平 田 義 和   事 務 局 主 幹  田 中   学 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和５年３月８日 
 
                     大空町議会議長  原 本 哲 己 
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（開会 午前１０時００分） 

     ◎会議の宣言 

◇議  長 おはようございます。ただいまから令和５年第１回大空町議会定例 

会第２日目の会議を開きます。 

 

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において、１

番、大泉知功議員及び２番、川村淳議員を指名します。 

 

     ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

 事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１１名であ 

ります。三條議員より欠席する旨の届け出がございます。 

 本日の会議に説明のために出席する者の職氏名は一覧表として配付している

とおりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合がありま

すことをご了承願います。 

 本日の議事日程は、配付している日程表の通りとおりであります。 

 以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

     ◎日程第２ 諮問第１号 

◇議  長 日程第２、諮問第１号、人権擁護委員の推薦についてを議題としま 

す。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 

 

◇町  長 議案書の１ページです。諮問第１号、人権擁護委員の推薦について。 

人権擁護委員鎌田宏惇が令和５年６月３０日をもって任期が満了するので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、次の者を後任委員に推薦したいので、

議会の意見を求める。令和５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 住所、北海道網走郡大空町東藻琴西倉３５３番地の１。 

 氏名、鎌田宏惇。 

 生年月日、昭和２５年１２月１１日でございます。 

 鎌田氏は、平成２０年７月から５期１５年間人権擁護委員として人権啓発及

び相談活動に従事され、熱意を持った積極的な活動を実践されています。広く

社会の実情に通じ温厚な人柄であり人権擁護委員に適任であると判断しました

ことから、引き続き同氏を推薦申し上げたく議会の意見を求めるものでござい

ます。 

 本人の履歴につきましては、参考資料の１ページ、２ページに記載のとおり
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でございます。 

 以上、提案理由を説明させていただきましたので、ご賛同賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午前１０時０３分） 

 

    （再  開 午前１０時０４分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。本件はお手元に配付しました意見書のとおり適任と答申した

いと思います。ご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、諮問第１号、人権擁護委員の推 

薦については、お手元に配付しました意見書のとおり適任と答申することに決

定しました。 

 

     ◎日程第３ 諮問第２号 

◇議  長 日程第３、諮問第２号、人権擁護委員の推薦についてを議題としま 

す。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 

 

◇町  長 議案書の３ページです。諮問第２号、人権擁護委員の推薦について。 

人権擁護委員河崎琢哉が令和５年６月３０日をもって任期が満了するので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、次の者を後任委員に推薦したいので

議会の意見を求める。令和５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 住所、北海道網走郡大空町女満別本通６丁目１番１号。 

 氏名、河崎琢哉。 

 生年月日、昭和３３年２月１９日でございます。 

 河崎氏は、平成２３年７月から４期１２年人権擁護委員として人権啓発及び

相談活動に従事され、誠意を持った積極的な活動に取り組まれています。地域

の実情に通じ温厚な人柄であり、人権擁護委員に適任であると判断しましたこ

とから、引き続き同氏を推薦申し上げたく議会の意見を求めるものでございま

す。 
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 本人の履歴につきましては、参考資料の３ページ、４ページに記載のとおり

でございます。 

 以上、提案理由を説明させていただきましたので、ご賛同賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午前１０時０７分） 

 

    （再  開 午前１０時０８分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

 お諮りします。本件は、お手元に配付しました意見書のとおり適任と答申し

たいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、諮問第２号、人権擁護委員の推 

薦については、お手元に配付しました意見書のとおり適任と答申することに決

定しました。 

 

     ◎日程第４ 諮問第３号 

◇議  長 日程第４、諮問第３号、人権擁護委員の推薦についてを議題としま 

す。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 

 

◇町  長 議案書の５ページです。諮問第３号、人権擁護委員の推薦について。 

人権擁護委員坂巻重子が令和５年６月３０日をもって任期が満了するので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、次の者を後任委員に推薦したいので

議会の意見を求める。令和５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 記、住所、北海道網走郡大空町東藻琴５５番地の１２。 

 氏名、坂巻重子。 

 生年月日、昭和４２年１１月２３日でございます。 

 坂巻氏は令和２年７月から１期３年間人権擁護委員として人権啓発及び相談

活動に従事され、積極的に取り組まれています。地域住民からの信頼も厚く実

直な人柄であり、人権擁護委員に適任であると判断いたしましたことから、同

氏を推薦申し上げたく議会の意見を求めるものでございます。 
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 本人の履歴につきましては、参考資料の５ページに記載のとおりでございま

す。 

 以上、提案理由を説明させていただきましたので、ご賛同賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午前１０時１０分） 

 

    （再  開 午前１０時１１分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。本件は、お手元に配付しました意見書とおり適任と答申した

いと思います。ご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、諮問第３号、人権擁護委員の推 

薦については、お手元に配付しました意見書とおり適任と答申することに決定

しました。 

 

     ◎日程第５ 同意第１号 

◇議  長 日程第５、同意第１号、大空町教育委員会委員の任命についてを議 

題とします。本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 

 

◇町  長 議案書の７ページでございます。同意第１号、大空町教育委員会委 

員の任命について。大空町教育委員会委員、山神勇二が令和５年６月１１日を

もって任期が満了するので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条

第２項の規定により、次の者を後任委員に任命したいので議会の同意を求め

る。令和５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 記。住所、北海道網走郡大空町女満別大東１７１番地の８。 

 氏名、山神勇二。 

 生年月日、昭和５８年１２月１７日生まれの３９歳でございます。 

 山神氏は、令和３年６月２４日から教育委員会委員として活動されておりま

す。子育て世代の１人として教育行政の運営にご尽力いただきましたことから、

引き続き同氏を任命いたしたく議会の同意を求めるものでございます。 

 本人の履歴につきましては、参考資料の７ページに掲載してございますので、
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ごらんいただきたいと存じます。以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 何とぞご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから、同意第１号、大空町教育委員会委員の任命についてを採決します。

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１号、大空町教育委員会 

 委員の任命については、同意することに決定しました。 

 

     ◎日程第６ 同意第２号 

◇議  長 日程第６、同意第２号、オホーツク町村公平委員会委員の選任につ 

いてを議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 

 

◇町  長 議案書の９ページでございます。同意第２号、オホーツク町村公平 

委員会委員の選任について。オホーツク町村公平委員会委員高畑秀美が令和５

年３月３１日をもって任期が満了するので、オホーツク町村公平委員会規約第

３条第１項の規定により、次の者を後任委員に選任したいので議会の同意を求

める。令和５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 記。住所、北海道網走郡大空町女満別住吉３６０番地の４。 

 氏名、山下英二。 

 生年月日、昭和３５年２月９日生まれの６３歳であります。 

 山下氏は、ご存じのとおり、旧女満別町長そして初代大空町長として長年に

わたり町政を牽引し、本町のまちづくりに多大な貢献をされました。人格高潔

で識見高く、公平公正であり、公平委員会委員に適任でありますことから、同

氏を選任いたしたく議会の同意を求めるものでございます。 

 なお、本人の履歴につきましては、参考資料の９ページに掲載しております

ので、ご覧いただきたいと存じます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。何とぞご同意賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 これから、同意第２号、オホーツク町村公平委員会委員の選任についてを採

決します。 

 お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２号、オホーツク町村公 

平委員会委員の選任については、同意することに決定しました。 

 

     ◎日程第７ 議案第１号 

◇議  長 日程第７、議案第１号、大空町過疎地域持続的発展市町村計画の一 

部変更についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。佐川総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書１１ページをお開き願います。議案第１号。大空町過疎地 

域持続的発展市町村計画の一部変更について。大空町過疎地域持続的発展市町

村計画の一部を別紙のとおり変更したいので、過疎地域の持続的発展の支援に

関する特別措置法第８条第１０項の規定に基づき、議会の議決を求める。令和

５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 本案は、令和４年度事業及び令和５年度当初予算として提案しております事

業などについて、財源措置として過疎対策事業債の充当を予定していることか

ら、新たに６つの事業を追加するものでございます。 

 変更内容でございます。１３ページをご覧ください。表の右側が変更前、左

側が変更後の計画であります。 

 区分の２、産業の振興、（１０）過疎地域持続的発展特別事業第１次産業に

おける左側の表の下段、下線を引いております事業の追加ですけれども、東藻

琴山麓第２地区草地畜産基盤整備事業でございます。草地の付録、傾斜、排水

不良解消するための区画整理などを行うもので、東藻琴地区における草地畜産

基盤整備を進めるもので、事業主体は北海道でございます。 

 続きまして、１５ページをご覧ください。区分の５、生活環境の整備。防

災・防犯における左側の表の１番下に下線を引いております。防災施設整備事

業でございます。網走川流域の洪水被害を最小限とするため、災害時の緊急復

旧活動を行う上で必要な資材の備蓄や水防センター施設整備など、災害時の活

動拠点となる大空地区河川防災ステーション整備に要する経費を負担するもの

でございます。事業主体は国と大空町でございます。 

 続きまして、１６ページをご覧ください。区分の７、医療の確保におけるそ

の他、下から２行目の患者輸送車整備事業でございます。東藻琴地区の各集落

から東藻琴診療所まで患者の送迎を実施しております老朽化した患者移送車を

更新するもので、事業主体は大空町でございます。 

 続きまして、その下、医療・介護人材確保事業でございます。町内の医療、

介護施設における人手不足の解消と資格取得促進による人材育成を支援するた

め、医療等従事者の確保定着を図る施設に対し、対象経費の一部を補助するも

ので事業主体は大空町でございます。 
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 続きまして１７ページをご覧ください。区分の８、教育の振興における（４）

過疎地域持続的発展特別事業、義務教育の中段の下線、学校施設環境整備事業

でございます。小中学校の普通教室、特別支援教室等に保健衛生環境の向上を

図るためのエアコン設置するもので、事業主体は大空町でございます。 

 続きまして、表の１番下の下線、すぱーく東藻琴整備事業でございます。す

ぱーく東藻琴のＬＥＤ化を図るもので、事業実施主体は大空町でございます。 

 以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第1号、大空町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更につ

いてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１号、大空町過疎地域特 

続的発展市町村計画の一部変更については、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第８ 議案第２号 

◇議  長 日程第８、議案第２号、令和４年度大空町一般会計補正予算（第６ 

号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書１９ページでございます。議案第２号、令和４年度大空町一 

般会計補正予算（第６号）。 

 令和４年度大空町一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１

億７，３１８万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９１億

１，８７４万４，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

 繰越明許費。第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に
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繰り越して使用することができる経費は、第２表 繰越明許費による。 

 債務負担行為の補正。第３条、債務負担行為の追加、廃止及び変更は、第３

表 債務負担行為補正による。 

 地方債の補正。第４条、地方債の追加、廃止及び変更は、第４表、地方債補

正による。令和５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 ２１ページをお開き願います。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

 １款、町税に８９９万５，０００円追加。２款、地方譲与税に７７７万８，

０００円追加。３款、利子割交付金から１３万円減額。６款、法人事業税交付

金に４８９万３，０００円追加。７款、地方消費税交付金から１，２５４万１，

０００円減額。８款、ゴルフ場利用税交付金に２４万１，０００円追加。９款、

環境性能割交付金から４５７万４，０００円減額。１０款、地方特例交付金に

９９万７，０００円追加。１１款、地方交付税に５，４３３万２，０００円追

加。１２款、交通安全対策特別交付金から１０万５，０００円減額。１３款、

分担金及び負担金から２，８２５万４，０００円減額。２２ページをお開き願

います。１４款、使用料及び手数料から４０８万７，０００円減額。１５款、

国庫支出金から４，３６１万２，０００円減額。１６款、道支出金から８２８

万９，０００円減額。１７款、財産収入に４０１万８，０００円追加。１８款、

寄附金から７，５００万円減額。１９款、繰入金から６，４５５万４，０００

円減額２１款、諸収入から２，１２８万９，０００円減額。２２款、町債に８

００万円追加。歳入合計は１億７，３１８万１，０００円減額し、９１億１，

８７４万４，０００円とするものです。 

 ２３ページをごらん願います。歳出です。 

 １款、議会費から１０３万１，０００円減額。２款、総務費から４，８７０

万１，０００円減額。３款、民生費から５８６万５，０００円減額。４款、衛

生費から３，０５８万７，０００円減額。５款、労働費から１万６，０００円

減額。６款、農林水産業費から５，４４３万４，０００円減額。７款、商工費

に４７万４，０００円追加。８款、土木費から３９３万６，０００円減額。２

４ページをお開き願います。９款、消防費に５，９３８万９，０００円追加。

１０款、教育費から３，４１４万４，０００円減額。１１款、公債費から３３

万８，０００円減額。１２款、職員給与費から５，３９９万２，０００円減額。

歳出合計は１億７，３１８万１，０００円を減額し、歳入合計と同額とするも

のです。２５ページをご覧願います。 

 第２表、繰越明許費です。４款２項、一般廃棄物最終処分場管理運営費２，

６９５万円は、水処理施設の制御盤などを修繕するものですが、部品の調達に

おくれが生じ年度内に業務が完了しないもの。６款１項、農業水路と長寿命化

防災減災事業１，４０４万１，０００円は、畑地かんがい施設と古梅ダム管理

設備の更新工事に係るものですが、資材の納入見通しが立たず年度内の執行が

できないもの。次の８款２項、除雪機械整備事業２，６４９万７，０００円は、

除雪トラックの購入でありますが、こちらも関連部品の調達が遅れておりまし

て、年度内の納車が困難な状況でありますことから繰越すものです。 

 ２６ページをお開き願います。第３表、債務負担行為補正。１、追加です。

次の表の２、廃止と関連がありますので、あわせて説明させていただきます。
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１項目めの道営女満別豊住地区農地整備事業と２項目めの道営女満別東部高台

地区推進施設と保全高度化事業につきましては、支出予定の期間と限度額が工

事の見直しにより変更が生じましたが、既に過年度議決をいただいており、補

正できませんことから廃止をし改めまして、期間と限度額を設定し、それぞれ

追加するものです。追加の３項目め、東藻琴山麓第２地区草地畜産基盤整備事

業につきましては、期間、令和５年度から令和８年度まで、限度額１億２，１

９２万５，０００円を新たに追加するものです。次の単身者住宅賃貸借契約に

関する債務負担行為につきましては、期間を令和５年度から令和１３年度まで

とし、限度額２，７２１万６，０００円を追加するものです。 

 下段の３、変更です。農業振興資金利子補給金は、借入額の確定に伴いまし

て、右端補正後の限度額を約２６１万円に。次の農業担い手応援資金利子補給

金につきましても同じく金額の確定により、限度額を８万７，０００円に変更、

また期間を令和２４年度までとするものです。道営女満別本郷第２地区農地整

備事業は、工事の変更によりまして限度額を２億１，０３５万円、期間を令和

１０年度までに。次の、道営女満別南部地区水利施設等保全高度化事業につき

ましても、同様に工事の見直しによりまして、限度額を８，９１３万１，００

０円に変更します。最後の令和４年度入学資金借入金利子等助成金は、借入金

額の確定によりまして補正後欄の期間を令和１７年度まで、限度額を１６万１，

０００円に、金利変動による増額分を加算した額に変更するものでございます。 

 続きまして、２７ページです。第４表、地方債補正。 

 １、追加です。高齢者等移動支援事業債は、福祉タクシー券交付による支援

などに係る財源としまして、地方債を借り入れるため限度額２２０万円を追加

します。認定こども園等給食費補助事業債は、認定こども園給食費の助成事業

につきまして限度額６４０万円を追加します。次の学校給食費補助事業債につ

きましても、同様に財源確保の観点から、地方債を借り入れることとし、限度

額２，５２０万円を追加するものです。これらはいずれも過疎対策事業債のソ

フト分を適用するものですが、発行額に追加の配分がありましたことから、財

源として有効に活用するものです。 

 次に、２、廃止です。スクールバス整備事業債は、スクールバス購入に係る

財源として予定をしておりましたが、購入を見送りましたことから廃止するも

のです。 

 ３、変更です。自治会活動支援事業債からめくっていただきまして、２８ペ

ージ、１番下でございます。図書館整備事業債までの１８事業につきましては、

それぞれ事業費の確定などに伴い、限度額を変更するものです。いずれも起債

の方法、利率、償還の方法に変更はございません。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書についてですが、今回の補正予算は、

年度末に向けた実行予算を実施したものでございます。入札、事業費の確定、

利用者の増減など、執行残により整理した事項につきましては、説明を省略さ

せていただきますので、あらかじめご了承願います。 

 歳出から説明しますので、５４、５５ページをお開き願います。 

 ５５ページ説明欄下から三つ目の丸です。２款１項７目ふるさと応援寄附金

事業の７節、寄附者報償費１，６２７万４，０００円の減額は、当初の見込み
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より寄附額が減少していることによるものです。 

 ６４、６５ページをお開き願います。６５ページ上から三つ目の丸、３款１

項１目２７節、国民健康保険事業特別会計繰出金４４７万３，０００円は、未

就学児の軽減額がふえたことによる追加です。 

 ６８、６９ページをお開き願います。６９ページ上から６行目３款２項１目

１８節、負担金補助及び交付金の二つ目、出産子育て応援給付金３２０万円の

追加は、国の施策に基づき、妊娠、出産された方に対して支援金を給付するも

のです。次の２２節、償還金利子及び割引料総額５，８６２万６，０００円の

追加は、子育て支援交付金の前年度と過年度分における国と北海道から補助金

につきまして、会計検査院から補助対象の考え方について指摘を受け、返還す

るものです。 

 ７０、７１ページをお開き願います。７１ページ上から二つ目の丸、４款１

項２目新型コロナウイルス感染症対策事業の１８節、自費検査費用助成金２０

万円は、当初見込みを上回る状況にありますことから追加いたします。 

 次に８０、８１ページをお開き願います。８１ページ上から三つ目の丸、６

款１項６目農業水路等長寿命化・防災減災事業の１８節、オホーツク東部広域

農業水利管理協議会負担金、１，１０４万１，０００円の追加は、畑地かんが

い施設と古梅ダム管理設備を更新工事に係るもので、先ほど繰越事業として説

明をさせていただいたものです。 

 ８４、８５ページをお開き願います。８５ページ上から二つ目の丸、７款１

項２目藻琴山温泉芝桜公園管理運営費の１２節、指定管理委託料３２３万１，

０００円は、新型コロナウイルスの影響により入園料などが減少したことから

追加するものです。その二つ下の丸、大空町観光誘客促進事業の１８節、芝桜

公園誘客促進補助金９０万円は、入園料の改定に伴いましてパンフレットなど

の印刷経費を追加します。 

 ８６、８７ページをお開き願います。８７ページ、下から二つ目の丸、８款

４項１目２７節、下水道事業特別会計繰出金３２４万６，０００円は、下水道

使用料が当初見込みを下回る状況にありますことから追加するものです。 

 ８８、８９ページをお開き願います。８９ページ上から三つ目の丸、８款７

項１目空港対策費の１８節、負担金補助及び交付金の４行目女満別空港新規就

航路線利用促進補助金１５万円と、次の航空機利用特典事業補助金２６０万円

は、航空機の運賃を助成し利用を促すものですが、不足が生じる見込みであり

ますことから追加いたします。 

 次に、９０、９１ページでございます。９１ページ上から３行目、９款１項

４目１８節、北海道市町村備荒資金組合納付金６，６５２万１，０００円は、

災害など有事の際に備えて財源を確保するため積み立てるものです。 

 ９２、９３ページをお開き願います。９３ページ上から２行目、１０款２項

１目女満別小学校管理費の１０節、光熱水費１７２万５，０００円と、下から

二つ目の丸、３項１目女満別中学校管理費の１０節、燃料費４４万４，０００

円、次の丸、東藻琴中学校管理費の１０節、燃料費８１万４，０００円、めく

っていただきまして、９５ページです。中段、上から五つ目の丸ですが、４項

１目大空高等学校管理費の１０節、燃料費と光熱費合わせまして１２９万８，
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０００円、さらに三つ下の丸、大空高等学校実習費の１０節燃料費７６万円、

次の４目大空高等学校寄宿舎管理費の１０節、燃料費と光熱水費合計して７６

万３，０００円は、それぞれ電気料と燃料費を追加するものです。 

 ９８、９９ページをお開き願います。９９ページ下から三つ目の丸になりま

す。６項３目女満別学校給食センター管理運営費の１０節、光熱水費２７８万

４，０００円と二つ下の丸東藻琴学校給食センター管理運営費の１０節、燃料

費、さらに次のページになります。１０１ページ、１行目の光熱水費合わせて

６６万６，０００円につきましても、同様に燃料価格の高騰により増額して対

応するものです。 

 歳出は以上でございまして、続いて、歳入の説明をしますので、３２、３３

ページをお開き願います。３３ページ下から４項目目、２款３項１目１節、航

空機燃料譲与税に１，８１８万７，０００円の増額は、航空機の運航が回復傾

向にあり、当初の見込みを上回る状況にありますことから追加するものです。 

 ３４、３５ページをお開き願います。３５ページ上から５項目めの１１款１

項１目１節、普通交付税の５，４３３万２，０００円は、臨時の経済対策費と

して追加交付があったことによるものです。下から２項目めの１３款２項２目

１節、ごみ焼却施設維持管理費負担金、１，５８２万６，０００円の減額は、

他の自治体からの可燃ごみ受け入れ量が当初の見込みを下回ったことによるも

のです。 

 ４４、４５ページをお開き願います。中段の１８款１項１目１節、一般寄附

金、７，５５０万円の減額は、当初の見込みより寄附額が減少していることに

よるものです。その二つ下１９款１項１目１節、財政調整基金繰入金６，１４

０万３，０００円の減額は、今回の補正予算の財源調整のため繰り入れを取り

やめるものです。 

 ４８、４９ページの２２款、町債につきましては第４表、地方債補正で説明

したとおりですので省略をさせていただきます。 

 以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げました。ご審議くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 １点だけ確認をしたいと思います。 

 歳入について、３５ページで、衛生費の負担金につきまして、ごみ焼却施設

の維持管理負担金、１，５８２万６，０００円が減額になっているということ

でございます。他の自治体からの受け入れごみの減少ということになっており

ますが、ほかの自治体、斜里、網走かと存じますが、内訳につきましてもう少

し詳細をちょっと説明していただければありがたいなと思います。よろしくお

願いします。 

 

◇議  長 山本住民福祉課長。 
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◇住民福祉課長 鈴木議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 ごみ処理負担金につきまして、議員さんおっしゃられたとおり、網走市及び

斜里町から負担金をいただいているものでございます。当初数字すいません、

ちょっと今資料なかったのですが、現在受けている搬入量としましては、網走

市から令和４年度受け入れとしましては、１７０トン約受けております。斜里

町からは、現在、２２トンの受け入れをしているところで、見通しより若干減

っていることで申し訳ございません、当初の数字今持ち合わせていないので、

その分減額となったものでございます。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午前１０時４５分） 

 

    （再  開 午前１０時４６分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 この関係につきましては、報道等でもなかなか報道でもされており 

ますので、町民の関心も高いようでございます。私どもとしても知っておきた

いと思いますので、もう少し詳しい資料ができましたら提供していただければ

と思います。 

 

◇議  長 山本住民福祉課長。 

 

◇住民福祉課長 申しわけございません。先ほどもご説明させていただきました 

が、ちょっと今、当初の数字を持ち合わせておりませんので、後ほど資料提出

させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ほか質疑ありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２号令和４年度大空町一般会計補正予算（第６号）を採決し

ます。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２号令和４年度大空町一 

 般会計補正予算（第６号）は、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第９ 議案第３号 

◇議  長 日程第９、議案第３号、令和４年度大空町国民健康保険事業特別会 

計補正予算（第５号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１１７ページでございます。議案第３号、令和４年度大空町 

国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）。 

 令和４年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定

めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

９，２５６万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０億

６，２２６万６，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和５年３月７日

提出、大空町長松川一正。 

 議案書１１９ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 １款、国民健康保険税に２７７万４，０００円を追加。２款、国庫支出金か

ら７２万円を減額。３款、道支出金から９，７３９万７，０００円を減額。４

款、財産収入から３，０００円を減額。５款、繰入金に３５３万６，０００円

を追加。７款、諸収入から７５万２，０００円を減額し、歳入合計は９，２５

６万２，０００円を減額し、１０億６，２２６万６，０００円とするもので

す。 

 １２０ページをお開き願います。歳出です。 

 １款、総務費から７５万３，０００円を減額。２款、保険給付費から９，２

３７万円を減額。４款、保健事業費から１７７万２，０００円を減額。５款、

財政調整基金費に２３３万３，０００円を追加。６款、国民健康保険事業費納

付金及び７款、諸支出金は、財源振りかえのため補正額は０円とし、歳出合計

は９，２５６万２，０００円を減額し、歳入合計と同額にするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出よりご説

明申し上げますので１２８、１２９ページをお開き願います。年度末の実行予

算において、執行残見込み等により整理した細かな事項につきましては、簡略

な説明とさせていただきますので、ご了承願います。 

 １款１項１目総務一般事務費の３節、会計年度任用職員手当８節、普通旅費

１３節、国保連合会システムライセンス使用料につきましては、執行残見込み

により減額をするものです。２項１目国民健康保険税賦課徴収事業の８節、普

通旅費は会議のオンライン出席などによる執行残を減額するものです。１１節、

コンビニエンスストア収納手数料につきましては実行実績見込みにより減額を
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するものです。３項１目国民健康保険運営協議会費の１節、国民健康保険運営

協議会委員報酬及び８節、費用弁償につきましては、執行残による減額でござ

います。 

 ２款１項１目療養給付費の１８節、療養給付費から７，０９０万４，０００

円の減額、２目療養費の１８節、療養費から８７万３，０００円の減額、２項

１目高額療養費の１８節、高額療養費から１，８７９万３，０００円の減額、

２目高額介護合算療養費の１８節、高額介護合算療養費から２５万円の減額は、

実績見込みにより減額するものでございます。３項１目移送費の１８節、移送

費から９万円の減額は実績見込みにより減額をするものです。 

 １３０ページ、１３１ページをお開き願います。４項１目出産育児一時金の

１８節、出産育児一時金から、８４万円の減額は当初１３人分見込みとしたと

ころ、実績見込み１１人分として減額するものです。６項１目傷病手当金の１

８節、傷病手当金から６２万円の減額。 

 ４款１項２目特定健康診査等事業の８節、普通旅費から３万９，０００円の

減額は執行残を見込んで減額し、１２節、特定検診委託料から４５万４，００

０円の減額は実績見込みによる減額でございます。３目保健事業費の１節、会

計年度任用職員報償費から９０万２，０００円の減額、３節、会計年度任用職

員手当から２３万２，０００円の減額、４節、会計年度任用職員社会保険料か

ら１４万５，０００円の減額は、執行残によるものです。 

 ５款１項１目国民健康保険基金積立金の２４節、国民健康保険基金積立金に

２３３万３，０００円の増額は、財源調整のために増額するものです。 

 続きまして、歳入の説明をいたしますので、１２４ページ、１２５ページを

お開きください。 

 １款１項１目国民健康保険税の１節から６節まで合計で２７７万４，０００

円の増額は、保険税本算定による増額となるものです。 

 ２款１項１目１節、傷病手当金補助金から７２万円の減額は、受け入れ科目

を保険給付費等交付金に統合し減額をするものです。 

 ３款１項１目１節、保険給付費等交付金の普通交付金から９，１７５万円の

減額は、主に歳出の療養給付費の減でございます。その下、特別交付金から５

６４万７，０００円の減額は、主に歳出の保健事業費の実績見込みによるもの

です。 

 ５款１項１目１節、一般会計繰入金に４４７万３，０００円の増は、法定内

繰入金対象として、令和４年度よりに未就学時に係る均等割保険税軽減制度に

要する経費が追加となったことが主な要因となって増額となるものです。２項

１目１節、国民健康保険基金繰入金から、９３万７，０００円の減額は実績見

込みによるものです。 

 ７款１項１目１節、延滞金から４２万５，０００円の減額は、実績見込みに

より減額をするものです。３項２目１節、返納金から１５万２，０００円の減

額は、資格喪失や労災適用により医療費を返納していただいたことによるもの

です。 

 以上、補正予算の内容についてご説明申し上げましたので、ご審議ください

ますようよろしくお願いいたします。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （なしの声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （なしの声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３号、令和４年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第５号）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３号令和４年度大空町国 

民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第１０、議案第４号 

◇議  長 日程第１０、議案第４号、令和４年度大空町後期高齢者医療特別会 

計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１３５ページでございます。議案第４号、令和４年度大空町 

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。 

 令和４年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ４７万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１

億２，４３９万１，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和５年３月７日

提出、大空町長松川一正。 

 議案書１３７ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 １款、後期高齢者医療保険料から５７万１，０００円を減額。２款、繰入金

から９万円を減額。３款、繰越金１９万円を追加し、歳入合計は４７万１，０

００円を減額し、１億２，４３９万１，０００円とするものです。 

 １３８ページをお開き願います。歳出です。 

 １款、総務費から９万円を減額。２款、後期高齢者医療広域連合納付金から

３８万１，０００円を減額し、歳出合計は４７万１，０００円を減額し、歳入

合計と同額にするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出よりご説
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明いたしますので、１４４ページ、１４５ページをお開き願います。 

 １款１項１目総務費一般事務費の８節、普通旅費から９万円の減額は執行残

見込みによる減額をするものです。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金の１８節、後期高齢者医療広域

連合納付金から３８万１，０００円の減額は主に後期高齢者医療保険料の減少

によるものです。 

 続きまして、歳入の説明をいたしますので、１４２、１４３ページをお開き

願います。 

 １款１項１目１節、後期高齢者医療特別徴収保険料から１７０万１，０００

円の減額は実績見込みによるものです。２目１節、後期高齢者医療保険料現年

度分に１１３万円の増額は保険料本算定により増額となるものです。 

 ２款１項１目１節、事務費繰入金から９万円の減額は、歳出、総務一般事務

費の減額に伴うものです。 

 ３款１項１目１節、前年度繰越金に１９万円の追加は、前年度繰越金を計上

するものです。 

 以上、補正予算の内容についてご説明申し上げました。ご審議くださいます

ようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 これで討論を終わります。これから、議案第４号令和４年度大空町 

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を採決します。お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第４号、令和４年度大空町 

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 ここで１０分間休憩します。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

    （休憩 午前１１時０４分） 

 

    （再開 午前１１時１３分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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     ◎日程第１１ 議案第５号 

◇議  長 日程第１１、議案第５号、令和４年度大空町介護保険事業勘定特別 

会計補正予算（第５号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 １４７ページをお開きください。議案第５号、令和４年度大空町 

介護保険事業勘定特別会計補正予算（第５号）。 

 令和４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第５号）は、次に定

めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９，

５６８万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億１６４万

９，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和５年３月７日

提出、大空町長松川一正。 

 １４９ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 １款、保険料から３８３万９，０００円を減額。２款、使用料及び手数料に

３万円を追加。３款、国庫支出金から３，０９６万３，０００円を減額。４款、

支払基金交付金から３，５１７万円を減額。５款、道支出金から２，１３５万

８，０００円を減額。７款、繰入金から４８７万１，０００円を減額。９款、

諸収入に４８万８，０００円を追加。歳入合計は９，５６８万３，０００円減

額し、７億１６４万９，０００円とするものです。 

 １５０ページをお開きください。歳出です。 

 １款、総務費から１３４万６，０００円を減額。２款、保険給付費から８，

５５８万８，０００円を減額。３款、地域支援事業費から２１２万円を減額。

４款、基金積立金から６６１万７，０００円を減額。５款、諸支出金から１万

２，０００円を減額。歳出合計は９，５６８万３，０００円減額し、歳入合計

と同額にするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出からご説

明いたしますので、１５８、１５９ページをお開きください。歳出です。 

 １款１項１目総務一般事務費です。１３２万６，０００円の減額は、令和５

年度に策定する第９期介護保険事業計画のアンケート調査を今年度実施するも

のですが、選定した調査委託先の委託料が安価であったことから１５７万６，

０００円の減額。さらに委託料とは別に調査票の送付料として郵便料２５万円

追加したものです。 

 その下、１款３項２目認定調査費等につきましては関連するものがございま

すので、後から説明申し上げます。 

 次に、２款、保険給付費をご覧ください。１項介護サービス等諸費と２項介

護予防サービス給付費の減額は、今年度の給付見込みの減によるものです。 

 １５８ページ１番下から次のページ１番上の４項１目１８節、高額介護サー

ビス給付費１３２万４，０００円の減額は、各サービス給付費の減額の影響に

よるものです。 
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 その下、６項１目１８節、特定入所者介護サービス給付費の減額は、利用者

の減によるものです。 

 １５８ページ、１５９ページをお開きください。上から６段目です。１款３

項２目認定調査等費３節、職員手当等は会計年度任用職員手当、期末手当から

２万円の減額と、また次のページをめくっていただきまして、１６１ページ中

段、２款３項１目、二つ目の認知症総合支援事業の会計年度任用職員手当、期

末手当２万円の減額は、人事院勧告の影響によるものです。 

 また、認知症総合支援事業での研修会負担金３万８，０００円の減額につき

ましても、地域支援相談員の現任研修予定だったのですけれども、ちょっと受

けられませんでしたので、又、次年度の予定をしております。 

 その一つ目の丸、包括的支援事業から１０８万７，０００円の減額につきま

しては、予防給付業務についていた会計任用職員が１１月で退職したことによ

ります。 

 下から６行目です。２目１２節、成年後見制度利用支援事業委託料６，００

０円の減額は、委託の見合わせ等した結果、積算等で６，０００円を減額する

ものです。 

 同じく２目１８節、除雪サービス事業費、助成金３０万円の増額は在宅高齢

者宅の玄関先除雪を行うサービス費、除雪サービス申請の実績に合わせまして

増額とするものです。 

 その下４項、介護予防・生活支援サービス事業費、１枚ページをめくってい

ただいて、１目、介護予防・生活支援サービス事業費です。認定を受ける前の

ヘルパーサービスですとか、要介護認定者の介護サービス外のサービスなりま

す。実績に沿って１１８万１，０００円を減額しております。 

 その下、４款１項１目２４節、介護保険基金積立金から６６１万７，０００

円の増額は、歳入歳出からの、減額は、歳入歳出間の財源調整によるものです。 

 ５款１項２目償還金の２２節、前年度地域支援事業道交付金返還金から１万

２，０００円の減額は、交付金内訳が追加交付金と返還金が相殺されたことに

よるものです。 

 続きまして、歳入の説明を申し上げますので、１５４、１５５ページをお開

きください。 

 １款1項１目第１号被保険者保険料の１節、介護保険料現年課料分から３８

３万９，０００円の減額は、介護賦課額に合わせるものです。 

 ２款１項１目地域支援事業手数料の１節、高齢者世話付住宅生活援助員援助

活動手数料に３万円の追加は、手数料を要する利用者の実態に合わせたもので

す。 

 ３款国庫支出金、４款支払基金交付金、５款道支出金からそれぞれの減額は、

歳出の介護給付費に対する法定負担割合に応じて算出した額の減額です。 

 ３款２項３目１５５ページ中段やや下、１節、保険者機能強化推進交付金か

ら５０万１，０００円の減額と、その下４目１節、保険者努力支援交付金から

６７万７，０００円の減額は、国による自治体への財政的インセンティブとし

ての評価によるものです。 

 １５６、１５７ページです。７款１項１目１節、介護給付費繰入金から１，



19 

 

５１０万４，０００円の減額と、その下２目１節、包括的支援事業・任意事業

繰入金から１０万９，０００円の減額及び同じく２目２節、介護予防・日常生

活支援総合事業繰入金から１５万８，０００円の減額は、歳出の介護給付費に

対する町の負担割合に応じて算出した額により減額したものです。 

 その下３目１節、所得者保険料軽減繰入金から１２０万３，０００円の減額

は保険料減額の確定によるものです。 

 さらにその下２項１目１節、介護保険基金繰入金に１，１７０万３，０００

円の追加は財源調整のためです。 

 ９款１項１目１節、第１号被保険者延滞金に1万２，０００円の追加は延滞金

額の確定によるものです。 

 その下３項２目１節、雑入の要介護認定審査判定受託収入に１万５，０００

円の追加は生活保護受給者の介護認定事務を実施したことに伴い北海道から支

払われるものです。 

 その下３項３目１節、給付金返納金４６万１，０００円の追加は、介護サー

ビス事業者の過誤請求によるものです。 

 以上、補正予算の内容につきましてご説明申し上げましたので、ご審議賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第５号、令和４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算

（第５号）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第５号、令和４年度大空町 

介護保険事業勘定特別会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

 

     ◎日程第１２ 議案第６号 

◇議  長 日程第１２、議案第６号、令和４年度大空町介護サービス事業勘定 

特別会計補正予算（第３号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 
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◇福祉課参事 議案書１６５ページをお開きください。議案第６号、令和４年度 

大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３項）。 

 令和４年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１

万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６２９万２，０００

円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和５年３月７日

提出、大空町長松川一正。 

 １６７ページです。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 １款、介護給付費収入に２５万１，０００円を追加。２款、繰入金から２６

万２，０００円を減額。歳入合計は１万１，０００円減額し６２９万２，００

０円とするものです。 

 １６８ページです。歳出です。 

 １款、サービス事業費から１万１，０００円を減額し、歳出合計は１万１，

０００円減額し、歳入合計と同額とするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出からご説

明しますので、１７４、１７５ページをお開きください。 

 歳出です。１款１項１目介護予防支援事業費の１２節、介護予防支援システ

ム委託料及び介護予防支援計画作成委託料から１万１，０００円の減額は、委

託費見積もり合わせをした結果によるものです。 

 続いて歳入の説明を申し上げますので１７２、１７３ページをお開きくださ

い。 

 １款１項１目１節、介護予防サービス計画収入に２５万１，０００円の追加

は要支援認定者のサービス利用が増えたため、予防支援事業者としてサービス

計画収入が増えたものです。 

 ２款１項１目１節、一般会計繰入金から２６万２，０００円の減額は今回の

補正予算の財源調整によるものです。 

 以上、補正予算の内容につきましてご説明申し上げましたので、ご審議賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これから議案第６号、令和４年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正

予算（第３号）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり採決することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第６号、令和４年度大空町 

介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決され

ました。 

 

     ◎日程第１３ 議案第７号 

◇議  長 日程第１３、議案第７号、令和４年度大空町簡易水道事業特別会計 

補正予算（第５号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１７７ページになります。議案第７号、令和４年度大空町簡 

易水道事業特別会計補正予算（第５項）。 

 令和４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定める

ところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１表、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，

１００万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億６，６５２万１，０

００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正。第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。令和

５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 １７９ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 １款、使用料及び手数料に３５４万１，０００円追加。２款、繰入金から１，

９６０万２，０００円の減額。４款、諸収入に１，０１７万１，０００円追加。

５款、町債から１，５００万円の減額。６款、国庫支出金から１１万円を減額

し、歳入合計は２，１００万円を減額し３億６，６５２万１，０００円とする

ものです。 

 １８０ページをお開き願います。歳出です。 

 １款、総務費から１，９７１万２，０００円を減額。２款、公債費から１２

８万８，０００円を減額し、歳入合計と同額とするものです。 

 １８１ページをお開き願います。第２表、地方債補正。１、変更です。 

 女満別本町地区簡易水道事業債は、限度額３２０万円に６０万円を追加し３

８０万円に。女満別高台地区簡易水道事業債は、限度額１，２５０万円から６

９０万円を減額し５６０万円に。東藻琴地区簡易水道事業債は、限度額３，７

７０万円から８７０万円減額し２，９００万円に。それぞれ事業費の確定によ

り変更しております。起債の方法、利率、償還の方法に変更はありません。 

 次に歳入歳出補正予算事項明細書の説明ですが、歳出から説明いたしますの
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で、１８８、１８９ページをお開き願います。 

 １款１項１目職員給与等２節、給料から１８節、負担金補助及び交付金まで

の合計８１１万円の減額は、令和４年６月１日付けの人事異動に伴う変更です。 

 簡易水道一般管理事業、１２節委託料から３７万６，０００円の減額は執行

残によるよるものです。同じく２６節、消費税及び地方消費税１２９万１，０

００円の減額は、税額の確定によるものです。 

 ２項１目簡易水道施設管理費１１節、役務費２０万５，０００円。１２節、

委託料６６万円。１３節、使用料及び賃借料７，０００円。１４節、工事請負

費６２万９，０００円の減額は、それぞれ執行残によるものです。１７節、備

品購入費から４３８万３，０００円の減額は、給水栓ごとに設置しております

メーター器の更新５９８台の購入費用となっておりますが、購入単価の再積算、

入札差金による減額となっております。２目建設改良費女満別本町地区簡易水

道整備事業１２節、委託料から３０万円の減額は、修繕に係る設計費用を計上

しておりましたが、未執行により減額となっております。 

 １９０、１９１ページになります。１４節、工事請負費から１１６万５，０

００円の減額は、事業費の確定によるものです。女満別高台地区簡易水道整備

事業１２節、委託料調査測量設計委託料３０万円は未執行による減額。東部高

台耐震診断委託料１６万５，０００円の減額は執行残によるものです。１４節、

工事請負費から１３８万１，０００円の減額は、事業費の確定によるものです。 

 東藻琴地区簡易水道整備事業１２節、委託料調査設計委託料３０万円は未執

行による減額。水道管路整備工事実施設計委託料３万４，０００円は執行残と

なっております。１４節、工事請負費から３９万５，０００円の減額は、事業

費の確定によるものです。 

 ２款１項２目２２節、地方債償還利子から１２８万８，０００円の減額は、

借入額の確定によるものです。 

 続きまして歳入の説明をいたしますので、１８６、１８７ページをお開き願

います。 

 １款１項１目１節、給水使用料の３５９万円の追加は見込み料金の精算によ

るものです。 

 ２款１項１目１節、一般会計繰入金から１，９６０万２，０００円の減額は

財源調整のため変更するものです。 

 ４款２項２目１節、水道管移設補償金は、本町地区から１５６万４，０００

円の減額、東部高台地区に５５７万５，０００円の追加、東藻琴地区６１４万

１，０００円を追加し、３地区の合計で１，０１５万２，０００円の増加とな

っております。補償対象事業の確定により変更するものです。 

 ５款１項１目１節、簡易水道事業債から１，５００万円の減額は、第２表、

地方債補正で説明させていただいたとおりです。 

 以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、ご審議くださ

いますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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    （「なし｝の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第７ 

号、令和４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なします。したがって、議案第７号、令和４年度大空町簡易水 

道事業特別会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第１４ 議案第８号 

◇議  長 日程第１４、議案第８号、令和４年度大空町下水道事業特別会計補 

正予算（第５号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１９５ページになります。議案第８号、令和４年度大空町下 

水道事業特別会計補正予算（第５号）。 

 令和４年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５

８１万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億３，３６５

万３，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正。第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。令和

５年３月７日提出、大空町長松川一正。 

 １９７ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 １款、分担金及び負担金から１８万５，０００円の減額。２款、使用料及び

手数料から４７６万８，０００円の減額。４款、繰入金に３２４万６，０００

円追加。６款、諸収入に７０９万４，０００円追加。７款、町債から１，１２

０万円を減額し、歳入合計は５８１万３，０００円減額し、４億３，３６５万

３，０００円とするものです。 

 １９８ページをお開き願います。歳出です。 

 １款、総務費から５０９万９，０００円の減額。２款、公債費から７１万

４，０００円を減額し、歳入合計と同額とするものです。 

 １９９ページをお開き願います。第２表、地方債補正。１、変更です。 
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 下水道事業債は、限度額を３，６８０万円から１，１２０万円を減額し２，

５６０万円北海道が実施しております網走川湯線及び小清水女満別線に伴う移

設工事の財源としておりますが、事業費の確定により変更しております。起債

の方法、利率、償還の方法に変更はありません。 

 次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から説明いたします

ので、２０６、２０７ページをお開き願います。 

 １款１項１目下水道一般管理事業２６節、消費税及び地方消費税から４５万

２，０００円の減額は税額の確定によるものです。２目施設管理費下水道施設

管理費１４節、工事請負費から５４万６，０００円の減額は、工事費の確定に

よるものです。３目建設改良費汚水管渠布設事業１２節、委託料から５０万５，

０００円。１４節、工事請負費１２３万６，０００円。続きまして改築更新事

業１４節、工事請負費２０１万円までの減額は、事業費の確定によるものです。 

 ２款１項２目２２節、償還金利子及び割引料から７１万４，０００円の減額

は借入額の確定によるものです。 

 続きまして、歳入の説明をいたしますので、２０４、２０５ページをお開き

願います。 

 １款１項１目１節、受益者負担金等は新たに下水道への接続が見込まれる土

地を想定し予算計上しておりましたが対象地の確定により１８万５，０００円

を減額するものです。 

 ２款１項１目１節、下水道使用料から４７６万８，０００円の減額は見込み

料金の精算によるものです。 

 ４款１項１目１節、一般会計繰入金３２４万６，０００円の追加は財源調整

のため変更するものです。 

 ６款３項１目１節、下水道管移設補償費７０７万５，０００円の追加は補償

対象経費の確定によるものです。 

 ７款１項１目２節、下水道事業債から１，１２０万円の減額は、第２表、地

方債補正で説明させていただいたとおりです。 

 以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、ご審議くださ

いますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第８ 

号、令和４年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第５号）を採決します。

お諮りします。 
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 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８号、令和４年度大空町 

 下水道事業特別会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第１５、議案第９号 

◇議  長 日程第１５、議案第９号、令和４年度大空町個別排水処理事業特別 

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 

 

◇建設課長 議案書２１１ページになります。議案第９号、令和４年度大空町個 

別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）。 

 令和４年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１

６万８，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３，７２０万７，

０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。令和５年３月７日

提出、大空町長松川一正。 

 ２１３ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

 １款、使用料及び手数料から１５万５，０００円の減額。２款、繰入金から

９８万４，０００円の減額。３款繰越金に計９７万２，０００円の追加、４款、

諸収入から１，０００円を減額し、歳入合計は１６万８，０００円を減額し、

３，７２０万７，０００円とするものです。 

 ２１４ページをお開き願います。歳出です。 

 １款、総務費から１６万４，０００円を減額。２款、公債費から４，０００

円を減額し、歳入合計と同額とするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から説明いたしま

すので、２２１ページをお開き願います。 

 １款１項１目個別排水処理一般管理事業２６節、消費税及び地方消費税から

１２万５，０００円の減額は税額の確定によるものです。 

 続きまして、歳入の説明をいたしますので、２１８、２１９ページをお開き

願います。 

 １款１項１目１節、個別排水使用料から１５万５，０００円の減額は、浄化

槽１基の休止に伴い変更するものです。 

 ２款１項１目１節、一般会計繰入金から９８万４，０００円の減額は財源調

整のため変更するものです。 

 ３款１項１目１節、前年度繰越金に９７万２，０００円を追加しております。

令和３年度からの繰越金が確定したことによる変更でございます。 
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 以上、補正予算の内容について説明申し上げましたので、ご審議くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありません。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第９号、令和４年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予

算（第１号）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第９号、令和４年度大空町 

個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

 

     ◎日程第１６ 議案第１０号 

◇議  長 日程第１６、議案第１０号、大空町個人情報保護法施行条例制定に 

ついてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２２３ページでございます。議案第１０号、大空町個人情報 

保護法施行条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 ２２５ページから２２７ページにつきましては、制定条文でございます。内

容につきましては参考資料にて説明をさせていただきますので、参考資料の１

１ページをお開き願います。 

 条例の概要です。１、制定の趣旨でありますが、個人情報の保護に関する法

律が改正されまして、個人情報保護制度が全国一律の標準的な規律を定めるも

のとなりますことから、法律に基づいて制度を運用していくため、新たに制定

するものでございます。 

 ２、条例の概要ですが、第１条、趣旨としましては、個人情報の保護に関す

る法律の施行に関し必要な事項を定めるものです。 

 次に、第２条、定義ですが、使用する用語につきましては、法及び法令にお
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いて使用する用語の例といたします。また、対象となる実施機関は、町長、教

育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会、

公平委員会といたします。 

 第３条、個人情報ファイルの保有等に関する事前の届け出でありますが、実

施機関が個人情報ファイルを保有しようとするときは、町長への届け出が必要

となります。 

 第４条、手数料等です。開示請求に係る手数料は無料といたしますが、写し

の交付に要する費用、具体的にはコピーや郵送にかかる費用などでございます

が、それらは請求者の負担となります。 

 第５条、審査会への諮問ですが、個人情報の適正な取り扱いのため専門的な

知見に基づく意見を聞く必要があると認めるときは、審査会に諮問することが

できることとしております。 

 第６条、委任としまして、条例の施行に関して必要な事項につきましては別

途規則で定めるものです。 

 最後に附則でありますが、施行期日は、令和５年４月１日とし、現行の大空

町個人情報保護条例は廃止をいたします。さらに、経過措置としまして廃止前

の大空町個人情報保護条例の規定によります個人情報を漏らしてはならない義

務などにつきましては、この条例施行後もなお従前の例によるものでございま

す。 

 以上、提案理由につきまして説明申し上げました。ご審議くださいますよう

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、 

後日質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

     ◎日程第１７ 議案第１１号 

◇議  長 日程第１７、議案第１１号、大空町自治基本条例等の一部を改正す 

る条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２２９ページでございます。議案第１１号、大空町自治基本 

条例等の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 ２３１ページから２３２ページにつきましては、改正条文でございます。内

容につきましては、参考資料にて説明させていただきますので、参考資料の１

３ページをお開き願います。 

 改正条例の概要です。このたびの改正は、先ほどと同様に個人情報の保護に
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関する法律の改正に伴いまして、関係する条例を改正するものです。 

 第１条、大空町自治基本条例につきましては、法律の改正に伴いまして引用

する条項などの規定を整備するものです。 

 第２条、大空町情報公開条例。 

 また次の第３条大空町債権管理条例につきましても、同様に法律を引用する

条項等を整理するものです。 

 施行期日につきましては全て令和５年４月１日でございます。１４ページか

ら１６ページには新旧対照表を掲載させていただいております。 

 以上提案につきまして説明申し上げました。ご審議されますようよろしくお

願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は、提案理由の説明のみとし、 

後日質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

     ◎日程第１８ 議案第１２号 

◇議  長 日程第１８、議案第１２号、大空町子ども医療費の助成に関する条 

例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２３３ページでございます。議案第１２号、大空町子ども医 

療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 議案書２３５ページが、改正条文でございます。改正の内容につきましては、

参考資料１７ページに新旧対照表を掲載しております。こちらでご説明をさせ

ていただきますので、定例会参考資料１７ページをお開きください。 

 現在、子ども医療費の助成事業につきましては、北海道助成の対象である通

院、０歳から就学前まで、入院、０歳から小学生までを町として拡大し、通院

入院ともにゼロ歳から中学生まで、所得制限を設けた上で助成を行っていると

ころです。 

 今回の改正は、受給資格者の要件として規定している所得制限を撤廃し、助

成対象を拡充するための改正を行うものです。受給資格者を規定する第３条の

うち、所得制限に関する第３号の規定を削除します。 

 施行期日は、令和５年４月１日からです。なお、附則第２項におきまして、

改正後の大空町子ども医療費の助成に関する条例の規定は、令和５年４月１日

以降、受給資格者が受けた医療に係る医療費から適用し、同日前に受けた医療

費のうち、医療に係る医療費に対する助成については、なお従前の例によるこ

ととします。 
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 以上、提案理由を説明申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしくお

願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は、提案理由の説明のみと 

し、後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 

異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

     ◎日程第１９ 議案第１３号 

◇議  長 日程第１９、議案第１３号、大空町放課後児童健全育成事業の設備 

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題

とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２３７ページをお開きください。議案第１３号、大空町放課 

後児童健全育成事業の設備及び運営に関する条例を定める条例の一部を改正す

る条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 ２３９ページ、２４０ページは改正文でございます。定例会参考資料１９ペ

ージに条例の概要、２０ページから２２ページまでには新旧対照表を掲載して

おります。概要によりまして、改正内容を説明させていただきますので、参考

資料１９ページをお開きください。 

 今回の改正は、国が定める基準の一部改正に伴いまして、児童の安全を確保

し、その管理を徹底するための規定について、本条例の一部を改正するもので

す。 

 項目の一つ目、安全計画の策定等について。条文第６条の２において、第１

項では、安全計画の策定と必要な措置について。第２項では、職員に対する周

知と研修及び訓練について。第３項では、保護者に対する周知についてそれぞ

れ義務づけるものであり、第４項は、定期的な計画見直しや変更を行うことと

する規定を加えるものです。 

 二つ目の項目、自動車を運行する場合の所在の確認。条文で第６条の３では、

児童の活動のための移動に自動車を運行するとき、乗車、降車に点呼等を義務

づける規定を加えています。 

 三つ目の項目、職員。条文の第１０条第３項については、通常一つの活動単

位に、支援員２人を配置する必要があるところ、利用者が１０人以下の時間体

には緊急時の対応が取れる場合であれば、支援員を１人とすることができるよ

うに規定するものです。 

 四つ目の項目、業務継続計画の策定等。条文第１２条の２第１項では、感染
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症や災害発生時のための業務継続計画の策定。第２項では、職員に業務継続計

画を周知、研修及び訓練の実施について、それぞれ努めることを規定し、第３

項は、定期的な業務継続計画の見直し、必要に応じた変更を行うことを規定す

るものです。 

 下から二つ目の項目、衛生管理等。条文の第１３条第２項については、感染

症及び食中毒の予防蔓延防止に必要な措置を明確化し、職員に研修及び訓練の

実施に努めることを規定するものです。 

 施行期日につきましては、令和５年４月１日とします。附則第２項では、第

６条の２第１項から、同条第３項の規定について義務となっているところ、令

和６年３月３１日までの間は努力義務とする経過措置を設けるものでございま

す。 

 以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議くださいますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 

異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

     ◎日程第２０ 議案第１４号 

◇議  長 日程第２０、議案第１４号、大空町家庭的保育事業等の設備及び運 

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２４１ページをお開き願います。議案第１４号、大空町家庭 

的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 ２４３ページ、２４４ページは改正条文でございます。定例会参考資料２３

ページに、条例の概要を２４ページから２７ページに新旧対照表を掲載してお

ります。改正の内容につきましては概要により説明をさせていただきますの

で、参考資料２３ページをお開き願います。 

 今回の改正は、国が定める基準の一部改正に伴いまして、利用乳幼児の安全

を確保、その管理を徹底するための規定について、本条例の一部を改正するも

のであります。 

 一つ目の項目、保育所等との連携。条文の第６条は、居宅訪問型保育事業が

除外される規程に、このたび新設します第７条の３第２項を加えるものであり
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ます。 

 二つ目の項目、安全計画の策定等。条文の第７条の２において、第１項から

第４項まで安全計画の策定等について規定を加えるものでございます。 

 三つ目の項目、自動車を運行する場合の所在の確認。条文の第７条の３第１

項につきましては、乳幼児の活動のための移動に自動車を運行するとき、乗

車、降車の際に、点呼等を義務づけるというものです。同じく第２項で送迎用

自動車にブザー等の装置を備え、利用乳幼児の所在確認を義務づけするもので

す。 

 四つ目の項目、他の社会福祉施設等を併せて設置するときの設備及び職員の

基準。条文で、第１０条において、併設施設の設備及び職員について、兼ねる

ことができる要件を定めているところ保育に支障がない場合に限定する改正で

ございます。 

 下から三つ目の項目、懲戒に係る権限の濫用禁止、条文の第１３条は、懲戒

権の行使に関する規定そのものを削除する改正でありまして、民法、児童福祉

法等において指導の人格尊重のための登用改正が行われております。この改正

規定は公布の日から施行します。 

 下から二つ目の項目、衛生管理等。条文の第１４条第２項については、感染

症及び食中毒の予防及び蔓延防止に必要な措置を明確化し、職員研修及び訓練

の実施を努力義務とするものです。 

 施行期日は、第１３条の改正規定を除き、令和５年４月１日とします。附則

第２項では、第７条の３第２項の規定について、令和６年３月３１日までの間、

ブザー等の設置及び使用が困難なとき、代替措置を講じることを義務づけるも

のです。 

 以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議くださいますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみと

し、後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

     ◎日程第２１ 議案第１５号 

◇議  長 日程第２１、議案第１５号、大空町子ども子育て会議条例等の一部 

を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書の２４５ページでございます。議案第１５号、大空町子ども 

子育て会議条例等の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 
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 議案書２４７ページ、２４８ページが改正条文でございます。改正の内容に

つきましては、定例会参考資料２９ページ、３０ページに概要を。３１ページ

から４１ページまで、新旧対照表を掲載してございます。改正の内容について

概要で説明をさせていただきますので、定例会参考資料２９ページをお開きく

ださい。 

 今回の改正につきましては、大空町子ども子育て会議条例、大空町特定教育

保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び大空町

特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額に関する条例を一括

して改正をするものです。 

 改正の内容につきましては、子ども子育て支援法、学校教育法、特定教育保

育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども子育て支援施設等の運営に関

する基準の一部改正によりまして、条例中に引用する条項等の規定を整備する

ものでございます。 

 項目の第１条、大空町子ども子育て支援会議条例の一部改正につきましては、 

条文の第１条及び第２条において、子ども子育て支援法の改正に伴う引用条項

を整備するものです。施行期日は、令和５年４月１日からです。 

 項目第二条、大空町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部改正につきましては、関係条文覧にあります、第２

条第２３号から下のほうに行きまして、次のページ３０ページにわたっており

ます第５２条第３項までにつきまして、子ども子育て支援法の一部改正に伴う

引用条項の整備のための改正でございます。施行期日は、令和５年４月１日か

らです。条文第１５条第１項第３号は、学校教育法の一部改正に伴う引用条項

の整備です。こちらにつきましても、施行期日は、令和５年４月１日からで

す。第２６条につきましては、内閣府令の改正に伴いまして、児童への懲戒権

の行使に関する規定を削除するものでございます。この改正規定は公布の日か

ら施行します。 

 項目の第３条、大空町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負

担額に関する条例の一部改正は、第３条第１号から第３号において、子ども子

育て支援法の一部改正に伴う、引用条項の整備でございます。施行期日は、令

和５年４月１日からです。 

 以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は、提案理由の説明のみと 

し、後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 

異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 
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     ◎日程第２２ 議案第１６号 

◇議  長 日程第２２、議案第１６号、大空町障がい者福祉センター条例の一 

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２４９ページでございます。議案第１６号、大空町障がい者 

福祉センター条例の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 議案書２５１ページが改正条文でございます。改正の内容につきまして、参

考資料４３ページに概要、４４ページには新旧対照表を掲載してございます。

概要によりまして内容を説明させていただきますので、参考資料４３ページを

お開き願います。 

 今回の改正は障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法

律の一部改正によりまして、条例中の引用する条項等の規定を整備するもので

ございます。 

 上から一つ目の項目、実施事業。条文の第３条第２号は、法律の規定、法律

の改正に伴い引用する条項等の規定を整備するものです。 

 次の項目、使用料。条文第１０条第１号につきましては、法律の改正に伴

い、厚生労働大臣を主務大臣と改めるものでございます。施行期日は、令和５

年４月１日からです。 

 以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

     ◎日程第２３ 議案第１７号 

◇議  長 日程第２３、議案第１７号、大空町国民健康保険条例の一部を改正 

する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２５３ページでございます。議案第１７号、大空町国民健康 

保険条例の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 議案書２５５ページが改正条文でございます。改正の内容につきまして、参

考資料４５ページに概要、４６ページに新旧対照表を掲載してございます。概
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要により改正内容説明をさせていただきますので、参考資料４５ページをお開

き願います。 

 今回の改正につきまして、国民健康保険法施行令等の一部改正により、出産

育児一時金を引き上げる改正を行うものでございます。 

 項目の出産育児一時金。条文の第５条第１項において、出産育児一時金の額

を４０万８，０００円から４８万８，０００円に改正します。施行期日は、令

和５年４月１日からです。 

 附則第２項におきまして、改正後の第５条の規定は、施行日以後に出産した

被保険者の出産育児一時金について適用し、施行日前に出産した被保険者の出

産育児一時金については、なお従前の例によることといたします。 

 以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

     ◎日程第２４ 議案第１８号 

◇議  長 日程第２４、議案第１８号、大空町リール式散水機施設管理条例の 

一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。中村産業課参事。 

 

◇産業課参事 議案書２５７ページでございます。議案第１８号、大空町リール 

式散水機施設管理条例の一部を改正する条例制定について。 

 このことについて、別紙のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 議案書２５９ページは改正条文でございます。改正内容につきましては、新

旧対照表で説明させていただきますので、参考資料４７ページをお開き願いま

す。 

 議案第１８号関係、リール式散水機施設管理条例の一部を改正する条例新旧

対照表です。改正の趣旨でございますが、本条例は令和元年度に制定いたしま

したが、令和４年度までの間条例内容について一部改正が必要になったことか

ら改めるものです。 

 使用区域、第２条 区域、リール式散水機施設に大空町女満別住吉、豊里、

本郷の水利権取得地区を追加します。追加地区は水利権を取得し、畑地冠水が

可能で、リール式散水機施設の使用が多く、今後施設使用の増加が見込まれる

ことから新たに地区を設置するものでございます。区分、リール式散水機施設

Ⅱ。使用区域、大空町内を。区分、リール式散水機施設Ⅲ。使用区域、大空町

その他の地区に改めるものであります。主要区域大空町内では、区分、リール



35 

 

式散水機施設Ⅰで定めた使用区域と区別されないことから改めるものでありま

す。 

 次に下段。使用料の徴収方法、第９条、使用料は納入通知書により徴収する

ものとする。を、使用料は４月１日を基準日とし、毎年１２月２５日を納期限

とするとして徴収するに改めます。第２項、使用料の徴収期限は、第５条の規

定により使用の許可を受けた日から２０日以内とする。を、使用料は納入通知

書又は口座振替により徴収するものとする。ただし、町長が特に認めた場合は、

この限りではない。に改めるものであります。改正につきましては、使用者か

ら使用料の納期限をその年の収支決算が確定する年末支払いに変更する要請が

ありましたことから、改めるものであります。 

 次に、別表第８条関係、区分、リール式散水機施設Ⅰ・Ⅱ、使用料年間５万

５，０００円を。区分、リール式散水機施設Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ。使用料年間８万５，

０００円と改めるものであります。 

 また、備考、ＧＰＳ機能付きの施設の使用に関しては、上記使用料に９，０

００円を加算する。を削除するものであります。 

 令和元年からリール式散水機施設管理条例を制定し、使用料を徴収しており

ます。使用料は事業の負担金、修繕料、備品購入など施設の維持管理費へ充当

しております。しかし、令和元年度から令和４年度まで修繕費用が想定以上に

要していること。令和３年度には、干ばつにより使用頻度が高く、故障が多く

発生したこと、また修繕に伴う備品の値上がり等により、徴収している使用料

ではリール式散水機施設の維持管理費用が賄えないため、使用料を改めるもの

であります。令和元年度から令和４年度までの使用料で、賄えなかった維持管

理費は１，１１５万２，０００円になります。この額を年間１台あたりに換算

しますと、３万１，０００円程度でございます。このことから１台当たりの使

用料年額３万円増額し、８万５，０００円に改めるものであります。 

 また、備考、ＧＰＳ機能つきの施設の使用に関しては、上記使用料の９，０

００円を加算するにつきましては、リール式散水機施設に搭載しておりますマ

イコンの日本語盤ソフトが不安定なため、導入が先送りになり、いまだ導入の

めどがつかないことから削除いたします。 

 附則といたしまして、この条例は令和５年４月１日から施行いたします。 

 以上、大空町リール式散水機施設管理条例の一部を改正する条例制定につい

て、提案の理由につきましてご説明申し上げましたので、ご審議賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

     ◎日程第２５ 議案第１９号 から 日程第３２ 議案第２６号 
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◇議  長 日程第２５、議案第１９号、令和５年度大空町一般会計予算から、 

日程第３２、議案第２６号、令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算

までの８件を一括議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２６１ページでございます。提案に際しまして、別冊で配付 

をしております。令和５年度大空町各会計予算書をご用意願います。なお説明

に当たりましては、重複する部分を省略させていただきますので、あらかじめ

ご了承いただきたいと存じます。 

 議案第１９号、令和５年度大空町一般会計予算。 

 このことについて、別冊のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 予算書の１ページをお開き願います。令和５年度の大空町一般会計予算は、

次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ９２億２，

１５０万８，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算による。これにつきましては、２ページから６ページに掲載をして

おります。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する

ことができる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為による。これは７

ページに掲載し、４件、総額３億５，５４９万１，０００円を設定するもので

ございます。 

 地方債、第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３

表地方債による。それは８ページから９ページに掲載し、２６件、総額１５億

４，６７９万６，０００円としております。 

 一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借

入金の借り入れの最高額は、１６億２，０００万円と定める。一時的な資金不

足を補うため限度枠を地方債と国の交付金を目安に設定するものでございます。 

 議案書の２６３ページをお開き願います。議案第２０号、令和５年度大空町

国民健康保険事業特別会計予算。 

 このことについて、別冊のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 予算書の２３７ページをお開き願います。令和５年度の大空町国民健康保険

事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１１億２，

６１６万４，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算による。これにつきましては２３８、２３９ページに掲載しており

ます。 

 次に議案書の２６５ページをお開き願います。議案第２１号、令和５年度大
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空町後期高齢者医療特別会計予算。 

 このことについて、別冊のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 予算書の２６１ページをお開き願います。令和５年度の大空町後期高齢者医

療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億２，６

９８万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算による。これは２６２、２６３ページに掲載をしております。 

 議案書の２６７ページをお開き願います。議案第２２号、令和５年度大空町

介護保険事業勘定特別会計予算。 

 このことについて、別冊のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 予算書の２７３ページでございます。令和５年度の大空町介護保険事業勘定

特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億３，

６６８万１，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算による。これは２７４、２７５ページに掲載しております。 

 次に議案書の２６９ページをお開き願います。議案第２３号、令和５年度大

空町介護サービス事業勘定特別会計予算。 

 このことについて、別冊のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 予算書の３０３ページをお開き願います。令和５年度の大空町介護サービス

事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６４６万

２，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算による。これは３０４、３０５ページに掲載しております。 

 議案書２７１ページをお開き願います。議案第２４号、令和５年度大空町簡

易水道事業特別会計予算。 

 このことについて、別冊のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 予算書の３１９ページをお開き願います。令和５年度の大空町簡易水道事業

特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億４，

４４２万１，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算による。これは３２０、３２１ページに掲載しております。 

 地方債。第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２

表、地方債による。これは３２２ページに掲載をし、４件、総額１億３９０万
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円としております。 

 一時借入金。第３条地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入

金の借り入れの最高額は１億１，０００万円と定める。この金額は、地方債の

額を目安に設定するものでございます。 

 議案書２７３ページをお開き願います。議案第２５号、令和５年度大空町下

水道事業特別会計予算。 

 このことについて、別冊のとおり提出する。令和５年３月７日提出、大空町

長松川一正。 

 予算書の３４１ページをお開き願います。令和５年度の大空町下水道事業特

別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億９，

６０４万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算による。これは３４２、３４３ページに掲載しております。 

 地方債。第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２

表地方債による。これにつきましては、３４４ページに掲載し、３件、総額６，

９００万円としております。 

 一時借入金。第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借

入金の借り入れの最高額は７，０００万円と定める。これは地方債の額を目安

に設定するものでございます。 

 議案書の２７５ページをお開き願います。議案第２６号、令和５年度大空町

個別排水処理事業特別会計予算。 

 このことについて、別冊のとおり提出する。令和５年３月７日提出大空町長

松川一正。 

 予算書３６３ページをお開き願います。令和５年度の大空町個別排水処理事

業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，３１

２万７，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算による。これは３６４、３６５ページに掲載しております。 

 地方債。第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２

表、地方債による。これにつきましては、３６６ページに掲載し、１件、１４

０万円としております。 

 以上、提案理由の説明をさせていただきました。ご審議くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 お諮りします。本案については、議長を除く１１人の委員で構成する予算審

査特別委員会を設置し、これを付託して審査することにしたいと思います。ご

異議ありませんか。 
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    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって本案については、議長を除く１１ 

人の委員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査するこ

とに決定しました。暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午後 ０時３６分） 

 

    （再  開 午後 ０時３７分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任に

ついては、委員会条例第７条第４項の規定によって、お手元に配りました名簿

のとおり指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員会の委員

は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しました。ここでしば

らく休憩いたします。休憩中に議員控室において、予算審査特別委員会を開催

し、委員長の互選を行ってください。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

    （休憩 午後 ０時３８分） 

 

    （再開 午後 ０時４９分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 お諮りします。先ほど、予算審査特別委員会に付託しました、議案第１９号

から議案第２６号までの８件については、会議規則第４６条第１項の規定によ

って、３月１３日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１９号から議案第２６号 

までの８件については、３月１３日までに審査を終了するよう期限をつけるこ

とに決定しました。 

 

◇議  長 ここで諸般の報告を行います。休憩中に、先ほど設置されました予 

算審査特別委員会において、委員長及び副委員長の互選が行われ、その結果の

報告が議長の手元にまいりましたので報告します。委員長に齋藤宏司議員。副

委員長に松岡克美議員が互選された旨の報告がありました。お諮りします。３
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月１１日と３月１２日の２日間は、会議規則第１０条第１項による休会とし、

３月９日、１０日、１３日の３日間は、予算審査特別委員会の開催に伴う議事

の都合によって、会議規則第１０条第２項による休会としたいと思います。ご

異議ありませんか。 

 

    （「異議なしの声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、３月９日から３月１３日までの 

 ５日間は休会とすることに決定しました。 

 

     ◎日程第３３ 発議第１号 

◇議  長 日程第３３、発議第１号、大空町議会の個人情報の保護に関す条例 

制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 議会側議案の１ページをお開きください。発議第１号、大空町議会 

の個人情報保護に関する条例制定について。 

 このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり

提出する。令和５年３月７日提出、提出者は、大空町議会議員上地史隆、松岡

克美、三條幸夫、後藤忍、鈴木秀之の各議員であります。 

 条例制定の経過及び目的ですが、令和３年５月に公布されました、デジタル

社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律により、個人情報保護に

関する法律の一部が改正され、これまで国の行政機関及び独立行政法人、民間

事業者並びに地方公共団体等がそれぞれ法律や条例によって適用されてきた個

人情報の取り扱いについて、今後は一部改正となった個人情報保護法によって

取り扱われることとなりました。これまでの大空町議会における個人情報の保

護については、行政側で制定した大空町個人情報保護条例が適用されていまし

たが、改正後の個人情報保護法では、国会や裁判所の独立性を踏まえ、個人情

報保護法の適用対象外となり、地方公共団体の議会も同様に法律を適用対象か

ら除外することとされ、議会独自に個人情報の適正な取り扱いに関する条例等

を定める必要があることから、このたび大空町議会の個人情報の保護に関する

条例を制定しようとするものです。それでは、第１章から第６章までの条例内

容等について、簡潔にご説明申し上げますので、議会側参考資料の１ページを

お開きください。 

 第１章は、条例の総則を定めたものです。第１条は、この条例の目的につい

て。第２条は、この条例で使用される用語の定義について。第３条は、議会の

責務についてそれぞれ規定しようとするものです。 

 第２章は、議会における個人情報等の取り扱いを定めたものです。第４条は、

個人情報の保有の制限等について。第５条は、利用目的の明示について。第６

条は、個人情報の不適正な利用の禁止について。第７条は、個人情報の適正な

取得について。第８条は、保有個人情報の正確性の確保について。第９条は、

保有個人情報の安全管理に必要な措置を講じることについて。第１０条は、個
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人情報の取り扱いで従事する職員または職員であった者等の義務について。第

１１条は、保有個人情報の漏えい等があった場合における本人への通知につい

て。第１２条は、個人情報の利用及び提供の制限について。第１３条は、保有

個人情報の提供を受ける者への措置要求について。第１４条は、個人関連情報

の提供を受ける者への措置要求について。第１５条は、仮名加工情報の取り扱

い義務について。第１６条は、匿名加工情報の取り扱い義務についてそれぞれ

規定しようとするものです。 

 第３章は個人情報の背景について定めたものです。第１７条は、個人情報フ

ァイル簿の作成及び公表について規定しようとするものです。 

 第４章は、保有個人情報の開示、訂正及び利用停止等について定めたもので、

第１節から第４節までに再区分しています。 

 第１節、開示。第１８条は、開示請求権について。第１９条は、開示請求の

手続について。第２０条は、保有個人情報の開示義務について。第２１条は、

保有個人情報の部分開示について。第２２条は、保有個人情報の裁量的開示に

ついて。第２３条は、保有個人情報の存否に関する情報について。第２４条は、

開示請求に対する措置について。第２５条は、開示決定等の期限について。第

２６条は、開示決定等の期限の特例について。第２７条は、第三者の情報が含

まれているとき意見書を提出する機会を付与することについて。第２８条は、

現有個人情報の開示の実施について。第２９条は、他の法令による開示の実施

との調整について。第３０条は保有個人情報の開示請求手数料等についてそれ

ぞれ規定しようとするものです。 

 第２節、訂正。第３１条は、保有個人情報の訂正請求権について。第３２条

は、訂正請求の手続について。第３３条は、保有個人情報の訂正義務について。

第３４条は、訂正請求に対する措置について。第３５条は、訂正決定等の期限

について。第３６条は、訂正決定等の期限の特例について。第３７条は、訂正

を実施した際の保有個人情報の提供先への通知についてそれぞれ規定しようと

するものです。 

 第３節、利用停止。第３８条は、保有個人情報の利用停止請求権について。

第３９条は、利用停止請求の手続について。第４０条は、保有個人情報の利用

停止義務について。第４１条は、利用停止請求に対する措置について。第４２

条は、利用停止決定等の期限について。第４３条は、利用停止決定等の期限の

特例についてそれぞれ規定しようとするものです。 

 第４節、審査請求。第４４条は、開示決定等にかかわる審査請求が出され、

行政不服審査法の審議手続に関する規定の適用除外について。第４５条は、審

査請求があった際、審査会に諮問しなければならないことについて。第４６条

は、第三者からの審査請求を棄却する場合における手続等についてそれぞれ規

定しようとするものです。 

 第５章は、雑則について定めたものです。第４７条は、適用除外について。

第４８条は、開示請求等をしようとする者に対する情報提供等について。第４

９条は、個人情報等の取り扱いに関する苦情処理について。第５０条は、個人

情報の適正な取り扱いの確保について。第５１条は条例の施行状況の公表につ

いて。第５２条は、委任についてそれぞれ規定しようとするものです。 
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 第６章は、罰則について定めたものです。第５３条から第５７条まで、改正

後の個人情報保護法にて規定される罰則と同様に今回新たに規定しようとする

ものです。 

 最後に附則として、この条例の施行期日は、令和５年４月１日より施行予定

とします。 

 以上、提案理由についてご説明申し上げましたので、ご審議くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみと

し、後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

◇議  長 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。大変お疲れさまでした。 

 

（散会 午後 １時００分） 



 

 令和５年第１回 
 

 

 

 

 

大空町議会定例会会議録 

〔その３〕 

 

 

 

・招 集  令和 ５ 年 ３月 ７日 
 

 ・開 会  令和 ５ 年 ３月 ７日 
 

・閉 会 令和 ５ 年 ３月１４日 
 

 

 

 

 

 

大 空 町 議 会 



 

大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  大 泉 知 功   ７番  後 藤  忍 

 

２番  川 村  淳    ９番  上 地 史 隆 

 

 ３番  福 田 淳 一    10番  松  岡  克  美 

 

４番  森 賀 祐 司    11番  齋 藤 宏 司 

 

 ５番  鈴 木 秀 之   12番  原 本 哲 己 

 

 ６番  岩 原  繁    

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

   

  ８番 三  條   幸   夫 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 教 育 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  福 祉 課 長 

総 合 支 所 長  福 祉 課 参 事 

会 計 管 理 者  産 業 課 長 

総 務 課 長  産 業 課 参 事 

総 務 課 参 事  建 設 課 長 

総 務 課 参 事  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事 
 

 
住 民 福 祉 課 長 

移 住 ・ 定 住 支 援 室 長  総 務 課 主 査 

住 民 課 長   

   

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 参 事   

   

監 査 委 員 事 務 局 長  選挙管理委員会事務局長 

農 業 委 員 会 事 務 局 長 
 

 
 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主幹 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



令和５年第１回大空町議会定例会議事日程 

第３号 令和５年３月１４日（火） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第２  議案第10号 大空町個人情報保護法施行条例制定について 
 
日程第３  議案第11号 大空町自治基本条例等の一部を改正する条例制定について 
 
日程第４  議案第12号 大空町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定に 

ついて 
 
日程第５  議案第13号 大空町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第６  議案第14号 大空町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の 

一部を改正する条例制定について 
 
日程第７  議案第15号 大空町子ども・子育て会議条例等の一部を改正する条例制定について 
 
日程第８  議案第16号 大空町障がい者福祉センター条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第９  議案第17号 大空町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第10  議案第18号 大空町リール式散水機施設管理条例の一部を改正する条例制定につい 
           て 
 
日程第11  発議第１号 大空町議会の個人情報の保護に関する条例制定について 
 
日程第12  議案第19号 令和５年度大空町一般会計予算 
 
日程第13  議案第20号 令和５年度大空町国民健康保険事業特別会計予算 
 
日程第14  議案第21号 令和５年度大空町後期高齢者医療特別会計予算 
 
日程第15  議案第22号 令和５年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算 
 
日程第16  議案第23号 令和５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算 
 
日程第17  議案第24号 令和５年度大空町簡易水道事業特別会計予算 
 
日程第18  議案第25号 令和５年度大空町下水道事業特別会計予算 
 
日程第19  議案第26号 令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算 
 
日程第20  発議第２号 議会運営委員会の閉会中の継続調査について 
 
日程第21  発議第３号 各常任委員会の閉会中の所管事務調査について 
 
日程第22  発議第４号 懸案事項促進のための議員派遣について 
 
 



日程第23  発議第５号 食料安全保障の強化及び食料・農業・農村政策の確立と酪農・畜産 
経営の安定を求める要望意見書 

 
日程第24  発議第６号 水田活用の直接支払交付金見直しにあたっての畑地化支援に係る要 

望意見書 
 
日程第25  報告第１号 専決処分の報告について 
 
日程第26  報告第２号 令和４年度定期監査結果報告について 
 
日程第27  報告第３号 例月出納検査結果報告について 
 
日程第28  議案第27号 令和５年度大空町一般会計補正予算（第１号） 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  松 川 一 正      教育委員会教育長  関 谷 正 樹 
 
   代表監査委員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  石 田 正 俊 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  鈴 木 章 夫   福 祉 課 長  宮 田   栄 
 
   総 合 支 所 長  田 中 信 裕   福 祉 課 参 事  佐 薙 清 美 
 
   会 計 管 理 者  阿 部 雅 浩   産 業 課 長  作 田 勝 弥 
 
   総 務 課 長  林   敏 美   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 参 事  佐 川 雅 仁   建 設 課 長  高 島 清 和 
 
   総 務 課 参 事  稲 川 浩 司   建 設 課 参 事  山 本 純 生 
 
   総 務 課 参 事  小 堀 弘 樹   住民福祉課長  山 本   晃 
 
   移住・定住支援室長  秋 葉 暢 康   総 務 課 主 査  安 念 真 人 
 
   住 民 課 長  星 加 政 志    
 
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課長  菅 野 洋 治    生涯学習課参事  砂 金 英 樹 
 
   生涯学習課参事    村 山   修 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  井 上   透 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  平 田 義 和   事 務 局 主 幹  田 中   学 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和５年３月１４日 
 
                     大空町議会議長  原 本 哲 己 
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（開会 午前１０時００分） 

     ◎会議の宣言 

◇議  長 おはようございます。ただいまから、令和５年第１回大空町議会定 

例会第８日目の会議を開きます。 

 

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において、３

番、福田淳一議員及び４番、森賀祐司議員を指名します。 

 

     ◎諸般の報告 

◇議  長 この際諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

 事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１１名であ 

ります。三條議員より欠席する旨届け出がございます。 

 本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付してい

るとおりであります。なお、職務の都合により一部に異動がある場合がありま

すことをご了承願います。 

 本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

 以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

     ◎日程第２ 議案第１０号 

◇議  長 日程第２、議案第１０号、大空町個人情報保護法施行条例制定につ 

いてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１０号、大空町個人情報保護法施行条例制定についてを採決

します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１０号、大空町個人情報 

保護法を施行条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第３ 議案第１１号 

◇議  長 日程第３、議案第１１号、大空町自治基本条例等の一部を改正する 

条例制定についてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１１号、大空町自治基本条例等の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１１号、大空町自治基本 

条例等の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第４ 議案第１２号 

◇議  長 日程第４、議案第１２号、大空町子ども医療費の助成に関する条例 

の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明を行っておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これから、議案第１２号、大空町子ども医療費の助成に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１２号、大空町子ども医 

療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり

可決されました。 

 

     ◎日程第５ 議案第１３号 

◇議  長 日程第５、議案第１３号、大空町放課後児童健全育成事業の設備及 

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題と

します。 

 本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１３号、大空町を放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１３号、大空町放課後児 

童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第６ 議案第１４号 

◇議  長 日程第６、議案第１４号、大空町家庭的保育事業等の設備及び運営 

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明を行ってきますので、これから質疑

を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１４号、大空町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

 お諮りします。原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１４号、大空町家庭的保 

育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第７ 議案第１５号 

◇議  長 日程第７、議案第１５号、大空町子ども子育て会議条例等の一部を 

改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明をしておりますので、これから質疑

を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１５号、大空町子ども子育て会議条例等の一部を改正する条

例制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１５号、大空町子ども子 

育て会議条例等の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決され

ました。 

 

     ◎日程第８ 議案第１６号 



5 

 

◇議  長 日程第８、議案第１６号、大空町障がい者福祉センター条例の一部 

を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１６号、大空町障がい者福祉センター条例の一部を改正する

条例制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１６号、大空町障がい者 

福祉センター条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

     ◎日程第９ 議案第１７号 

◇議  長 日程第９、議案第１７号、大空町国民健康保険条例の一部を改正す 

る条例制定についてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１７号、大空町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定

についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１７号、大空町国民健康 

保険条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第１０ 議案第１８号 

◇議  長 日程第１０、議案第１８号、大空町リール式散水機施設管理条例の 

一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第１ 

８号、大空町リール式散水機、施設管理条例の一部を改正する条例制定につい

てを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第１８号、大空町リール式散 

水機施設管理条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

     ◎日程第１１ 発議第１号 

◇議  長 日程第１１、発議第１号、大空町議会と個人情報の保護に関する条 

例制定についてを議題とします。 

 本案については、すでに提案理由の説明を行っておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第１号、大空町議会の個人情報保護に関する条例制定について
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を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第１号、大空町議会の個人 

情報保護に関する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第１２ 議案第１９号から日程第１９ 議案第２６号 

◇議  長 日程第１２、議案第１９号、令和５年度大空町一般会計予算から日 

程第１９、議案第２６号令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算まで

の８件を一括議題とします。 

 本案について、予算審査特別委員会の報告を求めます。予算審査特別委員会

委員長、齋藤宏司議員、 

 

◇齋藤委員長 予算審査特別委員会における審査結果について報告いたします。 

 本委員会に付託された事件は、議案第１９号、令和５年度大空町一般会計予

算。議案第２０号、令和５年度大空町国民健康保険事業特別会計予算。議案第

２１号、令和５年度大空町後期高齢者医療特別会計予算。議案第２２号、令和

５年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算。議案第２３号、令和５年度大空

町介護サービス事業勘定特別会計予算。議案第２４号、令和５年度大空町簡易

水道事業特別会計予算。第２５号、令和５年度大空町下水道事業特別会計予算。

議案第２６号、令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算の８事件であ

ります。 

 令和５年３月８日の令和５年第１回大空町議会定例会で設置されました本委

員会に付託された事件は、今後、大空町の方向性にかかわる重要な内容である

ことから、３月９日、１０日、１３日に委員会を開催し、説明員の出席を求め、

その内容を慎重に審議いたしました。 

 その結果、お手元に配付の委員会審査報告書のとおり、本委員会に付託され

た８事件は、すべて原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、当委員会に付託された事件の審査結果を申し上げ、大空町議会会議規

則第７７条の規定による報告といたします。 

 

◇議  長 別に発言もないようですので、これから採決します。 

 お諮りします。議案第１９号、令和５年度大空町一般会計予算から議案第２

６号、令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの８件を一括して

採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１９号から議案第２６号 

までの８件を一括して採決することに決定しました。 
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 議案第１９号から議案第２６号までの８件に対する予算審査特別委員会の審

査報告はいずれも原案可決です。 

 議案第１９号から議案第２６号までの８件は、予算審査特別委員会審査報告

のとおり、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１９号、令和５年度大空 

町一般会計予算から議案第２６号、令和５年度大空町個別排水処理事業特別会

計予算までの８件は、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第２０ 発議第２号 

◇議  長 日程第２０、発議第２号、議会運営委員会閉会中の継続調査につい 

てを議題とします。 

 議会運営委員会委員長から会議規則第７５条の規定によって、お手元に配り

ました本会議の会期日程等議会の運営に関する事項等について閉会中の継続調

査の申し出があります。 

 お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに

ご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、委員長からの申し出のとおり、 

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

     ◎日程第２１ 発議第３号 

◇議  長 日程第２１、発議第３号、各常任委員会の閉会中の所管事務調査に 

ついてを議題とします。 

 各常任委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定によって、

お手元に配りました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出

があります。 

 お諮りします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすること

にご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、各委員長から申し出のとおり、 

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

     ◎日程第２２ 発議第４号 

◇議  長 日程第２２、発議第４号、懸案事項促進のための議員派遣について 

を議題とします。 
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 令和５年度中の懸案事項促進のため、派遣用務の選択、派遣議員の氏名、人

員、派遣期間及び用務地等についてはその都度議長において検討の上決定し、

議員を派遣することにしたいと思います。 

 お諮りします。発議第４号は、このように決定することにご異議ありません

か。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、懸案事項促進のための議員派遣 

については、そのように決定しました。 

 

     ◎日程第２３ 発議第５号 

◇議  長 日程第２３、発議第５、食料安定保障強化及び食料・農業・農村政 

策の確立と酪農・畜産経営の安定を求める要望意見書を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 議会側議案の１５ページをお開きください。発議第５号、食料安全 

保障の強化及び食料・農業・農村政策の確立と酪農・畜産経営の安定を求める

要望意見書。 

 このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとお

り提出する。令和５年３月１４日提出。提案者、大空町議会議員、後藤、川村、

齋藤、松岡、森賀、福田の各議員であります。 

 １７ページでございます。我が国の農業は、食料自給率の低下、農村社会の

疲弊、相次ぐ大型貿易協定発効による農畜産物の市場開放で農業・農村を取り

巻く情勢は厳しさを増しています。新型コロナウイルスの感染拡大の影響で農

畜産物需要が減退し、米や砂糖、乳製品等の在庫滞留が続き価格が低迷してい

ます。さらには、ロシアのウクライナ侵攻で穀物需要の逼迫や生産資材の価格

高騰を招き、我が国は危機的状況の一途を辿っており、食料農業を再評価し、

実効性ある政策が求められています。酪農・畜産は、飼料価格などの高騰が続

く中、コロナ禍で牛乳乳製品の需要が回復せず、道内ではさらなる減産が求め

られ、需給調整の負担が生産者に大きく偏っているほか、初生牛等の個体販売

価格の暴落など、取り巻く環境は厳しさを増し、離農を余儀なくされる生産者

が続出する危機的状況であり、経営存続に向け、需給改善と生産資材対策、適

正な価格形成が求められています。 

 ついては、農業者が将来にわたって安心して営農できるよう、我が国の食料

安全保障の強化と国内酪農・畜産の経営安定に向けて、下記内容を要望します。 

 記、１、世界の食料事情の変化や気象変動による農業被害等に鑑み、食料の

安定生産・供給に向けて、生産資材の安定的な確保や担い手・労働力の育成・

確保、再生産可能な直接支払制度の導入など機動的な施策の拡充や予算の確保

により、生産基盤を一層強化し、国内生産の増大を図る食料安全保障政策とし

て強化すること。 

 また、基本法の見直しに当たっては、食料自給率の向上を目指し農業者が将
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来に渡って安心して営農できる持続可能な食料・農業・農村政策を確立するこ

と。 

 ２、国内酪農・畜産経営はかつてないほど厳しい情勢に晒され、存続の危機

に瀕していることから、官民一体での在庫削減などの需給調整対策を行い、牛

乳乳製品の消費拡大の一層の強化や新たな需要創出などで、一刻も早く需給改

善を図ること。 

 また、経営を圧迫している生産資材高騰への対策強化と、流通・販売業者や

消費者への理解醸成のもと、コスト高に係る酪農畜産物の適正な価格形成が可

能となるよう、環境を整備すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 提出先は、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大

臣、農林水産大臣宛てでございます。 

 以上、説明申し上げましたので、ご審議くださいますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第５号、食料安全保障強化及び食料・農業・農村政策の確立と

酪農・畜産経営の安定を求める要望意見書を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第５号、食料安全保障の強 

化及び食料・農業・農村政策の確立と酪農・畜産経営の安定を求める要望意見

書は、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第２４ 発議第６号 

◇議  長 日程第２４、発議第６号、水田活用の直接支払交付金見直しにあた 

っての畑地化支援に係る要望意見書を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 議会側議案の１９ページをお開きください。発議第６号、水田活用 

の直接支払交付金見直しにあたっての畑地化支援に係る要望意見書。 
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 このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとお

り提出する。令和５年３月１４日提出。提案者、大空町議会議員、後藤、河村、

齋藤、松岡、森賀、福田の各議員であります。 

 ２１ページでございます。大空町女満別低台地区は、減反政策によって転作

を余儀なくされ、転作奨励金、水田活用の直接支払交付金を営農の基盤として

きた状況にあります。今回の水田活用の直接支払交付金の見直しにあたっての

畑地化支援において最も重要なことは、地域が協調して畑地化を進めていくこ

とにあります。 

 現在、国が示している予算規模２５０億円は、全ての畑地化支援を賄える額

ではなく、ポイントにより個別に順位をつけるような要望の取りまとめは、「早

く手上げしなければ、畑地化支援が受けられないのではないか」との農業者の

不安を煽り、地域農業の崩壊に繋がり兼ねません。 

 令和６年以降の畑地化支援の制度内容を早急に明示していただき、農業者の

不安を払拭し、これからの営農計画が立てられるよう、下記内容を要望します。 

 記、１、畑地化促進事業、特に畑地化支援と定着支援にあたっては農業者同

士が不公平にならないよう、地域農業の発展のためビジョンを持って畑地化に

取り組む農業者の全てが支援を受けられるように予算措置すること。 

 また、令和５年度にて畑地化を希望する全ての農業者が支援を受けられるよ

うに令和５年度での補正予算措置も検討すること。 

 ２、畑地化支援は単年度事業として示されているが、地域農業の変革は単年

度で達成できるものではなく長期的な計画が必要となることから、畑地化支援

については次年度以降も継続し、単価等の内容についても早急に地域に示すこ

と。 

 ３、予算の配分が必要な場合も、単純な取り組み面積に基づいたポイントに

よる順位付けなどではなく、営農の持続的発展に向けた支援金の活用方法など、

地域農業の発展にあたってのビジョンを持った農業者が配分を受けられるよう

に配分方法の見直しを行うこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 提出先は財務大臣、農林水産大臣宛てでございます。 

 以上、説明申し上げましたので、ご審議くださいますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これから発議第６号、水田活用の直接支払交付金見直しにあたっての畑地化

支援に係る要望意見書を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第６号、水田活用の直接支 

払交付金見直しにあたっての畑地化支援に係る要望意見書は、原案のとおり可

決されました。 

 

     ◎日程第２５ 報告第１号 

◇議  長 日程第２５、報告第１号、専決処分の報告についてを議題とします。 

 松川町長から、お手元に配付しているとおり専決処分の報告がありましたの

で、本件について説明を求めます。小堀総務課参事。 

 

◇総務課参事 議会側議案書２５ページでございます。専決処分第１号、専決処 

分書。 

 町有車両に起因して発生した物損事故に対する和解及び損害賠償の額を定め

ることについて、地方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決

処分する。令和５年３月１日、大空町長 松川一正。 

 記、１、和解内容、別紙。事故内容と合わせて後ほど説明いたします。 

 ２、損害賠償の額、４万２，５７０円。 

 ３、和解の相手方、網走郡大空町女満別中央３８番地の２、南部美喜子。 

 ２７ページをお開きください。 

 和解内容です。 

 １、事故の原因。 

 （１）事故発生日時。令和５年１月１３日午後４時ころ。 

  （２）事故車両。北見３００そ４２９７（トヨタプリウス）当町公用車です。  

  （３）事故発生場所。網走郡大空町女満別西４条５丁目３５３番地の８、女

満別農業構造改善センターの向かいの駐車場です。 

 （４）事故車両の運転者。水元陽菜。大空町との関係は町職員です。 

 （５）事故の相手方。網走郡大空町女満別中央３８番地の２、南部美喜子。 

 （６）事故の概要。町有車両を後退させて駐車場から出ようとした際、前方

不注意により、町有車両右側前部バンパーを右隣に駐車中車両の左側後部バン

パーに接触し損害を与えた。 

 ２、和解の条件。 

 （１）事故の第１当事者（甲）。 大空町長 松川 一正。 

 （２）事故の第１当事者（乙）。網走郡大空町女満別中央３８番地の２、南

部美喜子。 

 （３）過失割合。甲：１００％ 乙：０％、 

 （４）損害賠償の額。４万２，５７０円。 

  （５）支払期限。甲は、乙に対して、本件物損事故による損害賠償額として、
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金４万２，５７０円を令和５年３月１０日までに支払うものとする。 

 （６）異議の申し立て。承諾書の締結後は、甲・乙間において今後本件に関

しては異議申し立てをしないことを誓約する。 

 本件事故につきましては、広報配布等業務のために、女満別農業構造改善セ

ンターへ赴いた職員が用務後に同センター向かいの駐車場に前向きで駐車して

いた町有車両を後退バックで出そうとした際に、前方不注意により、向かって

右隣に駐車していました相手方車両に接触して破損させたというものでござい

ます。当時事故と相手方車両に乗車していた人はおりませんで、職員を含めて

負傷者はおりませんでした。この事故を踏まえまして、町有車両の安全運転に

努めるよう、当該職員には指導を行ったところでございます。 

 以上、専決処分の内容につきましてご報告いたします。 

 

◇議  長 これで専決処分の報告については終わります。 

 

     ◎日程第２６ 報告第２号 

◇議  長 日程第２６、報告第２号、令和４年度定期監査結果報告についてを 

議題とします。 

 監査委員から令和４年度定期監査報告書の提出がありましたので、監査委員

の報告を求めます。近藤代表監査委員。 

 

◇近藤代表監査委員 ただいま上程になりました報告第２号、令和４年度定期監 

査報告についてご報告いたします。 

 令和４年度の定期監査につきましては、令和５年２月１６日に松岡監査委員

とともに審査を実施いたしました。 

 今回ご報告いたします定期監査については、地方自治法第１９９条第４項の

規定に基づく監査であり、令和３年度中に行われた職員の時間外勤務状況につ

いて監査を実施いたしました。 

 本年度の定期監査の実施に当たりましては、所管部署から、時間外勤務命令

簿等書類の提出を求め、調査し、時間外勤務時間、勤務時間が勤務実績により

正しく集計されているか、規則で定められている限度時間以内となっているか、

時間外勤務命令がグループ内職員の間で偏りがないか等に主眼を置いて監査を

実施いたしました。 

 監査の結果、お手元に配付の資料に記載のとおり、当該事務に関して適正に

事務が施行されているものと認められました。 

 なお、グループ内において、１人の職員に時間外命令が偏っている事例が見

受けられることから、事務配分の見直しなど所管部署へ意見として申し伝えた

ところであります。 

 以上、令和４年度定期監査結果の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで令和４年度定期監査結果報告については終わります。 

 

     ◎日程第２７ 報告第３号 
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◇議  長 日程第２７、報告第３号、例月出納検査結果報告についてを議題と 

します。 

 監査委員から、例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委員

の報告を求めます。近藤代表監査委員。 

 

◇近藤代表監査委員 ただいま上程になりました報告第３号、例月出納検査結果 

の報告につきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、報告申

し上げます。 

 検査の対象となった月は、令和４年１１月分から令和５年１月分までであり

ます。 

 検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。 

 例月出納検査を実施いたしました時期は、１１月分につきましては１２月１

９日、１２月分につきましては１月１９日、１月分につきましては２月２０日

に松岡監査委員とともに実施したところであります。 

 検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載のとおり相違ありま

せん。 

 また、現金預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。 

 以上、適正であることを認め、監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで、例月出納検査結果報告については終わります。 

 

     ◎日程第２８ 議案第２７号 

◇議  長 日程第２８、議案第２７号、令和５年度大空町一般会計補正予算（第 

１号）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 追加議案書の１ページでございます。議案第２７号、令和５年度大 

空町一般会計補正予算（第１号）。 

 令和５年度大空町一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，

２９２万２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９２億５，４

４３万円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和５年３月１４

日提出、大空町長、松川一正。 

 ３ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。 

 １５款、国庫支出金に３，２８９万８，０００円追加。２１款、諸収入に２

万４，０００円追加。歳入合計は３，２９２万２，０００円を追加し、９２億

５，４４３万円とするものです。 

 ４ページをお開き願います。歳出です。 

 ４款、衛生費に２，８１０万１，０００円追加。１２款、職員給与費に４８

２万１，０００円追加。歳出合計は３，２９２万２，０００円を追加し、歳入
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合計と同額とするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明です。 

 歳出から行いますので、１０、１１ページをお開き願います。このたびの補

正は、今後予定しております新型コロナウイルスワクチン接種に係る関連経費

につきまして予算を措置し適切に対応しようとするものでございます。 

 ４款１項２目、予防費、各種疾病予防対策事業の１０節、消耗品費と印刷製

本費合わせて１０１万１，０００円。次の１１節、郵便料から三つ下の国保連

合会事務手数料まで合計１８７万円。１２節、予防接種委託料から二つ下の接

種円滑化委託料まで２，５０４万円。また、１３節、印刷機等借上料１８万円。

さらに下段１２款１項２目会計年度任用職員費の１節、報酬から最後の１８節、

福祉協会負担金まで総額４８２万１，０００円をそれぞれ追加します。 

 続きまして歳入を説明しますので、８、９ページをお開き願います。１５款

１項３目１節、新型コロナウイルスワクチン接種事業負担金１，６４４万円。

次の２項３目１節、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金１，

６４５万８，０００円は、ワクチン接種に係る国からの補助金です。２１款４

項７目１節、会計年度任用職員等雇用保険料納付金２万４，０００円は、会計

年度任用職員雇用保険料の自己負担分でございます。 

 以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げました。ご審議くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    （「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２７号、令和５年度大空町一般会計補正予算（第１号）を採

決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

    （「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２７号、令和５年度大

空町一般会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

  

◎閉会の宣言 

◇議  長 これで、本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

  松川町長から発言があれば許します。松川町長。 
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◇町  長 令和５年第１回定例会閉会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げた 

いと思います。 

 令和５年度予算につきましては、３月９日からの予算審査特別委員会、３月

１３日総括質疑と、議員各位に長時間にわたりご審議をいただき、本日お認め

いただきましたことに心からお礼を申し上げたいと思います。 

 町長となって初めての予算編成となりましたが、ここに至るまでには、昨年

１１月から約４カ月半をかけて職員が提案いたしました予算の査定を行いなが

らまとめ上げたものでございます。令和４年からの継続事業や、新規の大型事

業であります河川防災ステーションの整備などにより、一般会計及び特別会計

を含めた全会計の合計額ともに、大空町となって過去２番目の予算規模となり

ました。予算をお認めいただいたことで安心するのではなく、ここからどのよ

うに町民皆様のために生きた予算として使用していくか、そのかじ取りをしっ

かりとしていかなければならない覚悟をしているところであります。 

 町の予算は、町民皆様からお預かりしている貴重なお金であります。最大限

の効果を発揮し、また、適正に執行してまいりますことを常に意識して、１年

間実践してまいりますことをお約束いたします。何とぞ議員各位におかれまし

ても折に触れご指導いただきますようお願い申し上げます。 

 さて、昨日からマスク着用のルールが緩和され、マスクの着用にあたっては

個人の判断にゆだねられることになりました。昨日、春休みで帰省する子ども

を迎えに空港に行きましたが、搭乗口から出てくる乗客のほとんどがマスクを

着用しておりました。周りの多くの方がマスクを着用している中で、１人だけ

マスクを外すのは勇気が要ることなのかもしれません。 

 役場の対応は、感染症法の位置づけが２類から５類に変わる５月７日までは、

役場内で職員はマスクを原則着用することといたしますが、来庁者にはマスク

をしてこられなくても、着用を求めないこととしています。 

 なお、５月８日からの対応につきましては、今後の感染動向にもよりますが、

国の方針のっとって職員にはマスク着用を求めず、コロナ前の状態に戻してい

きたい、そのように考えております。本当の意味でのウイズコロナ時代の始ま

りです。さまざまな活動やまちのイベントなど積極的に実施し、町民同士の交

流、関係人口の増に向けて取り組んでまいります。 

 最後に、議員各位におかれましては、今後とも、さまざまな見地からご指導

いただきますようお願い申し上げて、また、今回の議会に対するお礼を併せて

申し上げましてご挨拶とさせていただきます。 

 本当にありがとうございました。 

 

◇議  長 これでは５年第１回大空町議会定例会を閉会します。大変お疲れ

さまでした。 

 

（閉会 午前１０時５１分） 

 


